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〈論　文〉

要　　旨

　本稿では『（旧本）老乞大』句末の“有”と現代モンゴル語の句末助動詞

“байх”の類似性について検討する一環として，5種のモンゴル語教材におけ

る，現代モンゴル語の「VP（動詞述語文）＋байх」構文の意味と機能について

考察する。

現代モンゴル語「VP＋байх」構文の

意味と機能

― 5種のモンゴル語教材から―

浅　井　澄　民

0．はじめに

　筆者は浅井 2015において，『（旧本）老乞大』句末の“有”と現代モン

ゴル語句末助動詞 байх（1）の類似性について指摘し，特に現代モンゴル語

の存在動詞 байх とその文法化用法である「NP・AP（名詞・形容詞述語

文）＋байх」構文における байх の意味と機能がチベット語に類似した「言

語主体位相の叙述；話し手が現に関知している主観的叙述」であることを

検証した。本稿では，現代モンゴル語存在動詞 байх のもう一つの文法化

用法である「VP（動詞述語文）＋байх」構文の意味と機能について考察す

る。
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1．現代モンゴル語の「VP＋байх」構文

　筆者が調査した 5種のモンゴル語教材における「VP（動詞述語文）＋

байх」構文の各用法とその出現数を表すと下の表 1のようになる。

表 1　5種のモンゴル語教材における「VP＋байх」構文

VP байхP 意味 N1 N2 Ｈ Ｙ Ｋ 計

1

V-ж・ч＋

бай-на

現在進行（※目前）

「～している」

15 26 30 17  30

126

л бай-на 　2

бай-на даа  1

бай-на л даа 　1

бай-на аа  2

бай-на шүү  1

яваа юм шиг бай-на 　1

V-ж・ч＋

бай-гаа

現在進行（※目前以外）

「～している」

 1 　4

 10

бай-гаа даг шүү  1

бай-гаа янэтай  1

бай-гаа бизяээ 　1

бай-гаа-гүй したことがない  1

л бай-даг してばかりいる  1

V-ж・ч＋

бай-сан 過去進行
「～していた /

したことがある」

 2 10 　6

 21
бай-сан уяаатай  1

бай-лаа  1

бай-х жишээтэй ～の事例がある  1

V-ж・ч＋ бай-гаарай

命令
「～していて下さい」

 2  2 　2

 12

V-эна4-ж бай-гаарай 　2

V-ж・ч＋ бай-гаач 　1

V-ж・ч＋ бай-гтун 　1

V-эна4-ж бай 　1

V-ж・ч＋ бай-я していましょう 　1

2

V-аад4＋
бай-на 現在の状態

「～してある /

している」

 1  1  1 　4

 10
л бай-на  1

-чих-аад4 бай-на 　1

-чих-аад4 бай-сан 過去完了 　1
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3 V-саар4＋

бай-на
現在の継続状態
「～し続けている」

 2 　1

　9

л бай-на  1 　2
л бай-даг  1
бай-жээ 伝聞過去

「～し続けていた」

 1
л бай-жээ  1

4 V-даг4＋
юм бай-на ～の状態である  1

　3бай-сан ～していた  2

5 V-сан4＋

бай-на
現在の継続状態
「～の状態である
（ようだ）」

 2 　2

 12

шцг бай-на  1
юм шцг бай-на  2  1 　1
бай-гаа 　2
бай-хаа 過去の推量 　1

6

V-аа4＋ л бай-на ～し続けている  1

 10V-аа4-гүй

бай-на
現在進行の否定
「～していない」

 1 　4
юм бай-на  1
бай-гаа 　2
бай-ж уу していないの？  1

7 V-аастай4 бай-на ～の状態である 　4 　4

8

V-маар4＋
бай-на 希望

「～したい」

 9  7  6  2 　2

 32
бай-на шүү яээ 　1

-маар4-гүй бай-на ～したくない  2
-ж үзмээр бай-на ～してみたい  1  2

9

V-х＋
бай-х 推量

「～するだろう」

　1
　6бай-хаа  2  1 　2

V-х＋
бай-сан

過去の条件
「～していたのに」

 3 　1
　7бай-сан-сан  1

бай-гаа  2

V-х＋
юм бай-на

確実に起こる未来
「～のようだ」

　1
　4юм шцг бай-на 　1

нь бай-на 　2

V-х＋

гэж бай-на ～するつもりだ  1 　6

 10
гэж бай-сан

～するつもりだった
/ しようとしていた

 1
гэж бай-сан юм  1
гэж бай-жээ  1

V-х-гүй＋

бай-х аа 推量
「～しないだろう」

 1

 10

бай-хаа  1 　1
бай-сан 過去の条件

「～しなかったのに」

 1 　3
бай-гаа  1 　1
нь шцг бай-на ～しそうもない 　1

計 27 47 44 67 101 286

（※表中の背景色ありは，否定を表す）
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　上の表からわかるように，この構文を形態上分類すると，大きく 9種に

分けることが可能である。ここでは便宜上構文 1，構文 2～7，構文 8～9

の三種に分けて論じる（2）。

2．「V-ж・ч＋байх」構文；構文 1

　この構文は「動詞語幹＋連用形接尾辞 -ж・ч＋байх」の形式で表され，

筆者が調査した 5種のテキスト中では総計 169例現れ，全体の 6割弱を占

めており，最も多用される構文である。山越康裕 2012（p. 122）によると

「不完了を表す動詞の連用形 -ж・ч に「いる⁄ある」を意味する動詞 байх

が接続すると「動作が進行中である状態」もしくは「動作の結果状態」を

表し，日本語の「～している」におおよそ対応している」とある。

　この構文を更に分類すると，-ж бай-на⁄-ж бай-гаа に代表される「現在

進行形」，-ж бай-сан⁄-ж бай-лаа に代表される「過去進行形」，-ж бай-

гаарай に代表される「（持続を要求する）命令形」の 3種に分類すること

が可能である。以下それぞれの用法を見ていく。

2．1．  現在進行形；-ж бай-на（126例），-ж бай-гаа（9例），-ж бай-даг（1

例）

　現在進行形を表す -ж бай-на は総計 126例現れ，全体の 44％を占めてい

る。бай-на の -на4は現在時制を表す終止形接尾辞である。

 1） Дорж　 идэж　 байна.（N175）

　　ドルジ 食べて いる；ドルジは食べている。

　　德尔叽 吃　　 有　；德尔叽在吃呢。

 2） Чи юу  хийж  байна?　  ― Захиа  бичиж  байна.（N277）

　　君 何  して  いる（の）？ ― 手紙  書いて いる；手紙を書いています。
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　　你 什么 做　 有；你在做什么呢？ ― 信  写  有；我在写信呢。

 3） Би  сууж　 байна.（N164）

　　私  座って いる；私は座っている。

　　我  坐　　 有　；我坐着呢。

 4） Одоо  хэдэн  цаг  болж  байна? ― Арван  цаг  болж  байна.（N1126）

　　今 いくつの 時 なって いる ; 今何時？

 ― 10  時  なって  いる；10時です。

　　现在 几   点  是  有；现在几点了？ ― 10　点　是　有；10 点了。

 5） Гал  асаж  байна  уу?（K62）

　　火　燃えて　いる　か；火は燃えていますか？

　　火　燃烧　　有　　吗；火燃烧着吗？

　例文 1） 2） は継続動詞「食べる」「書く」に接続し，「動作の進行中であ

る状態」を表し，例文 3） は瞬間動詞「座る」に接続し，「動作の結果状

態」を表していると考えられる。例文 4） は時刻を表す表現に現れ，やは

り「なる」という瞬間動詞に接続した「動作の結果状態」を表したものと

考えることが可能である。対応訳である現代中国語の変化を表す語気助詞

“了2”はほぼ同様の意味を表していると考えられ興味深い。例文 5） は文

末に疑問小詞を用いた疑問形式である（3）。

　もう一つの現在進行形を表す -ж бай-гаа は 9例現れる。бай-гаа の -гаа

は不完了を表す（山越康裕 2012参照）連用形接尾辞 -аа4が音韻変化した

ものである。ではこの -ж бай-гаа 文は前述の -ж байна 文とどのような違

いがあるのだろうか。これについて金岡秀朗 2009（p. 66）では「-ж байна

がまさに今，目の前で進行することを述べるのに対し，-ж байгаа は目の

前以外で進行している事実を表し，しかも話者は他所で起きているその事

実を知っている」と，次の例を示し説明している。
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 6） Ариун  бага  сургуульдаа  явж  байна ⁄ байгаа.（K66）

　　アリオン　小学校に　行って　いる；アリオンは小学校に行っている。

　　啊利嗯　　小学　　　去　　　有　；啊利嗯上小学去呢。

 7） Одоо   би　монгол  хэл　сурч  байна ⁄ байгаа.（K66）

　　今　　私　モンゴル語　勉強して　いる；

    　今私はモンゴル語を勉強している。

　　现在　我　蒙古语　　　学习　　　有；现在我正在学习蒙古语呢。

 8） Тэр  унтаж   байгаа.（K66）

　　彼　寝て　 いる；彼は寝ている。

　　他　睡觉　 有　；他在睡觉呢。

　すなわち，例文 6） の -ж байна 文ではアリオンが今話者の目前で小学校

に向かって歩いているのに対し，-ж байгаа 文ではアリオンが今小学生と

して学校に在学していることを表している。また例文 7） の -ж байна 文で

は話者が今まさに机に向かって勉強しているのに対し，-ж байгаа 文では

話者の目前で進行しているのではないことを表している。例文 8） も話者

は彼が寝ていることは事実として知っているものの，目前に彼はおらず，

話者の見えないどこかで今現在寝ていることを表している。

　この現在進行形の否定は後述する「Ｖ -аа4-гүй＋байна（～していない）」

構文で表されるが，ここではもう一つの否定形「Ｖ -ж・ч＋бай-гаа-гүй

（～したことがない）」が 1例現れている。

 9） Өмнө  тэнд  очиж  бай-гаагүй.（N171）

　　以前　そこに　行って　いない；これまでそこに行ったことがない。

　　以前　在那儿　去　　　没有　；曾经没去过那儿。

　この否定形は，意味上次に述べる過去進行（経験）を表す「Ｖ -ж・ч＋
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бай-сан（～したことがある）」の否定形と考えられる。

　Ｖ -ж・ч で始まる現在進行形にはもう１例 -ж бай-даг が現れる。

10） Өдөр  бүр   гэртээ  идэж  л  байдаг.（Y197）

　　　毎日　　自宅で　食べて　ばかり　いる。

　　　每天　　在家　　吃　　只　有；每天在家总吃着。

　ここでは -ж と бай-даг の間に強調を示す限定小詞 л が現れる（山越康

裕 2012参照）が，全体の意味としてはやはり現在進行を表している。

бай-даг の -даг4は習慣を表す連体形接尾辞であり，現在の習慣の状態を表

していると考えられる。

　以上 3種の「現在進行形」について見てきたが，-ж бай-на と -ж бай-гаа

にはその他の小詞等が付いた例が数例ずつ現れている（表 1参照）。

2．2．過去進行形；-ж бай-сан（19例），-ж бай-лаа（1例）

　モンゴル語にはテンス（時制）を示す文法形式が発達しており，この点

中国語とは対照的である。同じ進行形でも過去を表す -ж бай-сан が 19例，

-ж бай-лаа が 1例現れる。бай-сан の -сан4は完了を表す連体形接尾辞だが，

叙述用法では過去を表す。また бай-лаа の -лаа4は過去を表す終止形接尾

辞である。

11） Гал  асаж　　байна （уу?） /  Гал  асаж　　байсан（уу?）（K62）

　　火　燃えて　いる（か？） / 火　燃えて　いた（か？）

　　火　燃烧　　有（吗？） / 火  燃烧  有过（吗？）；火燃烧着（吗？）。

12） Радио    соносч  байсан  уу? ― Тийм, сая  соносч  байсан.（K63）

　　ラジオ　聴いて　いた　か？ ― はい，さっき　聴いて　いた。

　　收音机　听　　　有过　吗；你听着收音机吗？
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     ― 对，刚才  听  有过；我刚才听着呢。

13） Өмнө  тэнд  очиж  байсан（уу?）（N170）

　　以前　そこに　行って　いた（か？）；

    以前そこに行ったことがある（か？）

　　以前　在那儿　去　　　有过（吗？）；

    以前我去过那儿 / 以前你去过那儿吗？

14） Тэр  үед  манай  улс  түргэн  хөгжиж  байлаа.（Y123）

　　あの　時期に　我々の　国　速く　発展して　いた；

    当時我が国は急速に発展していた。

　例文 11） は -ж байна を用いた現在進行形と -ж байсан を用いた過去進行

形を表している。また文末に疑問小詞 уу を用いて疑問文を作ることがで

きる。例文 12） 13） は同じ -ж бай-сан を用いた過去進行形を表すが訳語に

違いがでている。13） はむしろ経験を表しているが，過去の事柄のとらえ

方の違いであろうか。ただ，温品廉三 2009（p. 70）に「経験を表す形は

過ぎ去った進行形と言える」とあり，現代中国語の経験を表すアスペクト

助詞“过”の性格を考える上で示唆的である。例文 14） は -ж бай-лаа を用

いた例である。経験の否定については前述の例文 9） で述べた通りである。

2．3．  （持続を表す）命令形；-ж бай-гаарай （10例），-ж бай-гаач （1例），

-ж бай-гтун （1例），-ж бай （1例），бай-я （1例）

　最後に「Ｖ -ж・ч＋бай-на」構文の 3つ目の意味を表す「（持続を表す）

命令形」について見ていく。この表現は今までの「現在進行形」や「過去

進行形」に比べると些か趣を異にしている。但し，やはり「動作の進行・

結果状態」の意味を保持している点で，上記 2種と共通点がある。また，

現代中国語の持続を表すアスペクト助詞“着”がしばしば命令形で使われ

る用法があり，興味深い（4）。この表現で現れる接尾辞 -гаарай4「依頼」，
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-гаач4「軽い命令」，-гтун2「願望」，-я「意思・勧誘」，また接尾辞ゼロ「命

令」はいずれも命令を表す終止形語尾である。

15） Хүлээж  байгаарай. /  Сууж  байгаарай. /  Сууж  байгаач.（K124）

　　待って　いて下さい。/　座って　いて下さい。/　座って　いて。

　　等　有；请等一下。/  坐　有；请坐。 /  坐　有；坐会儿。

16） Сайн  сууж  байгаарай.（N294）

　　元気で　暮らして　いて下さい；お元気で。

　　好   生活   有；好好儿生活着 / 祝你生活快乐。

17） Энд  жаахан  хүлээзнэж  байгаарай. / Байзнаж   бай.（K154）

　　ここで　少し　ちょっと待って　いて下さい。/

     ちょっといて　いなさい。

　　在这儿　稍微　等一下　有；在这儿稍微等一下 /

     在一下　有；等一下 / 等等。

18） Та  нар  гадаа  гарч  байгтун.（K125）

　　あなたたち　外に　出て　いて下さい。

　　你们　在外面　出去　有；你们给我出去吧 / 你们在外面等着我吧。

19） Би  хүлээж  байя.（K152）

　　私　待って　いましょう。

　　我　等　有；我等着吧。

　例文 15） 16） で現れる接尾辞 -гаарай4，-гаач4は丁寧な命令形を表して

いる（5）。例文 16） は遠方に出かける人が残る人に対して言う決まり文句だ

そうである（6）。例文 17） は動詞と接尾辞 -ж の間に短時間を表す接尾辞

-зана4- が挟まった形で，「ちょっと」の意味を表す。例文 18） の接尾辞

-гтун2 は古めかしい言い方で，おごそかで丁寧な語調がある（7）。例文

19） は「待つ」という持続の意思を表している。これらの表現はいずれも
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「ある動作の状態のままでいる」ことを表していると考えられる。

3．その他の 「動作の進行・結果の状態」 を表す構文；構文 2～7

　次に，前述した「V-ж・ч＋бай-х」構文以外で，やはり「動作の進行・

結果の状態」を表すと考えられる 6種の表現について見ていくことにす

る。ここでは形態上，大きく動詞連用形接尾辞と動詞連体形接尾辞に分け

ることが可能である。

　動詞連用形接尾辞としては 「V-аад4＋бай-х」 構文 （10例） と 「V-саар4＋

бай-х」構文（9例）の 2種類がある。また動詞連体形接尾辞としては

「V-даг4＋бай-х」構文（3 例），「V-сан4＋бай-х」構文（11 例），「V-аа4＋

бай-х」構文（10例）の，「V-аастай4＋бай-х」構文（4例）の 4種がある。

総計 43例現れ，全体の 15％を占めている。以下，それぞれの構文につい

て詳しく見ていく。

3．1．「V-аад4＋бай-х」構文；-аад4 бай-на （9例）， -аад4 бай-сан （1例）

　この構文で現れる接尾辞 -аад4は「完了」を示す動詞連用形接尾辞であ

る。金岡秀朗 2009（p. 111）では「完了を示す -аад4は，現状を示す байна

とともに用いて，過去におこった出来事が今もつづいている「状態」を表

す」と説明している。また前述の -ж бай-на 用法「現在進行形」との違い

を次の例文 20） 21） を示して説明している。

20） Самбарт  үсэг  бичиж  байна. / Самбарт  үсэг  бичээд  байна.（K111）

　　黒板に　字（を）書いて　いる；進行。/

    黒板に　字 （が） 書いて　ある；状態。

　　黑板上 字 写 有；（他）正在黑板上写字呢。/

    黑板上 字 写 有；黑板上写着字呢。
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21） Талбайд  хүмүүс  ирж  байна. / Талбайд  хүмүүс  ирээд  байна.（K111）

　　広場に　人々（が）来つつ　ある；進行。/

   広場に　人々 （が） 来て　いる；状態。

 　　广场上 人们 来 有；广场上正在来一些人呢。有一些人正在到广场来。/

   广场上 人们 来 有；广场上来了一些人。

22） Гэдэс  өлсөж  байна. Ам  цангаж  байна. / Толгой  өвдөөд  байна.（N245）

　　おなか　すいて　いる。のど　かわいて　いる。/

     （ずっと）頭　痛んで　いる。

　　肚子　饿　有；肚子饿了。口　渴　有；口渴了。/

     头　疼　有；（一直）头疼着。

　例文 22） では -ж  байна より -аад4 байна の方が時間の経過が感じられる。

　また，動詞と -аад4の間に完了接尾辞 -чих- を挟み完全完了「～してし

まう」を表す用例が現れている。

 

　23） Намайг  ирэхэд  тэр  нэвтрүүлэг  дуусчихаад  байна.（K108）

　　　私（が）来る時　その　番組（は）終わってしまって　いる。

　　　我  来时  那个  节目  完了  有；我来的时候，那个节目已经播送完了。

　この文の最後を дуусчихаад байсан とすると「（私が来た時）終わって

しまっていた」の意味になり，英語の過去完了に近いとある（8）。

3．2．  「V-саар4＋бай-х」構文；-саар4 бай-на （6例），-саар4 бай-даг（1

例），-саар4 бай-жээ （2例）

　この構文で現れる接尾辞 -саар4は「継続」を示す動詞連用形接尾辞であ

る。山越康裕 2012（p. 132）では「-саар4は動作が継続中「～しつづけて」

であることを示す。継続的な動作をあらわす動詞に接続することが多い



－ 12－

が，一方で瞬間的な動作をあらわす動詞に接続する例も見られ，この場合

「複数の動作主が次々と～して」という意味になる。多く直後に бай-х が

置かれる。」とある。また金岡秀朗 2009（p. 155）では「-саар4 （л）бай-на

「ずっと～している」は行為を継続している状態を示す。日本語の副詞

「ずっと」の職能がモンゴル語では接尾辞に包含されている」と説明して

いる。

24） Түүний  тухай  бодсоор  байна.（K155）

　　それ　について　ずっと考えて　いる。

　　那个  对于    一直想  有；对于那件事我一直想。/ 我一直想那件事。

25） Гадаа  бороо  орсоор  л  байна.（K155）

　　外に　雨　降り続けて　ばかり　いる；外はまだ雨が降っている。

　　外面　雨　下着　总　有；外面还下着雨呢。

26） Амьдрал  явсаар  л  цаг  урссаар  л  байдаг.（Y197）

　　生活 移ろい続けて　ばかり　時　流れ続けて　ばかり　いる；

   日々の暮らしは移ろい，時は流れ続ける。

　　生活  走动着  总  时间  流动着  总  有；生活过下去，时间过下去。

27） Хачи  хүлээсээр  л  байжээ.（Y196）

　　ハチ　待ち続けて　ばかり　いた；

   ハチは（ずっと）待ち続けていた（そうだ）。

　　哈齐　一直等　总　有；哈齐一直等着。

　上記例文の動詞「考える」「（雨が）降る」「移ろう」「流れる」「待つ」

はいずれも継続動詞と考えられる。例文 25） 26） 27） で -саар4のあとに現

れる л は強調を示す限定小詞で，この表現によく用いられる。例文

26） байдаг の -даг4は習慣を表す連体形接尾辞であり，例文 27） байжээ の

-жээ は伝聞過去を表す終止形接尾辞である。
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3．3．  「V-сан4＋бай-х」構文；-сан4 бай-на（9例），-сан4 бай-гаа（2例），

-сан4 бай-хаа（1例）

　この構文の接尾辞 -сан4は「完了 / 過去」を表す連体形接尾辞である。

金岡秀朗 2009（p. 57）では「-сан4 は過去のある一点の出来事を示す。

-сан4は現在の状態を表す байна とともに用いると，過去に起きたことが

現在もつづいていることを表す。これは完了形の接尾辞を用いた -аад 

байна の意味に近く，過去から現在にいたる時間のはばを有する表現にな

る」とある。

28） Тэр  сүм  байсан  байна / байгаа.（K57）

　　その　寺院　あって　ある；そのお寺は（かつて）あって（今も）ある。

　　那个  庙   有过  有；那座庙（一直）在（这儿）。

29） Хүнбиш  тэнд  ирсэн  байна / байгаа.（K57）

　　フンビシ　そこに　来て　いる；フンビシはそこに来て（今も）いる。

　　荤比西  在那儿  来了  有；混比西来到那儿了。

30） Халуунтай  байна.  38.2 хүрсэн  байна.（H120）

　　熱あり　です。38.2　達して　いる；熱があります。38度 2分あります。

　　发烧　有。38.2　达到　有；有点儿发烧。有 38 度 2。

31） Ханиад  хүрсэн  юм  шиг  байна.（N242）

　　風邪　　ひいた　の　ようで　ある；風邪をひいたようだ。

　　感冒了　的　好像　有；可能感冒了。

32） явсан  байхаа.（K119）

　　行った　だろう。

　　去了　有；去了吧。

　例文 28） 29） ではいずれも現在の状態を述べているが，байна 文は話者
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が目撃している出来事であるのに対し，байгаа 文は話者が目撃していな

いところでの出来事を叙述している（9）。例文 30） も 38度 2分に達した結

果後の現在の状態であり，過去の結果から現在にいたる時間のはばを有し

た表現である。例文 31） の юм шиг байна で「～のようだ」の意味を表す。

例文 32） の байхаа は推量を表す。

3．4．  「V-даг4＋бай-х」 構文と 「V-аастай4＋бай-х」 構文 ; -даг4 бай-на（1

例）， -даг4 бай-сан （2例）， -аастай4  бай-ха （4例）

　次に少数例の「V-даг4＋бай-х」構文と「V-аастай4＋бай-х」構文につい

て見ていく。前者の -даг4は「習慣」を表す連体形接尾辞である。後者の

-аастай4は前述の「完了」を示す -аад4に似た状態接尾辞である（10）。

33） Тэр  их  завгүй  байдаг  юм  байна.（Y210）

　　彼　とても　暇なし　である　の　だ；彼はとても忙しいんだ。

　　他  非常  忙  有  的  有；他是很忙的。

34） Японд  байхдаа  өдөр  бүр  цагаан  будаа  иддэг  байсан.（Y138）

　　日本で　いる時　毎日　白い　穀物　食べて　いた；

   （自分が）日本にいる時毎日米を食べていた。

　　在日本 在时 每天 白 米饭 吃 有过；（我）在日本时每天吃着米饭。

35） Ширээн  дээр  тавиастай  байна.（K178）

　　机の　上に　置いて　ある。

　　桌子的  上面    放着      有；桌子上放着 / 放在桌子上。

36） Самбарт  дээр  үсэг  бичээстэй  байна.（K179）

　　黒板に　上に　字　書いて　ある；黒板の上に字が書いてある。

　　黑板上　上面　字　写着　有；黑板上写着字呢。

　例文 33） 34） は接尾辞 -даг4の例であり，「忙しい」「毎日食べる」習慣
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（継続）を表している。これは前述の「継続」を示す -саар4に類似してい

ると言えよう。また例文 34） は байсан を用い前述の過去進行形「～して

いた」に近い表現である。例文 35） 36） は -аастай4の例であり，動作の結

果「完了」の状態を表していると言える。例文 36） は -аад4を用いた例文

20） と同じ意味を表している。

3．5．  「V-аа4＋бай-х」 と 「V-аа4-гүй＋бай-х」 構文；-аа4 бай-на （1 例）， 

-аа4-гүй бай-на （6例）， -аа4-гүй бай-гаа （2例）， -аа4-гүй бай-ж （1

例）

　最後に「V-аа4＋бай-х」構文と否定形の「V-аа4-гүй＋бай-х」構文を見て

いく。この構文の -аа4は「不完了 / 継続」を示す連体形接尾辞である。

山越康裕 2012（p. 114）では「-аа4の叙述用法も「いま現在その状態にあ

る」ことを示すが，平叙文で用いられるケースはあまりなく，疑問文・否

定文で用いられるケースがほとんどである」とある。また金岡秀朗 2009

（p. 57，p. 62）には「-аагүй は -сан4の否定に使われ，ある過去の時点で

出来事が起きなかったことを意味する。これに完了的な意味，すなわち過

去のある時点から現在まで起きていない「ずっと～していない」ことを表

すには文末に байна を置く。この -аагүй байна は同時に現在進行形を否定

することにもなる。」とある。

37） Гал  унтраагүй  байна.（K58）

　　火　消えないで　いる；火は（まだ）消えていない。

　　火　没熄灭　　　有　；火还没熄灭。

38） Тэр  ирээгүй  байна.（K58）

　　彼　来ないで　いる；彼は（まだ）きていない。

　　他　没来　　　有　；他还没来。

39） Радио  асаж  байна  уу? ― Үгүй,  асаагүй  байна．（K63）



－ 16－

　　ラジオ　ついて　いる　か？ ― いいえ，つかないで　いる；

      ついていない。

　　收音机  开着  有  吗；收音机开着没有？ ― 没有，没开着 有；没开着。

40） Пэрлээ  тусалж  байна. Баатар  туслаагүй  байна.（K63）

　　ペルレー　手伝って　いる。バータル　手伝わないで　いる；

     バータルは手伝っていない。

　　培儿雷　帮忙　有；培儿雷正在帮我的忙。巴塔儿　没帮忙　有；

     巴塔儿没帮我的忙。

41） Тэр  унтаагүй  байгаа.（K67）

　　彼　寝ないで　いる；彼は寝ていない。

　　他　没睡觉　有；他没睡着

42） Нэг  хуудас  ч  бичээгүй  байж  уу?（Y163）

　　1 ページ　も　書かないで　いた　の；1ページも書かずにいたの？

　　1 页　　　也　没写　　　　有过；1页也没写吗？

　例文 37） 38） は「完了」の否定，例文 39） 40） は「現在進行」の否定と

考えられる。また例文 41） も「現在進行」の否定だが，話者の見えないと

ころでの事実を表している。例文 42） の байж は байжээ「伝聞過去」の短

縮形である。

　以上，「動作の進行状態」及び「動作の結果状態」の表現を見てきたが，

これまでの表現を意味上大きくこの二つに分類することが可能であるよう

だ。また否定を含めると大雑把に次のように整理できる。

 1）「動作の進行状態」；「-ж，-саар4，-даг4」＋ бай-х

 2）「動作の結果状態」；「-ж，-аад4，-сан4，-аастай4」＋ бай-х

 3）「動作の進行・結果状態の否定」；「-аагүй」＋ бай-х



－ 17－現代モンゴル語「VP＋байх」構文の意味と機能（浅井）

4．「V-маар4＋бай-х」 構文と 「V-х＋бай-х」 構文；構文 8～9

　これまで見てきた「VP＋бай-х」構文が「動作の進行・結果状態」を表

していたのに対し，ここで見る「V-маар4＋бай-х」「V-х＋бай-х」構文は些

か性格が異なる。「V-маар4＋бай-х」構文は「希望（～したい）」を「V-х

＋бай-х」構文は「推量・未来（～だろう・のようだ）」を表す。前者 32

例，後者 40例の計 72例が現れ，全体の 25％を占める。以下，それぞれ

の用法について見ていく。

4．1．  「V-маар4＋бай-х」 構文；-маар4 бай-на （27例）， -маар4-гүй  бай-на 

（2例），-ж үзмээр бай-на （3例）

　この構文の -маар4は「願望」を表す連用形接尾辞である。山越康裕

2012（p. 133）では「もっぱら -маар4 байна の形で「～したい」という意

味を表す」とある。また金岡秀朗 2009（p. 121）では「この語法は話者の

気持を伝えるからほとんどの場合は би（私）や бид（私たち）が主語に

なる」とある。

43） Би  унтмаар  байна. （N166） / （Би）унтмааргүй  байна. （N167）

　　私　寝たい　です。　　　/（私）寝たくない　です。

　　我　要睡觉　有；我要睡觉。/（我）不想睡觉　有；我不想睡觉。

44） Би  амармаар  байна.（N167） / （Би）Амармааргүй  байна. （N167）

　　私　休みたい　です。　　　/（私）休みたくない　です。

　　我　要休息　有；我要休息。/（我）不想休息　有；我不想休息。

45） Монгол  дээл  өмсөж  үзмээр　байна.（N257）

　　モンゴル　服　着て　みたい　です；モンゴル服を着てみたい。

　　蒙古　衣服　穿　要看　有；（我）要试穿蒙古衣服。
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　例文 43） 44） はこの表現の肯定形「～したい」と否定形「～したくない」

を表している。例文 45） の -ж үзмээр байна は「～してみたい」という意

味を表す。主語は省略されているが一般に一人称を指すと考えられる。

4．2．  「V-х＋бай-х」 構文；-х бай-на （4例）， -х бай-х （аа） （6例）， -х бай-

сан （-сан） （5例），-х  бай-лаа （2例）

　この構文の -х は「未来」を表す連体形接尾辞である。山越康裕 2012

（p. 110）では「叙述用法において，未来形は否定文や疑問文では用いら

れるが，平叙文ではあまり用いられない。平叙文で用いられるときは，さ

まざまな状況から確実に実現しそうな事態に対して用いられる」とある。

ここでは後述する「V-х-гүй＋бай-х」「V-х＋гэж бай-х」構文を除いた狭義

の「V-х＋бай-х」構文について見ていく。

46） Тэр  унтах  юм  байна.（K54）

　　彼　寝る　ので　ある；彼は（もう）寝る。

　　他　睡　的　有；他快要睡了。

47） Тэр  явах  юм  шиг  байна.（K146）

　　彼　行く　のだ　ようで　ある；彼は行くようだ。

　　他　去　的　好像　有；他快要走了。

48） Амжих  байхаа.（N234） Маргааш  тэр  ирэх  байхаа.（H90）

　　間に合う　だろう。　 明日　彼　来る　だろう；明日彼は来るだろう。

　　来得及　  吧。　　　明天  他　来　  吧。

49） Өчигдөр  бороо  ороогүйсэн  бол,  би  хөлбөмбөг  тоглох  байлаа / 

байсан.（Y146）

　　昨日　雨　降らなかった　ら，私　サッカーで　遊んで　いた （はずだ）。

　　昨天　雨　不下　的话，我　踢足球　玩儿　有过；

    昨天雨不下的话，我踢足球玩儿。
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　46） 47） の юм は断定を表し，-х юм で確実に起こる未来の出来事を表

す。байна は現在の状態を表し，-х юм байна で今これから～しそうな様

子を示している（11）。この形式が表す意味は，現代中国語のアスペクト形

式のひとつ「将然相」“快要～了”に類似している。例文 48） の байхаа は

推量「～だろう」を表すが，未来時制を表していると考えることもでき

る。例文 49） は過去の条件「反実仮想」「仮定法過去」を示しており，-х  

байлаа，-х байсан で「こうなるはずだった」のニュアンスをともなう（12）。

байлаа, байсан はいずれも過去の状態を表す。

4．3．  「V-х-гүй＋бай-х」構文；-х-гүй бай-на （1例），-х-гүй бай-х （аа） （3

例），-х-гүй бай-сан （4例），-х-гүй бай-гаа （2例）

　この構文の -гүй は否定接尾辞であり，「V-х-гүй＋бай-х」構文は上記

「V-х＋бай-х」構文の否定形と考えられる。

50） Мөнгө байхгүй тул авч чадахгүй нь шиг байна. （K146）

　　お金 ない ので 買って できない ことの ようで ある；

 お金がないので買えそうもない。

　　钱 没有 因为 买 不能 好像 有过；因为（我）没钱，可能买不起。

51） Арай амжихгүй байхаа. （N236）

　　ちょっと　間に合わない　だろう。

　　几乎　来不及　吧。

52） Чи намайг таньсансан бол, манайх руу утасдахгүй байлаа/байсан. 

 （Y146）

　　君 私を 知っていた なら，私たちの家 の方へ 電話しないで いた；

　　君が私のことを知っていたのなら，うちに電話してこなかっただろうに。

　　你 我 认识过 的话，我们家 向 不打电话 有过；

 你认得我的话，不给我家打电话。
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4．4．  「V-х＋гэж бай-х」構文；-х гэж бай-на （7例），-х гэж бай-сан （2

例），-х гэж бай-жээ （1例）

　この構文の гэж は動詞 гэх「～しようとする」の連用形であり，-х гэж  

байх の形で「～しようとしている /～するつもりである」意味を表す（13）。

53） Хэдийд явах гэж байна?（N294）

　　いつ　出かける　つもり　です（か）。

　　什么时候　走　打算　有；（你）打算什么时候走？

54） Маргааш номын санд очих гэж байна. （K163）

　　明日　図書館に　行く　つもり　だ。

　　明天　到图书馆　去　打算　有；明天（我）想要到图书馆去。

55） Аа, би одоо очих гэж байсаи юм. （Y129）

　　ああ，私　今　行く　つもり　だった　のだ；

 今行こうとしたところなんです。

　　阿，我　现在　去　打算　有过；我正要去呢。

56） Тэр мангас хүүхдийг идэх гэж байжээ. （Y129）

　　　その 怪物 子供を 食べる つもり だった；

 その化け物は子供を食べようとしていた。

　　　那个 妖怪 小孩子 吃 打算 有过；那个妖怪打算把小孩子吃掉了。

5．現代モンゴル語「VP＋бай-х」構文の意味と機能

　以上，モンゴル語の「VP（動詞述語文）＋бай-х」構文について見てきた

が，この構文が表すある重要な文法機能を帰納することができる。それ

は，各テンス（時制）におけるさまざまなアスペクトを表している点であ

る。「VP＋бай-х」構文を更に詳しく図式化すると次のように表すことが
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できる。

「V-（接尾辞 A）＋бай-（接尾辞 B）」

　ここでの V は動詞語幹を表している。接尾辞 A ではアスペクトの種類

（進行・持続相，完了相，将然相等）を表し，接尾辞 B でテンス（現在，

過去，未来）を表している。すなわち，この形式「V-（接尾辞 A）＋бай-

（接尾辞 B）」で各テンスにおける各種のアスペクトを表していると言え

る。

6．おわりに

　現代モンゴル語の「VP（動詞述語文）＋бай-х」構文が表す文法機能の

一つに「各テンスにおけるアスペクト性」が指摘できた。ではこれらの機

能と浅井 2015で指摘した「言語主体位相の叙述」とはどのような関連性

があるのであろうか。

　本稿では触れられなかったが，実はチベット語の「VP（動詞述語文）

＋存在動詞」構文とアスペクトとの関わりについてはすでに論じられてい

る。次回は，これらチベット語の表現と比較しつつ，モンゴル語の「VP

（動詞述語文）＋бай-х」構文と「言語主体位相の叙述」の関わりについて

考察していきたい。また，同時に『（旧本）老乞大』における「VP＋有」

構文のアスペクト性についても検討していきたい。

《注》

（ 1 ） 浅井 2014/2015では байна と記述したが，本稿では байна とその変化形式

をすべてこの辞書形である байх で代表させることにする。

（ 2 ） ここで構文を 3種に分けて論じるのは，あくまでも便宜上であり，形態的

特徴からではない。むしろ意味上は，構文 1～7「動作の進行・結果の状態」
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と，構文 8～9「希望・推量および確実に起こる未来」の二つに分けること

が可能である。構文 1の出現数が際立っている（全体の 60％を占めている）

ことから，ここでは構文 1を独立させて論じる。

（ 3 ） この疑問形式も байна 文に含めている。

（ 4 ） 伊地智善継 2002に「動詞・形容詞＋“着（点儿）”の形で命令文に用い，

相手に対して現在の状態のままでいるよう要求する」とある。

（ 5 ） 金岡秀朗 2009（p. 125）参照。

（ 6 ） 温品廉三 2006（p. 95）参照。

（ 7 ） 金岡秀朗 2009（p. 125）参照；例文はある物語で貴族が来客にいうセリフ

とある。

（ 8 ） 金岡秀朗 2009（p. 108）参照。

（ 9 ） 金岡秀朗 2009（p. 57）参照。

（10） 金岡秀朗 2009（p. 178）参照。

（11） 金岡秀朗 2009（p. 54）参照。

（12） 山越康裕 2012（p. 146）参照。

（13） 温品廉三 2006（p. 95）参照。

使用テキスト　※引用例文の記号・番号 ex （Y56） は使用テキストとページ数を表す

N1：温品廉三 2009『モンゴル語のしくみ』三修社

N2：温品廉三 2006『ゼロから話せるモンゴル語』三修社

H  ：橋本勝 2010『ニューエクスプレス　モンゴル語』白水社

Y  ：山越康裕 2012『詳しくわかるモンゴル語文法』白水社

K ：金岡秀朗 2009『実用リアル・モンゴル語―わかりやすい文法ナビ』明石

書店
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�論 文〉

日本語学習者のための

工学系専門用語の発音指導

中国語母語話者における縦断的研究

木 村 政 康

要 旨

工学系専門用語には漢字だけでなく，カタカナ，数字などが混在する音韻構

造の複雑な語彙が多くあり，日本語学習者にとり正しい聴き取り，生成の妨げ

となっている。本稿は，本学工学研究科の中国人留学生に対して行った工学系

専門用語のVT法による発音指導の実際をまとめたもので，指導・矯正を通

して観察，考察した結果，以下の点が明らかとなった。

・工学系留学生に対する音声指導法，手順は，基本的には文系留学生に対する

ものと違いはなく，VT法が主張するプロソディの指導を優先させ，次に単

音の指導に移行させるという考え方は有効である。

・リズムの指導には，フットではなく，話速を考慮したリズムグループという

単位を導入することが有効であることが，指導・矯正を通して実証された。

・被験者の発音上の誤りには中国語の母語干渉が見られる。その誤りは個別に

存在するのではなく，それぞれの音声要素が有機的に影響し合い，誤りの特

徴を際立たせていると考えられる。

・振動器を用いて発音が劇的に変化する場面が多く見られた。音声を身体に直

接伝達するというのは理にかなっている。

・リズムグループは，意味的に，或いは文法的に区切られるとは限らないとい

うことが，指導・矯正を通して実証された。これは，リズム単位をバランス

よく配分させてリズム構造をまとめていこうとするサーボ機構が働いたこと

を意味し，リズム単位をどこに設定するかが発音指導の鍵となる。

キーワード：リズム単位，振動器，わらべうたリズム，身体リズム運動，緊張度



0．はじめに

日本語教育の現場において，発音教指導・矯正は，日本語の授業内の一

部として実施されるのが一般的である。本学においても，各学部の日本語

担当の先生方が，拍感覚，アクセント，無声／有声の弁別など，その都度

必要に応じて行っているようである。

学部留学生は，3年生に進級するとほとんどが専門科目を履修すること

になり，専門教科を日本語で聴き取りノートをとる聴解力，レポート作成

のための作文力，日本語によるディベートや発表におけるスピーチ力など，

より高度な日本語のスキルが要求されるようになる。こういった日本語運

用能力の基礎となるのは，やはり聴き取る力，話す力であり，とりわけ発

音教育の重要性は言うまでもないであろう。筆者は，2013年5月～同年

12月にかけての計16回，本学工学研究科の留学生に発音指導を行ったが，

本稿は，指導期間中の活動記録をまとめたものである。

工学研究科の留学生の中には，専門分野では優秀な成績を修めているに

も関わらず，発音に多々問題があり，口頭発表では，聴き手が発表内容を

よく理解出来ない，また講義中における質疑応答に支障をきたす者がいる

といった話を，工学研究科の指導教員の先生から伺った。こういった発音

の問題は，就職活動期に入る学部4年生，他研究科の院生にも大なり小な

り同様の傾向として見られるが，工学研究科の講義では，専門性の高い工

学系用語が多く使われるだけでなく，その中に漢字，カタカナ，数字，数

式などが混在するものもある。そのため，語彙の音韻構造が複雑化して，

正しい発音の習得が妨げられ，母語干渉による，いわゆる化石化が起きて

しまうのである。

学生の修士論文中間報告会及び修士論文発表会（言語教育研究科の修士

論文最終口述試験に相当する），会社面接などが控えていることもあり，
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限られた時間ではあるが，発音指導を引き受けることにした。これが発音

指導に至った経緯である。

本稿は，被験者1名を対象にした縦断的研究調査であり，結果を一般化

することはできないが，指導を通して，学生の発音がどのように改善され

て行くのか，リズム単位としてフット（1）は音声指導に有効か，或いはリズ

ムグループ（2）という考え方が実践的な単位なのか，また，対照言語学で明

らかにされてきた母語干渉に新たな発見があるのかについて，VT法（3）に

よる実践指導・矯正を通して考察していく。

1．被験者

管見によれば，工学系専門用語の発音指導に関する先行研究は見当たら

ない。筆者が試行錯誤の上，指導方法，指導手順など準備を進めることと

なった。まず，被験者の日本語歴，日本語運用能力，発音指導の手順，方

法，内容から述べることにする。

1．1．言語的背景

被験者は，年齢27歳（2013年当時），中国語母語話者で日本語歴は，

来日前に半年間，その後，日本語学校で1年間，拓殖大学学部では週3時

間，大学院では週5時間であり，日本語の学習歴は長いが，指導初日に行っ

たインタビューでは，特殊拍（促音拍，長音拍，撥音拍），イントネーショ

ン，アクセントといった，いわゆる「日本語らしさ」に関わるプロソディ，

また無声子音／有声音の弁別に問題がみられた。被験者には，問題ある自

己の日本語の発音を矯正して，会社面接や修士論文発表会に臨みたいとい

う高いモチベーションがあり，このような動機付けが発音指導・矯正に効

果的に働くのではないかと考える。

日本語学習者のための工学系専門用語の発音指導（木村） ―27―



1．2．指導手順

発音指導は，2013年5月ゴールデンウイーク明けから同年12月初旬ま

で，夏休みを挟んで前期，後期に2分割し行った。筆者は，現在までの発

音指導経験から，工学系留学生においても文系留学生においても，日本語

の発音指導法，指導手順に関して大きな違いはないと考え，以下の要領で

発音指導・矯正を実施した。

前期は，日本語らしさを獲得し定着させること，すなわち，特殊拍，等

時拍，イントネーション，語アクセントなどプロソディの指導を中心に，

後期は，前期で定着を図ったプロソディの復習練習を交えながら，専門用

語の発音指導・矯正を行った。最終段階では，修士論文レジュメの読み練

習を行うと共に，レジュメに含まれる指導対象外の用語についても発音練

習を行い，一連の指導を終了した。

指導回数および指導時間は，5月～7月が8回，9月～12月が8回，各

回45分～60分であった。修士論文発表会用のレジュメから抜き出した専

門用語（フレーズを含む）23項目を指導対象としたが，必要に応じて専

門用語を挿入した短文の練習も行った。

前期では最初の2回と前期定期試験前の2回，そして後期では全回筆者

が発音指導を行ったが，それ以外，すなわち前期4回は，本学言語教育研

究科博士後期課程修了者，中野二郎氏に指導を任せ，筆者はモニタリング

するという形式をとった。その都度，指導方法・技術などを指示し，VT

法の指導者育成という側面も兼ねることにした。夏休みはCD�Rに焼き

付けた課題の音声データとプリント，指導期間中に休んだ場合は，課題を

プリントして自習するよう指示した。

1．3．指導方法

筆者は，VT法による発音指導を教育現場に取り入れその効果を実感し
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ており，今回の工学研究科の留学生に対しても，VT法を用いた発音指導

を実践していくことにした。

指導方法は，指導項目，改善状況などにより，わらべうたリズム（4）を中

心に，振動器（5）と身体リズム運動（6）を組み合わせて行い，専門用語の指導・

矯正では，電子フィルターSUVAG機器（7）を加えて指導にあたった。発

音指導で用いる動きに関しては，手狭な研究室ということもあり，腕や手

の動きのみを使い座ったままで行った。

2．発音指導にむけて

VT法が主張する「プロソディの指導を優先させる」という考えから，

まず，リズム，続いてイントネーション，そして語アクセントの順に実施

し，無声音／有声音の弁別や他の単音の指導に関しては，その都度適宜に

行った。どのような指導方法を用いるのかについては被験者との適合性を

考慮するとともに，また，リズム単位をどのように設定するかについても

考察することにする。なお，全ての活動を紹介するには紙面が足りないた

め，いくつかにまとめて紹介したい。

2．1．被験者と指導法の適合性

指導初日は，筆者，TAとして参加した中野氏，そして被験者との3名

がお互いの自己紹介を行った。また，被験者の修士論文の概要，会社面接

についても質問し，その会話の中で見られた被験者の発音の問題点を観察

し，発音指導・矯正の手順，方法の参考とした。

長年，VT法を発音指導に導入して見えてくるのは，学習者により，指

導法に対する得手不得手，好みがそれぞれあるということである。指導法

の種類に関わらず，短期間で学習者の精神的緊張を和らげ，自発性と積極

性を引き出すことが指導を効果的に実施する鍵であることは言うまでもな

日本語学習者のための工学系専門用語の発音指導（木村） ―29―



い。音楽好きでリズム感のいい者はわらべうたリズムが適しているであろ

うし，積極的で体を動かすことに抵抗感を持たない者は身体リズムが適し

ているようである。そのどちらでもなく，体を動かすのが苦手な学習者は

SUVAG機器か振動器が適している。SUVAG機器は，個々の音の最も

聴き取りやすい周波数を選定し，直接聴覚に介入して聴き取り方を最適な

方向へ導くもので，機器に繋がれたヘッドホンを装着し聴き取りに集中さ

せる方法である。また，手に持って振動を体感できる振動器は，SUVAG

と同様，いわば受け身的方法であるが，聴き取るのとほとんど同時に音声

をフィードバックでき，学習者の抵抗感もない。

今回の被験者は，VT法による指導を受けるのは初めてであり，指導法

に不慣れであること，初日で精神的に緊張していることも考えられた。そ

こで，機器使用に際しての精神的圧迫感がなく，リズムや聴取・生成，無

声音／有声音の弁別に効果が期待できる振動器の使用から試みた。

振動器を手の平に持たせ，筆者がマイクを通して発音する特殊拍を含む

リズム文「河童の歌」（谷川俊太郎），創作わらべうたリズム「困った困っ

た困ったな，困った遅れて困ったな」を振動で体感させ，繰り返し発音し

てもらった。「河童かっぱらった」，「困った困った困ったな」に含まれる

促音の特徴が体感できたようで発音全体も改善された。ただし，振動器を

介さずに練習すると再度誤りが見られたため，振動器と身体リズム運動を

併用した。その結果，提示文に関しては定着度が増した。

2．2．インタビューにおける発話音の観察

発音指導に先立ち，被験者が就職を予定している会社の社長面談の内容，

被験者の出身地，趣味などについてインタビュー形式で質問を行い，被験

者の会話力，発音のスキルを調べることにした。質問文，回答文と，そこ

に見いだされた音声上の問題点は以下の通りである。
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〇「昨日の面接はどうでしたか」→「昨日の面接は長かったです」

「ながかった」では「ながかた」のように促音の脱落が見られた。

〇「どのくらいかかりましたか」→「1時間半かかりました」：

「イチジカン」（以後，発音に関する場合はカタカナ表記とする）は問題

なく発音できるが，「イチジカンハン」のように撥音が2度続くと，撥

音拍は両方とも短くなる傾向が見られた。

〇「どんな話をしました」→「人事課の人たちが来て，基本的な質問をし

ました。また，中国で同じ仕事をしている人材について訊かれました」：

撥音「ン」の持続時間が短くなった。

〇「好きなスポーツは何ですか」→「サッカーが好きです。高校の時，サッ

カーをやっていました。今は見るだけです。」：

「こうこう」では最終拍の長音が，「サッカー」では「サカー」のように

促音がそれぞれ脱落し，「カー」の長音の長さも不十分であった。「サッ

カー」は中国語においても外来語であり，「足蹴」（�音でz�uqi�u）と書

くが，この中国語音が少なからず影響していると思われる。アクセント

に関しては，特に問題は見られなかった。

〇「趣味は何ですか」→「趣味はビリヤードと中華料理です」「ビリヤード

は中学校の時からやっています」：

「ビリヤード」では「ビリヤド」のように長音が脱落した。リズム構造

のバランスからすれば，「ビリ｜ヤド」のように2拍・2拍にした方が

発音しやすいからであろう。やはり中国語音の干渉が見られる「チュー

カリョーリ」では，「チューカリョリ」のように2つ目の長音が脱落し

た。構造の安定化から考えると，長音拍が均等に配分され比較的生成し

やすいはずであるが，最初の長音拍に注意が向いてしまい，2つ目の長

音を発音するまでのエネルギーが持続しなかったと思われる。

○「中華料理は何を作りますか」→「中華料理は，マーボーどうふを作り

ます」：
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「マーボー」では「マーボ」のように2つ目の長音が，「トーフ」では

「トフ」のように長音が脱落した。

以上観察した通り，被験者にも中国語母語話者に見られる促音拍，長音

拍生成の問題が顕著に現れている。

2．3．リズム単位

筆者は「言語リズムとは，音連続において，聞こえの頂点がそれぞれ等

時的に繰り返す，その時間的間隔」であると，また「その時間的間隔の繰

り返しにリズムがあると感じ，生理的な心地良さを覚える」と考えている。

リズムの定義は様々にされてきているが，リズムの単位をどこに設定す

れば，リズムの指導に直接結びついて行くのだろうか。日本語のリズムの

最小単位を拍と捉えた場合，例えば，「こんにちは」は「コ｜ン｜ニ｜チ

｜ハ」と5拍であり，音節という観点から見れば，「コン｜ニ｜チ｜ハ」

と4音節である。日本語学習者が「コニチハ」のように撥音拍「ン」を脱

落させて発音してしまう誤りは，等時性という拍感覚が欠如しているため

であり，音節という考えでは指導に際しての説明としては不十分である。

「コンニチハ」は5つの拍から成り立っているが，5拍という捉え方を

そのまま発音指導に取り入れても，正しいリズムが定着するとは限らない。

実際の発話，特にノーマルスピードでは，「コ・ン・ニ・チ・ハ」とはっ

きり区切って発音することはないのである。

1980年代後半から，日本語音韻論においても，フットという単位が知

られるようになり，日本語のリズムは，2拍（2モーラ）を基本的なまと

まりとする1フットであるという考えが一般化してきている。この考え方

は，日本語では韻律的に2モーラでまとまることが非常に多いという事実

を反映していると言えよう。「こんにちは」は「コン｜ニチ｜ハ＃」（＃は

1拍分の休みと捉える）で3フットであり，「おはよう」は「オハ｜ヨー」

で2フットである。言葉を省略する場合も，「拓殖大学」は「拓大」，すな
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わち「タク｜ダイ」のように省略し，4拍2フットになる。「ファミリー

レストラン」も「ファミレス」のように省略し，4拍2フットになる。こ

のように，フットは日本語のリズムや語形成と密接に関連していると思わ

れる。

それでは，長い語彙，フレーズにおいて，フットはリズムの知覚という

観点からすると，リズム単位として有効なのだろうか。例えば，「拓殖大

学」は「タク｜ショク｜ダイ｜ガク」のように4フットになる。しかし，

実際の発話では，むしろ「タクショク｜ダイガク」のように4拍と4拍と

の二つに分割した方が合理的である。また，速く発音すれば，「タクショ

クダイガク」のように8拍で一つのまとまりとして知覚され分割されない。

また，リズムの切れ目は，必ずしも意味の切れ目と同じであるとは限ら

ない。例えば，「東南アジア諸国連盟」という語は，意味的には「東南ア

ジア諸国／連盟」であるが，実際に発音してみると違和感を覚えるはずで

ある。リズム単位，切れ目という観点からすれば，東南アジア／諸国連盟

となり，7拍目で2分割し区切って発音するのが自然である。拍数の多い

音連続を幾つかのリズムグループに分割する基準は，必ずしも意味的切れ

目ではなく，リズムグループの構造全体における拍（又はフット）の配置

バランスが大きなウエイトを占めると思われる。リズムの単位をリズムグ

ループ，フット，拍のどれで捉えるかは，発話におけるテンポが大きく関

わっているのではないだろうか。すなわち，リズム単位とテンポには一種

の相関関係が存在しているということである。本稿では，このリズムグルー

プという考え方，リズム単位とテンポとの相関関係を考慮した発音指導を

試み，指導・矯正への有効性を検証していく。

3．発音指導の実際

本章では，リズム，長音，イントネーション，語アクセントの指導を中
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心に述べていく。その他，撥音（8），無声音／有声音（9）の発音指導も行った

が，指導・矯正の優先順位，紙面の関係などから本稿の対象項目から外し

た。

3．1．リズムの指導

リズムは，音声言語全体を一つにまとめる役割を担う音声要素である。

無声音／有声音の弁別，個別音の音声特徴の習得も重要な課題であるが，

音声言語の根源であるという考えから，まずリズムの指導・矯正から始め

ることにした。指導項目は，特殊拍の促音拍「ッ」，長音拍「ー」，撥音拍

「ン」（指導内容に関しては割愛）を中心に，拍の等時性を考慮して指導に

向けた。また，適宜，問題が見られた時にのみ，無声子音／有声子音の弁

別練習も行った。指導方法は，リズムが言語音の記憶に関わっているとい

う考えに基づき，わらべうたリズムを利用して，リズムパターンの適切な

聴取・生成の定着を図ることにした。わらべうたリズムを中心とする指導

は，前期の7月までであるが，後期においても専門用語の指導・矯正と平

行して，適宜，リズム定着のためのフォローアップとした。

わらべうたリズムを導入するにあたり，指導を迅速に効果的に進めるた

めに，振動器を利用して，ロガトム（無意味音節）［ta］「タ」をリズムに

乗せて繰り返し，目標とするリズムを誘導した。同じ音の音節を繰り返せ

ば，個々の音や言葉の意味を気にすることなくリズムに注意が向くという

考えで作り出した指導法である。例えば，「かわった」は「タタッタ」，「こ

んにちは」は「タンタタタ」，「がっこう」は「タッター」，「りゅうがくせ

い」は「タータタター」のようなロガトムに変えて練習する方法である。

両唇破裂音［p］で始まる「パ」を連続して発音するには高い緊張度を

持続させなければならず，例えば「かわった」を「パパッパ」に変えて練

習すると，両唇の疲労度が増してしまい，発声と調音運動が同期しない。

また「りゅうがくせい」を両唇鼻音［m］で始まる「マ」を用いると「マー

―34―



マママー」になり，明瞭度が落ちてリズムの切れ目が分かりづらく，テン

ポよくリズムを刻むことは難しい。

それに対して，［ta］は何度も唇を開閉させる必要がなく，速いテンポ

にも対応できリズムを刻みやすい。母音［a］を組み合わせるのは，調音

器官を緊張させることもなく自然に発音できるからである。

3．1．1．促音の指導

促音の指導には谷川俊太郎の「河童の歌」（下記参照）を学習課題とし，

それに創作わらべうたを平行させた。このわらべうたは，学部留学生の日

本語の授業（2014年度まで実施）において，また，言語教育研究科の

「発音指導法」の授業において実践指導しているものである。緊張度の高

い促音を含む「タッタ」のパターンが規則正しく何度も繰り返されており，

指導・矯正だけでなく，学習者の発音の定着度，評価にも利用することが

できる。以下に詩文を示し，指導手順，音声上の誤り，実際の発音指導に

ついて述べることにする。なお，「＃」は休止を表すこととする。

「河童の歌」：

かっぱ｜かっぱ｜らった｜かっぱ｜ラッパ｜かっぱ｜らった｜

とって｜ちって｜た＃

かっぱ｜なっぱ｜かった｜かっぱ｜なっぱ｜いっぱ｜かった｜

かって｜きって｜くった＃

指導に際して，1行目は「カッパカッパラッタ｜カッパラッパカッパラッ

タ｜トッテチッテタ」のように3分割し，2行目も「カッパナッパカッタ

｜カッパナッパイッパカッタ｜カッテキッテクッタ」のように3分割して，

それぞれ行ごとに練習しリズムの定着を図った。

練習を通して見えてきたのは，「カッパカッパラッタ」の後半部「ラッ
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タ」の促音が「ラタ」のように脱落する，語頭の「カッパ」が「カーパ」

のように長音化するといった傾向である。また，2行目でも語頭の「カッ

パ」が「カーパ」，文中の「ナッパ」が「ナーパ」のように長音化する，

最終句の「カッテキッテクッタ」が「カテキテクタ」又は「カッテキテクッ

タ」「カッテキッテクタ」のように促音が脱落する，といった傾向が見ら

れた。促音の脱落は調音時の緊張不足が原因であり，「カーパ」のように

長音化するのも緊張度の不足が原因である。また，文末で促音が脱落する

のは，文末では呼気が弱くなり，結果的に調音の緊張度も低くなる生理的

な理由によるものであると考えられる。

振動器を用いて「｜」で区切ったリズムグループごとに練習し，1行目

が終わった後は，2行目の指導を行い，最終的には，1行目，2行目を続

けて練習し定着を図った。最後は，振動器を使わずに，タクトを振るよう

な動作でリズム取りをしながら発音させた。定着度を見るため，振動器を

使用しない練習に移ったが，促音の脱落が見られたので，再度，振動器を

使いフィードバックさせた。

促音の指導では，「河童の歌」以外に，創作わらべうたも使用したが，

紙面の関係で，本稿ではいくつか紹介するに留めたい。休止「＃」までの

各リズムグループ毎に，1行目を通しで練習し，続いて2行目も同様に行

い，最後は全体を通しで練習した。誤りの傾向も，「河童の歌」と同様に，

促音の脱落が見られたため，素早く拳を作る動作をさせながら，振動器を

併用して定着を図った。なお，以下に示すわらべうたは，自習，復習用と

して課したものである。

○促音が3拍目にある「タタッタ」のパターン：

おわった｜おわった｜おわったよ＃｜おわった｜しけんが｜おわったよ＃

○促音が2拍と4拍目にある「タッタッタ」のパターン：

かっちゃった＃｜かっちゃった＃｜テレビに｜パソコン｜かっちゃった＃
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○促音が4拍目にある「タタタッタ」のパターン：

たべたって＃｜たべたって＃｜ごはんを｜さんばい｜たべたって＃

○促音が2拍目にある「タッタタタ」のパターン：

ほっとした＃｜ほっとした＃｜しけんに｜ごうかく｜ほっとした＃

○促音が3拍目と5拍目にある「タタッタッタ」のパターン：

はしったって＃｜はしったって＃｜えきまで｜いそいで｜はしたって＃

なお，「タタッタッタ」は，促音を含む語の中では，最も習得の難しいリ

ズムパターンの一つであり，「タタタッタ」になる傾向が見られた。

3．1．2．長音の指導

長音は促音と比べると調音時の緊張度は低いが，2拍分の長さを持続す

る緊張度を有するのが特徴であり，この緊張度を体感させることが重要で

ある。今回は，「河童の歌」と同様，大学院の発音指導において使用して

いる創作わらべうた「寝坊学生」を用いて指導に当たった。わらべうた文

は以下の通りである。

「寝坊学生」（長音リズムのための創作わらべうた）：

がくせい｜がくせい｜りゅうがくせい＃

べんきょう｜バイトに｜いそがしい＃

ねぼうで｜ちこくだ｜さあたいへん＃

きょうしつ｜へんこう｜どうしよう＃

エーかん｜ビーかん｜どこだろう＃

とうとう｜みつけた｜きょうしつで＃

ノートも｜とらずに｜グーグーグー＃

せんせい｜しつもん｜ノーアンサー＃
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上記の通り「｜」で区切ったリズムグループ毎に，腕を体前から体側に

流すような動きでリズム取りをして各行毎に練習した。問題になった箇所

は，2行目の「いそがしい」が「イソガーシ」，3行目の「ねぼうで」が

「ネーボデ」，5行目の「どこだろう」が「ドコダーロ」のように，長音拍

の位置が前後にずれてしまうことである。「イソガーシ」「ドコダーロ」は，

「がくせい」「りゅうがくせい」「べんきょう」など4拍目に長音の来る言

葉が続き，長音を4拍目に置いてしまうリズム感覚が身についてしまった

ためと思われる。また，「ネーボデ」は，句頭の高い緊張度の影響で母音が

伸びたためと考えられる。語頭は緊張度が高いという傾向は「タッタタ」

が「タタッタ」のリズムパターンより生成しやすいという現象と共通してい

る。

長音指導では，以下のようなわらべうたを身体リズム運動，振動器を用

いて，同様の手順で行ったが，紙面の関係で創作わらべうたの例を挙げる

に留めたい。

○長音が2拍目と4拍目にある「タータータ」のパターン：

とうきょうと＃｜とうきょうと＃｜はねだも｜たかおも｜とうきょうと＃

○長音が2拍目にある「タータタタ」のパターン：

しょうせつか＃｜しょうせつか＃｜むらかみ｜みしまも｜しょうせつか＃

○長音が2拍目と5拍目にある「タータター」のパターン：

こうじちゅう＃｜こうじちゅう＃｜まちじゅう｜あちこち｜こうじちゅう＃

○長音が5拍目（最終拍）にある「タタタター」のパターン：

こどもよう＃｜こどもよう＃｜ちいさい｜このいす｜こどもよう＃

○長音が3拍目にある「タタータタ」のパターン：

していせき＃｜じゆうせき＃｜やっぱり｜わたしは｜していせき＃

○長音が4拍目にある「タタタータ」のパターン：

がくせいか＃｜がくせいか＃｜ふんしつ｜とどけは｜がくせいか＃
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「河童の歌」，「寝坊学生」は，後期においても毎回ではないが，練習冒

頭にリズムを取らせながら暗唱させた。自由発話において完全に定着した

とは言い難いが，一旦教師が指摘すれば，比較的スムーズにフィードバッ

クし，自己矯正できるようになった。これは，振動器を併用してリズムを

体感するという，聴覚以外の感覚を利用したことも有効に働いたからであ

ろう。

3．1．3．対話形式のわらべうた

リズム指導の最終段階として，促音，長音のわらべうたを対話という形

で交互に練習した。また，指導項目の促音，長音を含む言葉を会話文に取

り入れ定着度を確認した。例として「焼き肉」（仮称）を紹介し簡単に解

説することにする。

Ａ．おいしそう＃｜おいしそう＃｜やきにく｜やけるよ｜おいしそう＃

Ｂ．おいしかったよ＃｜おいしかったよ＃｜カルビ｜ロース｜

うまく｜やけて｜おいしかったよ＃

A文は長音指導を前提に，焼き肉を食べる前の話として作成したもの

で，B文は促音指導を前提に，焼き肉を食べた感想を内容として作成した

ものである。長音を中心としたA文と促音を中心としたB文を交互に連

続して発音させ，リズムパターンの異なる文を瞬時に言い換えられるよう

にする練習である。この練習でも，振動器を併用している。

生成音の問題点を観察すると，A文では，「オイシソー」が「オイシー

ソ」のように長音拍の位置が前にずれる傾向があるため，最終拍が長音に

なるように矯正した。また，「～シソー」の「シ」で無声化母音が聴き取

れないためか，「オイソー」のように「シ」を省略する傾向も見られた。B

文では「カルビ｜ロース｜ウマク｜ヤケテ」は，休止を挟まず続けて発音
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するのでテンポが速くなり，リズム取りが難しかったようだ。

次第に，リズム取りの動きと発音が同期するようになり，テンポも速く

なった。最後に，以下のような対話形式で定着度を確認した。

Ａ．食道園の焼き肉どうだった？

Ｂ．カルビもロースも，おいしかったよ。

3．2．イントネーションの指導

日本語らしさの音声的特徴として，リズムと並び重要な要素はイントネー

ションであろう。イントネーションはアクセントのような語境界の弁別や

意味弁別機能は持たないが，喜怒哀楽などの情緒性を伝える役割を持って

おり，意思疎通を円滑に行う上でなくてはならない音声要素である。また，

読解の授業で文章に情緒性イントネーションを入れて読むと，内容の理解

度が上がるという報告もある。指導項目としては，まず，日本語イントネー

ションの6パターン（木村2002）を導入し，定着させることである。

イントネーションの指導・矯正，定着には，身体リズム運動を用いる。

腕を体前から外側に向けて，指導項目の文を発音しながら，下記の例で示

すように，それぞれのパターンに従って軌跡をなぞっていく。
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日本語イントネーションの6パターン（VTS入門2002）

パターン 例文と動きの軌跡 パターン 例文と動きの軌跡

下降①型

きょうとです

上昇①型

いくらですか？

下降②型

しんかんせんです

上昇②型

おいくらですか？

平板型

これからいく

平板上昇型

まけてくれる？



前項に示したイントネーションパターンに従い，以下のような文を提示

し指導・矯正した。

1． 下降①型：本を読んだ。雨が降っています。

○「ホンヲヨンダ」：

まず，「ホンヲ｜ヨンダ」のように2分割して練習し，次に一つに

して練習を行った。「ン」で握り拳を作り「ン」を同時に発音して撥

音を定着させる。次にノーマルスピードで一気に腕を下げると同時に

発音する。「ヨン」が「ヨーン」のように長音化し，同時に母音［o］

も鼻母音化したため，撥音「ン」が弛緩する傾向が見られた。振動器

を使い，素早く握り拳を作りながら発音させると緊張度が上がり改善

された。

〇「アメガフッテイマス」：

「アメガ｜フッテイマス」のように2分割して練習し，次に分けず

に一つにして発音させた。下降①型なので腕を斜め下に下げていく動

作を併用してイントネーションパターンを維持した。「フッテ」では

促音を正確に発音させるために，発音と同時に握り拳を作り発音させ

た。

2． 下降②型（山型）：教科書を読みます。もうすぐお昼です。

〇「キョーカショヲヨミマス」：

「キョーカショヲ｜ヨミマス」のように2分割して練習し，次に一

つにして山型の身振りを用いながら練習を行った。「キョーカーショ

ヲ」のように長音化する傾向があったので，小さく速い動きで矯正し

た。

〇「モウスグオヒルデス」：

まず，「モースグ｜オヒルデス」のように2分割して練習し，次に

一つにまとめ，山型カーブの身振りと同時に一気に発音させたが，特
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に問題は見られなかった。

3． 平板型：中央線で新宿に行った。

○「チューオーセンデシンジュクニイッタ」：

「チューオーセンデ｜シンジュクニイッタ」に2分割して練習し，

次に一つにまとめて，一気に一文をイントネーションカーブの身振り

と共に発音さてた。イントネーション生成には問題は見られなかった

が，「イッタ」の促音が脱落して直音化したため，素早く拳を作ると

同時に発音させ，促音拍の緊張度を高める指導を行った。

4． 上昇①型：本はどこにありますか？ 雨が降っていますね。

〇「ホンハドコニアリマスカ」：

「ホンハ｜ドコニアリマスカ」に2分割して練習し，次に一つにま

とめ上昇①型の身振りと共に発音させたが，イントネーションも単音

も問題なく発音できた。イントネーション生成が不安定な場合は，

「ホンハ｜ドコニ｜アリマスカ」のように2つの下降型と1つの上昇

②型にするか，「ホンハドコニ｜アリマスカ」のように分割位置を変

えて，下降①型と上昇②型の2分割にして練習すると安定しやすい。

〇「アメガフッテイマスネ」：

「アメガ｜フッテイマスネ」のように2分割し，次に一つにまとめ

て身振りを用いて一気に発音させたが，問題なく生成できた。

5． 上昇②型；日曜日，アルバイトはありますか？

○「ニチヨービアルバイトハアリマスカ」：

「ニチヨービ」は5拍語で後に休止があるので分割せず，一気に山

型の下降2型の身振りを併用して練習したが，問題は見られなかった。

「アルバイトハアリマスカ」は「アルバイトハ｜アリマスカ」のよう

に2分割し，次に一つにまとめて身振りと共に一気に発音させた。イ

ントネーションの生成には問題はなかったが，「アルバイトハ」の

「バイト」が3拍の等時拍にならず，連母音が速く発音されるため，
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「アルバイトハ」全体のリズムバランスが崩れている。そこで，「バイ

バイ｜バイト＃｜アルバイト＃｜アルバイトは｜ありますか」のよう

にリズムに乗せて，ゆっくりした動きで矯正した。

6． 平板上昇型：地下鉄に乗る？友達と一緒？

〇「チカテツニノル」：

「チカテツニノル」は文が短いので分割せずに，一気に身振りと共

に発音させた。特に問題はなかったが，「のる� のる� ちかてつ

にのる�」のようなわらべうたを用いて文末の上昇を定着させること

もできる。

〇「トモダチトイッショ」：

「トモダチト｜イッショ」の2分割にし，次に一つにまとめて身振

りと一緒に発音させた。「チ」でピッチが下がるので，横へ伸ばす平

板型の動きを，上昇気味に誇張して発音させると改善された。「イッ

ショ」の促音が脱落する可能性もあるので，その場合は「いっしょ�

＃｜いっしょ�＃｜ともだち｜いっしょ�」のようにリズムを繰り返

すとよいであろう。

以上，イントネーションの指導を行い考察したが，ピッチの指導は身体

リズム運動を利用して緊張度を体感させる方法が有効であった。

3．3．語アクセントの指導・矯正

アクセントは，語境界，意味弁別機能と言った役割以外にも，イントネ

ーションパターンを決定するのに重要な要素である。まず，各アクセント

型に従いわらべうたを作成して練習を行った。その際，各パターンを誘導

する動きの軌跡は次項の通りである。なお，〇は拍を表し，4拍ひとまと

まりの2拍子リズムを基本とするわらべうた文を作成する。
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「頭高型」：「カミヤハ｜トマトガ｜ダイスキデ＃｜サトーハ｜レタスガ

｜ダイキライ」

上記のように前半，後半ともに3分割し，それぞれに頭高型を誘導する

動きを併用して発音させた。「サトー」が「サットー」のように促音化，

長音化が同時に起き，2拍＋2拍のまとまりにしてリズムバランスを取ろ

うとする傾向が出た。頭高型アクセントは聴取・生成が比較的容易なため

か問題はみられなかった。

「中高型・尾高型」：フクオカ｜ナガサキ｜チカクナル＃

モースグ｜ハシルヨ｜シンカンセン＃

「ナガサキ」は，本来下がるべき「サ」ではなく「キ」でピッチが下が

ったので，山型の動きは緩やかではなく，鋭角に下がる動きで「サ」で下

がるよう指導した。1行目は全て2拍目で下がる中高型であり，記憶とい

う観点から見れば，誤りは起きにくいはずである。偶然なのか理由がある

のかは今のところ説明がつかない。今後の課題としたい。

「平板型」：シンジュク｜カイモノ｜トモダチト＃

ケーオー｜イセタン｜タカシマヤ＃

サンガイ｜ヨンカイ｜ナナカイト＃

カウモノ｜ナカナカ｜ミツカラナイ＃

ケッキョク｜カワズニ｜サヨーナラ＃
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「ナナカイト」のピッチが語末の「イ」で下がってしまう。中国語を母

語とする日本語学習者は，最後まで平板型を維持するのが難しく，この傾

向が被験者にも見られた。平板型の基本型である横へ平行に流す動きを，

むしろ斜め上に向けて腕を伸ばすことで緊張度が高まり，平板型のアクセ

ントが維持された。

3．4．工学系専門用語の発音指導

筆者は工学系専門用語に不慣れなため，発音指導を実施する前に，専門

用語の簡単な意味を調べ，同時に読み方を確認した。先に述べたように，

今回対象とした工学系専門用語は全部で23語である。各用語の音声的特

徴とリズムパターンにそれぞれ従い，被験者の発音の問題点を分析し指導・

矯正を試みた。工学系専門用語の中には，漢字，カタカナ，数字などが混

在するものも多く，音韻構造が複雑化し，音声的に一つのまとまりとして

捉えるのは容易ではない。特に，特殊拍が入ると発音が乱れ，ポーズなし

で1語として言い切るのは難しい。

発音指導に際しては，各専門用語を一度で記憶できる最長の単位に分け，

そのリズムグループのリズムパターンとアクセント型を練習し定着させる

ことを中心課題とした。前期で行ってきたリズムパターン，特殊拍，イン

トネーション，アクセント，無声／有声の弁別練習が，後期における専門

用語の発音指導に役立っているかについても考察していきたい。指導法は，

前期と同様，振動器とSUVAG機器を中心に，わらべうたリズムと身体

リズムを併用したものとする。

① 修士論文タイトル

修士論文のタイトルは，「弾性表面波を用いた超音波金属接合に関する

研究」であり，流暢に「日本語らしく」発音するのは決して容易ではない。

聴き手が論文タイトルを理解するには，どこに切れ目を入れるのか，どこ
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に休止を入れて読むのかが肝心であり，その点が発音指導上のポイントに

もなる。意味の切れ目と息継ぎという生理的理由から，少なくとも「弾性

表面波を用いた｜超音波金属接合に関する研究」のように2分割するのが

一般的である。しかし，「弾性表面波を用いた」は「ダンセーヒョーメン

ハヲモチイタ」となり14拍，「超音波金属接合に関する研究」は「チョー

オンパキンゾクセツゴーニカンスルケンキュー」となり22拍もあり，各

音やプロソディの特徴を的確な音声情報として瞬時に処理するのは容易で

はない。

人間の脳が一度で正確に聴取できる音連続は10音節程度，3秒以内と

言われている（友寄1988）。それも母語話者においてである。日本語学習

者にとっては，このように長い音連続を一度に聴取，生成するのは困難で

ある。日本語母語話者であれば，「ダンセーヒョーメンハヲモチータ｜チョー

オンパキンゾクセツゴー｜ニカンスルケンキュー」の3分割にして理解す

るであろう。

また，意味的，文法的に区切ると確かに「セツゴーニ」のように助詞

「ニ」を含めて一つのリズムグループとなるが，実際の指導に際しては，

リズム全体のバランスを考えると，むしろ，助詞「ニ」は，後半の「カン

スルケンキュー」に含み，「ニカンスルケンキュー」とした方が，少なく

とも，今回の指導では効率よく指導できたのである。

日本語学習者にとり，リズム・イントネーションの総体的特徴を崩さな

いという条件をクリアできる長さは，アクセント型やイントネーションを

考慮すると，「ダンセーヒョーメンハ｜ヲモチータ」（又は「ダンセーヒョー

メンハヲ｜モチータ」）の2分割，「チョーオンパ｜キンゾクセツゴーニ｜

カンスルケンキュー」（又は「チョーオンパ｜キンゾクセツゴー｜ニカン

スルケンキュー」）の3分割にそれぞれ分けて指導するのが合理的である。

学習者の発音を観察すると，「ヒョーメンハ」，「チョーオンパ」の撥音

「ン」がそれぞれ短くなり，「オンパ」が「オンバー」のように［p］が有
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声化［b］し，母音［a］が長音化する傾向が見られた。

「弾性表面波を用いた超音波金属接合に関する研究」のイントネーショ

ンは，山型が繰り返されるパターンが特徴である。修士論文中間発表会，

口頭試問において意味内容が正しく理解されることが前提である。そのた

めには，「弾性表面波」→「弾性表面波を用いた」→次に，「金属接合」の

練習に移り，最終的には，「弾性表面波を用いた｜金属接合」のように，

二つのリズムグループに分けて練習を行った。この過程で，前述の問題点

は改善され，各語彙，フレーズも日本語らしく発音できるようになった。

② 「基板間」（きばんかん）

指導上のポイントは，平板型アクセント，撥音拍を含む「タ｜タン｜タ

ン」のリズムパターンを定着させることである。後半で「タン」を2回繰

り返す安定したリズム構造のためか，リズム，アクセントともに誤りは見

られなかった。若干であるが「カン」の発音に中国語音声の干渉が見受け

られたため，握り拳を作る動作と同時に「カン」と発音させ矯正した。

③ 「突起状」（とっきじょう）

指導上のポイントは，平板型アクセント，促音拍と長音拍が混在した

「タッ｜タ｜ター」のリズムパターンの定着であるが，「タッタ｜ター」の

2分割に分けて指導した。初めは促音が欠落して「トキジョー」になった

が，アクセントの誤りは見られなかった。促音部の適切な発音を誘導する

ために，素早く拳を作ると同時に「トッキ」と発音する。次に，「トッキ

｜トッキ｜トッキジョー」とリズムに乗せて練習を行った。リズムを体感

させるために，腕を体側から横方向に伸ばすと同時に「ジョー」と発音さ

せた。これにより促音，長音両方の拍を的確に発音させることができた。

④ 「フリップチップ」

中国語母語話者の日本語学習に共通してみられる傾向として，カタカナ

語の聴取・生成が苦手なことである。漢字熟語に関しては，実際には，中

国語と日本語の音韻構造が違うため，正確な聴取・生成は決して容易では
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ないが，漢字音からの類推ができるため，音声上の手がかりとなる。

指導上のポイントは，中高型アクセント，促音拍が2カ所ある「タ｜タッ

タ｜タッタ」のリズムパターンである。意味的にも対応する「フリップ｜

チップ」のように分け，「フリップ」，「チップ」を別々に指導するとほと

んど問題なく生成できたが，一つにして発音させると，「フリープチープ」

「フリープチップ」「フリプチープ」のように，促音の欠落，促音の長音化

が起きた。「フリップ」が「フリップチップ」において正しく生成されな

かったのは，リズムの再構造化が成されていないからであろう。

リズム構造は，「タタッタ｜タッタ」の前半が4拍，後半が3拍である。

前半部，後半部を同じ長さに保ってバランスを取ろうとするサーボ機構（10）

が働いたために，リズムに誤りが出たものと考えられる。「タッタ」とい

うパターンが連続するので，この点を強調して指導すると発音が安定し，

再度聞かせるだけで自己矯正ができるようなった。

⑤ 「伝搬経路」（でんぱんけいろ）

指導上のポイントは，中高型アクセント，撥音拍と長音拍が混在する

「タン｜タン｜ター｜タ」のリズムパターンである。指導に際しては「デ

ンパン｜ケーロ」のように2分割して練習を行った。漢字2語の組み合わ

せからなる比較的安定したリズム構造のため，問題なく生成できた。

⑥ 「二端子対共振子」（にたんしついきょうしんし）

意味境界から「ニタンシツイ｜キョーシンシ」のように2分割できる。

最初のリズムフレーズ「ニタンシツイ」，続く「キョーシンシ」の中高型

アクセント，また，撥音拍と長音拍が混在するリズムパターンの2項目を

指導し定着させることである。2分割して練習したこともあり問題なく生

成できた。

⑦ 駆動信号自重（くどうしんごうじじゅう）

この用語は，「駆動信号」「自重」がそれぞれ1語として独立しおり，ア

クセント型は二つあり，リズムも「クドーシンゴー｜ジジュー」のように
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2分割する。「クドーシンゴー」の中高型アクセント，「ジジュー」の平板

型アクセント，また，長音拍と撥音拍が混在するリズムパターンを定着さ

せることが指導上のポイントとなる。被験者に見られた発音の問題点は，

「シンゴー」の「ゴー」の長音が脱落して，「シンゴ」のように短音化する

ことであったが，振動器を用いて長音の緊張度を体感させるとすぐに反応

して改善が見られた。

⑧ 溶着試料（ようちゃくしりょう）

「ヨーチャク｜シリョー」のように2分割する。指導上のポイントは，

中高型アクセント，二つの長音拍からなるリズムパターンの定着である。

前半，後半のパターンが「タータタ」，「タター」のように異なるため，誤

りの可能性を想定したが，問題は見られなかった。

⑨ 接合結果（せつごうけっか）

「セツゴー｜ケッカ」のように2分割する。指導上のポイントは，中高

型アクセント，長音拍と促音拍が混在するリズムパターンの定着である。

前半，後半のパターンが「タタター」，「タッタ」とそれぞれ異なるため，

指導に注意を要する。実際の発音では，「ケッカ」のアクセントが平板型

になったため，中高型になるよう山型の動きを使い矯正した。

⑩ 電極指配置（でんきょくしはいち）

指導上のポイントは，複合語ではなく，独立した2語と考え「デンキョ

クシ｜ハイチ」のように2分割すること，「デンキョクシ」における中高

型アクセント，「ハイチ」における平板型アクセント，撥音拍と長音拍を

含むリズムパターンの定着であるが，特に問題は見られなかった。

⑪ 電子顕微鏡（でんしけんびきょう）

「デンシ｜ケンビキョー」のように前半3拍，後半5拍に2分割できる

が，複合語なので，分割せずに8拍の平板型アクセントと，撥音拍と長音

拍を含む8拍語として，動きを併用した指導を行った。特に，問題は見ら

れなかった。
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⑫ アルミ蒸着（アルミじょうちゃく）

意味的には「アルミ｜ジョーチャク」に2分割できるが，複合語となる

ので，分割せずに後ろから3拍目で下がる中高型アクセント，長音拍を含

む7拍語として指導したが，特に問題は見られなかった。

⑬ 電子ビーム露光（でんしビームろこう）

意味的には「デンシビーム｜ロコー」のように2分割するが，1語の複

合語として使われるため，アクセント型は，後ろから2拍目で下がる中高

型である。また，撥音拍と長音拍が混在するリズムパターンである。この

2項目を指導したが，特に問題はなかった。

⑭ 加圧工具（かあつこうぐ）

意味的には「カアツ｜コーグ」のように2分割するが，実際には，1語

になる複合語である。後ろから2拍目で下がる中高型アクセント，長音拍

を含むリズムパターンを指導し定着を図った。リズム構造が「タータ｜ター

タ」でリズムバランスのいい言葉なので，発音の問題点は見られなかった。

⑮ 接合冶具（せつごうやぐ）

意味的には「セツゴー｜ヤグ」のように2分割されるが，複合語になる

ため1語として扱った。最終拍で下がる中高型アクセント，長音拍を含む

リズムパターンの定着を図った。2拍1フットが3回繰り返される安定し

たリズム構造のためか，プロソディに問題はなかったが，語末の「グ」が

無声化したため，拳を作り強く空間を叩く動作を用いて発音を緊張させ矯

正した。

⑯ デバイスシミュレーション

日本語学習者には聴取も生成も苦手とする外来語である。意味的には

「デバイス｜シミュレーション」のように2分割できるが，1語の複合語

として，後ろから3拍目で下がる中高型アクセント，「デバイス」におけ

る連母音，「シミュレーション」における長音拍，撥音拍を含むリズムパ

ターンの定着を図った。日本語母語話者にとっても簡単な発音ではないが，
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「デバイスシミュレーション」の「ス」の無声母音を除けば，問題は見ら

れなかった。無声母音の部分では，［s］の摩擦音を長く強く発音すること

で矯正された。

⑰ 振動速度振幅（しんどうそくどしんぷく）

この用語は，複合語にはならないため，「シンドーソクド｜シンプク」

のように2分割して指導した。「シンドーソクド」は後ろから2拍目で下

がる中高型アクセント，「シンプク」は平板型アクセント，撥音拍と長音

拍の混在したリズムパターンである。これら3項目の定着を図ったが，特

に問題は見られなかった。

⑱ 電極指幅（でんきょくしはば）

意味的には「デンキョクシ｜ハバ」のように2分割するが，複合語にな

るため1語として扱う。後ろから2拍目が下がる中高型アクセント，撥音

拍を含むリズムパターンの2項目を指導し定着を図った。この用語も特に

問題は見られなかった。

⑲ 回転YカットX伝搬のLiNbO3（ニオブ酸リチウム）基板

23語の中で最も指導の難しい用語であった。LiNbO3は，「ニオブ酸リ

チウム」と読み，筆者も指導前に「ニオブサンリチウム」→「ニオブサン

リチウムキバン」の順で発音を試みた。リズムグループの拍数はそれぞれ

多くなるが，被験者は練習を重ねて来ているので，「カイテンワイカット

｜エックスデンパンノ｜ニオブサンリチウムキバン」のように3分割して

指導に当たった。連母音，促音拍，撥音拍が混在する複雑なリズム構造を

有しており，他の用語と比べ指導・矯正に時間を要したが，アクセント型

が全て中高型であるため，かなり正確に発音できるようになった。

⑳ 共振点（きょうしんてん）

意味的には「キョーシン｜テン」のように2分割されるが，複合語とな

るので1語として扱った。後ろから3拍目で下がる中高型アクセント，長

音拍，撥音拍が混在するリズムパターンの指導を行ったが，問題は見られ
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なかった。

○21 すだれ状電極（すだれじょうでんきょく）

意味的には「スダレジョー｜デンキョク」のように2分割するが，複合

語になるので1語として指導した。9拍からなる長い用語であるが，後ろ

から3拍目で下がる中高型アクセントの発音に関して問題は見られなかっ

た。長音拍と撥音拍を含むリズムパターンの定着が課題で，最初の発音で

は，「スダレージョー」のように「レ」が長音化，同時に本来の長音部

「ジョー」が短音化してしまった。また，「デンキョク」の「ン」が短くな

る傾向が見られたが，3回の練習で改善された。やはり，異なる特殊拍が

混在すると生成が難しくなるようだ。

○22 ファブリ・ペローモデル

この用語は「・」で区切られているので，「ファブリ｜ペローモデル」

のように2分割し2語として扱った。アクセント型としては「ファブリ」

の頭高型，「ペローモデル」の中高型の2種類，また，長音拍があるリズ

ムパターンの定着を図った。長音拍は「ペロモデル」のように脱落する傾

向が見られたため，長音を誘導する身振りを用い指導した。

○23 接合結果（せつごうけっか）

意味的には「セツゴー｜ケッカ」のように2分割されるが，複合語にな

るので1語として扱い，後ろから2拍目で下がる中高型アクセント，長音

拍，促音拍を含むリズムパターンの練習で定着を図った。特に問題は見ら

れなかった。

以上，23語の発音指導を行った。漢字で構成された専門用語は漢字音か

らの類推もあり，正しい発音が比較的容易に定着したが，拍数が多く，漢

字，数字，カタカナの混在する言葉の発音を定着させるには時間を要した。

全体的に見ると，前期で行った発音指導・矯正が，後期の専門用語の発音

指導にかなり有効に働いたと実感している。最後は，被験者が論文発表で

使用する論文のレジュメ全文を読む練習を行い，今回の指導は終了した。
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4．最後に

以上，前期はプロソディを中心とした発音指導・矯正について，後期は

工学系専門用語の発音指導・矯正について述べた。これら一連の指導過程

において，どの音声要素に問題が多く見られ，またそれに対してどのよう

な発音指導・矯正をしたのかについて，再度考察してみる。また，リズム

単位の捉え方，設定方法についても私見を述べることにする。

1． 被験者の発音で特に目立つ誤りは，促音拍，長音拍の脱落，撥音の

拍としての長さが短くなる，無声子音／有声子音の弁別が上手く出来

ない，母音の無声化が起きない，中高型アクセント，山型イントネー

ションの生成が難しい，といった点である。これは中国語を母語とす

る日本語学習者によく見られる誤りの傾向で，中国語の母語干渉が大

きく影響しているからである。特に，拍数が長く，漢字，カタカナ，

数字が混在する専門用語では，発音が乱れ，ポーズなしで1語として

言い切るのが容易ではなかった。

音声上の誤りは，個々の誤りが別々に存在するのではなく，それら

が有機的に影響し合い全体構造的に誤りの特徴を際立たせていると考

えられる。

2． 特殊拍が2つ以上含まれる語に音声上の誤りが増える傾向が見られ

た。特に種類の異なる拍が混在すると誤りが増える傾向にある。これ

は，リズム構造が複雑になり，リズムバランスを取るためのサーボ機

構が上手く働かなかったからだと思われる。

3． わらべうたのリズムパターンは，「タタッタ」（「こまった」など）

を連続させるより，「タタッタタ＃」（例「こまったな＃」）のように

休止を入れた方が早く習得された。これは，休止を置くことにより，

リズムパターンの記憶が迅速に行われるからである。
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中野（2014）も指摘しているように，語頭は緊張度が高いため，緊

張度の高い促音は発音しやすい。また，2モーラ1フットの考え方か

ら分析すると，「タ｜タッ｜タ」は1拍・2拍・1拍であるが，「タッ

｜タタ」は2拍・2拍となり，リズムバランスが安定していて習得し

やすいからだと思われる。

4． 難しいリズムパターンも振動器の利用により，劇的に改善されるこ

とがある。・聴かせ方・を変える「わらべうた」や「SUVAG機器」

だけでなく，聴覚以外の感覚（振動感覚）を利用することの有効性が

示唆された。音声は音波，すなわち振動である。身体は音声を振動と

して知覚するという事実を考えれば，音声を身体に直接伝達するとい

うのは理にかなっている。

5． 今回指導した被験者は，発音矯正に対してモチベーションが高く，

身振りを用いた指導に問題なくついてきてくれた。自由発話において

学習項目が完全に定着したわけではないが，自己モニター，フィード

バックをする習慣が養われた。発音指導・矯正における教師の役割は，

学習者の自己モニター，フィードバック，自己矯正の能力をいかに養っ

ていくかであろう。

6． 筆者は，リズムの単位をどこまで細分化すべきなのか，また，ある

音連続においてリズムをどこで区切るのかと言った問題は，話し手の

話速と密接な関係があると考えている。意味的切れ目，場合によって

は文法的切れ目が，リズムグループの切れ目になるとは限らないとい

うことを，今回の指導・矯正を通して実感した。恐らく，リズムグルー

プにおいて，リズム単位をバランスよく配分させてリズム構造をまと

めていこうとする機能が働くからだと思われる。リズム構造をまとめ

ようとする言語感覚は，2足歩行，心臓の鼓動など人間本来の生理的

リズム感覚に起因しているのではないだろうか。フットと捉えるのか，

または，より大きな単位のリズムグループを設定し，発音指導・矯正
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に役立ていくのかを今後の研究課題としたい。

発音指導・矯正は，単音，単語といった短い音連続から始める傾向にな

りがちである。特に，工学系専門用語には音韻構造の複雑なものが多いた

め，単音，単語に指導が偏りやすい。しかし，どのような分野においても，

まず，優先させなければならない音声要素は，リズム，イントネーション

といったプロソディである。すなわち，言語の「～語らしさ」を担うのは

プロソディだからである。この点を考慮して，今回の一連の発音指導では，

プロソディの基本的な指導から始め，次に工学系専門用語の指導に移ると

いう手順を踏んだ。

即効性のある発音指導・矯正を教育現場に取り入れていくのは重要な課

題であり，日本語教師がその効果を享受するには，豊富な教授経験と長け

た技術力が必要とされる。教育現場における発音指導は，限られた時間内

で効果をあげなければ意味をなさない。そこで，音声指導に特化した教師

養成カリキュラムの作成，また，短期養成であってもそこで得た知識や指

導スキルを，すみやかに教育現場に応用できるような実践的マニュアルの，

そして，学習者が効率的に自宅学習できる教材の開発が急がれるところで

ある。

（1） フット：2モーラ（拍）を1つにまとめてリズムの単位とする考え方。

（2） リズムグループ：句や文のような意味的なまとまりをもった音節の集まり

を指すが，本稿では，意味的なまとまりだけでなく，いくつかの拍が一つの

まとまりとなり，そこに切れ目を感じるものを指す。また，必ずしも意味の

切れ目とは限らないとする。

（3） VT法：言調聴覚論（VerbotonalSystem）の原理を応用して考案された

音声指導・矯正法で，主に外国語教育，聴覚言語障害者教育の分野で実践さ

れている。

（4） わらべうたリズム：言葉の記憶にリズムが関与するという考えに基づき作

られたVT法の音声指導技術。本来の伝承わらべうたを活用したもの，伝
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承わらべうたでは補いきれない要素を考慮して創作したものとがある。

（5） 振動器：音声は振動であり，身体は音声を振動として知覚するという事実

に基づき制作された機器で，電気信号を機械的な振動に変換して，手の平，

肘，耳の後ろにある乳様突起などを通して音声を体感させるものである。も

ともと聴覚障害者用に開発された機器であるが，健常者の外国語教育にも応

用されている。

（6） 身体リズム運動：言語の音声的要素と身体の動きの要素とを関連付けて作

られた運動。身体を広義の調音器官・聴覚器官と捉え，体（手，腕など）を

動かせば局所の動きが誘導されるとする考えに基づいている。

（7） SUVAG機器：言調聴覚論の原理に基づき制作された電子フィルターか

ら成る音声聴取訓練機器で，各音の最適周波数の割り出しや検査が可能な帯

域フィルターで構成されている。

（8） 使用した撥音のわらべうた：

○えんえん 続くよ えんえんと でんえん 風景 えんえんと。

○ラーメン たんめん たんたんめん，
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どんぶり 頼もう てんしんどん，

ぜんぶで おいくら さんぜんえん，

お腹も まんぷく 来々軒。

（9） 無声子音／有声子音のわらべうた：

とんとん 戸口で とんとんと，誰かが 叩くよ とんとんと，

そのうち どんどん どんどんと，どんどん 叩くの どちら様？

私だ 母さん 開けてくれ，父さん 飲み過ぎ 午前様，

ベッドに 大の字 ばったんきゅう，グーグー グーグー 夢心地。

（10） サーボ機構：「制御の対象の状態を測定し，基準値と比較して，自動的に

修正制御する機構」と定義（大辞林第3版）付けられているが，ここでは脳

がリズム構造を正しく制御させようと働く仕組みのこと。

赤木浩文，古市由美子（2010）『毎日練習！リズムで身につく日本語の発音』ス

リーエーネットワーク

石川圭一（2005）『ことばと心理 言語の認知メカニズムを探る 』くろし

お出版

NHK放送文化研究所（2000）『NHK日本語アクセント辞典』
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1.OBJETIVO

Ennuestrotrabajo（Koike2001:46,54�55）hemosincluidoenlas

colocacionesl�exicasdelespa�nollascolocacionesformadasporun

verboyunadjetivo（colocacionesverboadjetivales）.

Entendemosporcolocacionesverboadjetivalesaquellascombina-

―61―

�論 文〉

REFLEXIONESSOBRELAS

COLOCACIONES

VERBOADJETIVALES・

KOIKEKazumi

RESUMEN

Elpresentetrabajotieneporobjetivoanalizarlascaracter�sticas

sint�acticasysem�anticasdeaquellascombinacionesfrecuentesformadas

porunverboyunadjetivo（p.ej.,salirindemne,pasarinadvertido）.Dadoel

v�nculol�exicoqueseestableceentreamboselementos,creemosqueestas

combinaciones,aunquenosetratadelast�picascolocaciones,podr�an

formarunaclasem�asdecolocacionesl�exicasdelespa�nol（colocaciones

verboadjetivales）.

Palabrasclave:colocacionesl�exicas,verbosdeapoyo,atributos

・AgradezcomuysinceramentealProf.MarioGarc�a�PageS�anchezsu

amabilidaddeleerelborradordelpresentetrabajoyhacermellegarsus

valiosasobservaciones,aunquemepertenecenenexclusivatodoslos

erroreseimprecisionesquepuedahaberen�el.



cionesformadasporunverboyunadjetivoounparticipioque

presentanlascaracter�sticasformalesysem�anticasse�naladasen

Koike（2001:25�29）:lacoocurrenciafrecuentededosunidadesl�exicas,

lasrestriccionescombinatoriasimpuestasporelusotradicional,la

composicionalidadformal,elv�nculodedoslexemas,laprecisi�onse-

m�anticadelacombinaci�on,etc.

Estascombinacioneshansidotratadasdesdeotroenfoque,en

especial,desdeelsint�actico（verbossemicopulativosqueaparecen

conunatributo）1,peronohansidoestudiadasenvirtuddelv�nculo

l�exicoqueseestableceentreamboselementos.

Aunquenoeselevadoeln�umerodecolocacionesdeltipoV＋A,

encomparaci�on,porejemplo,conlascolocacionesverbonominales,es

comprobablequeciertosadjetivostiendenaaparecerconunn�umero

determinadodeverbos;as�,porejemplo,eladjetivoindemne2suele

combinarseconsalir,einadvertido,conpasar3:

� Esla�ultimapruebadequelaMonarqu�abrit�anicanoha

salidoindemnedesusesc�andalos（CREA）.

� Legustapasarinadvertidoentrelagenteperocuandoquiere

hacersenotarsepreocupadeconseguirlo（CREA）.

Ennuestraopini�on,estascombinacionesfrecuentesdeverboy

adjetivoconstituyenunaclasedecolocacionesl�exicas.Elpresente

trabajoest�adestinadoalan�alisisdesuscaracter�sticassint�acticasy
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1 Labibliograf�asobreverbossemicopulativosesabundante.Pueden

citarse,entreotros,Fente（1970）,Lorenzo（1970）,Guti�errezOrd�o�nez

（1986）,PorrocheBallesteros（1988）,AlbadeDiegoy Lunell（1988）,

MorimotoyPav�onLucero（2007）.

2 EladjetivoindemneapareceseisvecesenelDP:tresparaladefinici�onde

otrasunidadesl�exicasofraseol�ogicasytresenlailustraci�ondeejemplos.

Entodosloscasossecolocaconelverbosalir.

3 ElCREA recoge490ejemplosde・inadvertido・;en447deelloseste

adjetivoaparececonelverbopasar.



sem�anticas.

2.ELCORPUS

Elcorpusconelqueseharealizadoelpresenteestudioseha

confeccionadoapartirdelosdatosrecogidosen elDiccionario

combinatoriopr�acticodelespa�nolcontempor�aneo（DCPEC,enadelante）

dirigidoporIgnacioBosque（2006）,elcualproporcionacombina-

cionesfrecuentesdepalabras.Sehanrecogidounas3400combina-

cionesformadasporunverboyunadjetivo4.

Dadasualtafrecuencia,resultasumamentedif�cildeterminarla

restricci�onl�exicaqueimponenlosverboscopulativosseryestar,por

loquequedanexcluidasdenuestroan�alisislascombinacionesde

estosverbosconadjetivos.

OtrotrabajodelquenoshemosservidoeslaNuevagram�aticade

lalenguaespa�nola（NGLE,enadelante）,publicadaen2009.Estaobra

analiza losrasgossem�anticosdelosatributos（principalmente,

adjetivos）queseconstruyenconverbossemicopulativos（2835�2864,

§38.1�§38.5）.

3.ADJETIVOSYVERBOSENLASCOLOCACIONES

.VERBOADJETIVALES

3.1.Clasedeadjetivos

Son adjetivoscalificativoslosqueconstituyen colocaciones

verboadjetivales,mientrasquelosadjetivosderelaci�ondif�cilmente

conformancolocacionesdeltipoV＋A.Adem�asdelosadjetivos,hay

REFLEXIONESSOBRELASCOLOCACIONESVERBOADJETIVALES（KOIKE） ―63―

4 Seg�un nuestrocorpus,unos190verbospueden construirsecon los

adjetivosrecogidos（950entotal）.Naturalmentenotodaslascombi-

nacionesdeestosverbosconunadjetivopuedenconsiderarsecomo

colocaciones.Enrealidadsonpocaslascombinacionesdeunverboconun

adjetivoquepresentanrestriccionesl�exicaspropiasdelascolocaciones.



participiosqueintervienenenlaformaci�ondeestaclasedecoloca-

ciones,comoeselcasodeabsueltoensalirabsuelto.

Enelaspectomorfol�ogicopuedese�nalarsequealgunosadjetivos

conprefijonegativotiendenacombinarsecondeterminadosverbos.

As�,desapercibidoeinadvertidosuelen combinarsecon pasar,e

imp�avidoeimpert�errito,conpermanecer.

� Susonrisapas�odesapercibida（DS,s.v.desapercibido）.

� No podemos permanecer imp�avidos ante las injusticias

（DCPEC,s.v.imp�avido）.

� Permaneci�oimpert�erritocuandooy�olatr�agicanoticia（DP,s.

v.impert�errito）.

Eladjetivoenlascolocacionesverboadjetivalescumplelafun-

ci�on de atributo cuando elverbo essemicopulativo,y la de

complementopredicativocuandoelverboseusacomopleno.As�,en

salirabsueltoeladjetivoabsueltofuncionacomoatributo,mientras

queensalirdisparadoeladjetivodisparadocumplelafunci�onde

complementopredicativo:

� Losacusadossalieronabsueltosporfaltadepruebas（DCPEC,

s.v.absuelto）.

� Cuando ledijeron quelehab�atocado laloter�asali�o

disparado（DS,s.v.disparado）.

Eladjetivoconcuerdaeng�eneroyn�umeroconelsujetooconel

complementodirectocuandoelverboestransitivo.

� Sietepersonasmurieron,dosm�asresultaronheridasyotras

cuatro（personas）salieronilesas,seg�unelcomunicado［...］

（CREA）
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3.2.Funci�onsint�acticadeladjetivo



� Estasituaci�onpareceestarforzandoaWashingtonaadoptar

unadiplomaciade・respuestagradual・,quecomenzar�apor

hacerefectivasnuevassancionescontraIrak［...］（CREA）

3.3.Clasesdeverbos

Eln�umerodeverbosqueformancolocacionesverboadjetivaleses

reducido,puestoquesonpocoslosverbosquepuedencolocarsecon

adjetivos,frentealelevado n�umero deverbostransitivosque

constituyencolocacionesverbonominalesdeltipoV＋NCD.

Losprincipalesverbosqueseconstruyenconadjetivosyseusan

en las colocaciones verboadjetivales son los llamados verbos

semicopulativosopseudocopulativos（NGLE:2778,§37.1n）,tales

comohacerse,ponerse,quedarse,volverse,salir,andar,permanecer,

seguir,mostrarse,pasar,etc.Usadoscomosemicopulativos,estos

verbostiendenacombinarseconunn�umeromuydeterminadode

adjetivos.As�,elverbopasar,usadocomosemicopulativo,presenta

ciertarestricci�onl�exicaporque・seconstruyeconatributosque

denotanausenciadeatenci�onofaltaderepercusi�onodealcancede

algunacosa・（NGLE:2862,§38.5s）.Esteverbo,comosehavistoen

（2）y（3）,secombinapreferentementeconadjetivoscomodesaper-

cibidooinadvertido.En funci�on delossignificadosquepueden

denotar,losverbossemicopulativospuedenclasificarseenverbosde

cambio,verbosdepermanencia,persistenciaocontinuidad,overbos

demanifestaci�onopresencia（NGLE:2838,§38.1h）5.

REFLEXIONESSOBRELASCOLOCACIONESVERBOADJETIVALES（KOIKE） ―65―

5 LosejemploscitadosenlaNGLE（2009:2838,§38.1h）sonlossiguientes:

1．Cambio:devenirunhecho,hacerserico,ponerseenfermas,quedarse

perplejo,salirherido,volversetaciturna.

2．Permanencia,persistenciaocontinuidad:andarpreocupado,continuar

graves,permanecercalladas,seguirvivo.

3．Manifestaci�onopresencia:aparecercubierto,encontrarseenforma,

hallarse indispuesta, lucir linda, mostrarse de acuerdo, pasar

inadvertidos,presentarsefavorables,revelarseinsuficiente,versehorrible.



Adem�asde dichosverbossemicopulativos,existe un reducido

n�umerodeverbosplenosqueaparecenencolocacionesverboad-

jetivales,comoeselcasodelevantarseoerguir（se）enhiesto.

Esgraduallacohesi�onsem�anticaentreelverboyeladjetivode

lascolocacionesquenosocupan,comosucedeconotrostiposde

colocaciones（Koike2001:175）.Frentealosadjetivosquesecombinan

conunpardeverbos,comoeselcasodeinadvertido,quesuele

construirseconpasaropermanecer,hayotrosquepuedencombinarse

conm�asdedosverbos.As�,eladjetivoat�onitopuedecolocarse,entre

otros,conquedar（se）,dejar,observar,mirar,contemplar,asistir（a）,etc.

（NGLE:2884,§38.8n;DCPEC,s.v.at�onito）.

Enlascolocacionesverboadjetivales,eseladjetivoelqueeligeel

verbo,ynoalrev�es,demaneraquenosepuedesustituirelverbopor

otrosinquesepierdaelsignificadodelacolocaci�on.Porejemplo,el

adjetivop�ublicosolopuedeformarunacolocaci�onencombinaci�on

conhacer,peronoconponer:hacer/・ponerp�ublico.

Algunos adjetivos polis�emicos pueden formar colocaciones

verboadjetivalesdistintasseg�unelsignificadoqueexprese.As�,el

adjetivoabsortosecombinaconpermanecercuandosignifica・atento・,

peroconquedarsecuandosignifica・muyadmiradoomuyasom-

brado・:

� Permanecehorasenterasabsorto（・atento・）enlacontempla-

ci�ondelpaisaje（DS,s.v.absorto）.

� Elguardia se qued�o absorto（・muy admirado o muy

asombrado・）anteunespect�aculotandesagradable（DS,s.v.

absorto）.

Algoparecidosucedecondesapercibido,quesecolocaconpasar

cuandosignifica・noapercibido・（pasardesapercibido）,peroconcoger
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3.4.Cohesi�onsem�anticaentreverboyadjetivo



cuandosignifica・desprevenido・（cogerdesapercibidoaalguien）:

� Susonrisapas�odesapercibida（DS,s.v.desapercibido）.

� Sullegadanoscogi�odesapercibidos（DS,s.v.desapercibido）.

4.TIPOSDELASCOLOCACIONESVERBOADJETIVALES

Alatenderasusignificadol�exico,elverbopuedefuncionarcon

significadol�exicopleno（verbopleno）oconvalordeslexicalizado

（verbosemicopulativoodeapoyo）.

Lascolocacionesverboadjetivalessedividenendosgrupos:el

primergrupoloconstituyenaquellascombinacionesdeunverbode

apoyocon un adjetivo（funcionan comopredicadoscomplejos）,

formanelsegundogrupolascombinacionesdeunverboplenoconun

adjetivoconfunci�ondecomplementopredicativo.A lascombi-

nacionesdelprimergrupolasllamaremoscolocacionesfuncionales,y

alasdelsegundo,colocacionesconverbopleno.

4.1.Colocacionesfuncionales

Son colocaciones funcionales las formadas por un verbo

semicopulativoyunadjetivo,puestoqueconstituyenunpredicado

complejo.Enestascolocacioneselverbonoconservasusignificado

originario,funcionandocomounverbosemicopulativo（odeapoyo）.

Sueleexistirunverbosimpleconsignificadosimilaraldela

colocaci�on,sibiennotodaspuedenparafrasearseporunverbosimple

equivalente.Porejemplo,caeroponerseenfermotieneunverbodela

mismabasel�exica（enfermar）,peronoocurrelomismoconsalirileso.

Entrelascolocacionesquetienenuncontrapartel�exicofigurancaer/

ponerseenfermo（＝enfermar）,salirtriunfante（＝triunfar）,andar

ajetreado（＝ajetrearse）,quedar（se）viudo（＝enviudar）,andarliado

（＝liarse）,etc.,yentrelasquenolotienenpuedencitarseexpresiones

comopasarinadvertido,salirmalparado,salir/resultarileso（de）,salir/
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quedarinc�olume（de）,salirintacto（de）,salirairoso,resultar/salir

redondo（elnegocio）,etc.

Otracaracter�sticaimportanteesqueelpesosem�antico（lexema

principal）deestaconstrucci�onest�aeneladjetivo,elcualelige,asu

vez,elsujeto,elcomplementoy,silaconstrucci�onestransitiva,elCD,

mientrasqueelverboseencargadelainformaci�onmorfol�ogica（per-

sona,n�umero,tiempo,modo,etc.）yest�ainhabilitadoparaseleccionar

susargumentos.As�,enlasecuenciasalirinc�olumede（14）elelemento

queseleccionasusargumentos（elsujetoyelcomplemento）noes

salir,sinoeladjetivoinc�olume:

� Afortunadamente, los viajeros salieron inc�olumes del

accidente（DD,s.v.inc�olume）.

Tantolosverbosintransitivoscomolostransitivosolospronomi-

nalespuedenconformarcolocacionesfuncionalesverboadjetivales.

Acontinuaci�onsemuestranlosprincipalesverbosqueforman

estetipodecolocacionesylosadjetivosquesecombinanconellos.

a） converbointransitivo

salir

Elverbosalirpuedeindicarensuusosemicopulativo・cambiode

estado・o・experimentaci�on,manifestaci�onoconstataci�on・（NGLE:

2846,§38.3d.）6.Esteverbosueleusarseconadjetivosyparticipiosque

expresanda�nooperjuicio（afectado,da�nado,malparado）obeneficio,

mejoraoausenciadeda�no（airoso,ileso,inc�olume）（NGLE:2847,§38.

3d）.ElDCPEC registra 44adjetivosy participiosquepueden
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6 Morimoto y Pav�on Lucero（2007:26） dividen losverbospseudo-

copulativosaspectualesendosgrupos:los・eventivos・ylos・estativos'.

Pertenecenalprimergrupoverboscomoacabar,caer,hacerse,ponerse,

resultar,salirovolverse,yalsegundo,andar,conservarse,continuar,

encontrarse,hallarse,ir,mantenerse,permanecer,etc.



combinarseconsalir,deloscualeslossiguientespodr�anconformar

colocacionescondichoverbo:

absuelto,afectado,airoso,chamuscado,da�nado,galardonado,herido,

ileso,inc�olume,indemne,intacto,malparado,perjudicado,etc.

resultar

Elverboresultaresunverboquepuedecombinarseconun

elevadon�umerodeadjetivosyparticipios
7,raz�onquedeterminaque

sean realmente pocos los adjetivos que forman colocaciones

verboadjetivalescondichoverbo.Entrelosprincipalescandidatos

est�anlosadjetivosileso,hirienteychocante.

� Result�oilesoenlapelea（DS,s.v.ileso）.

� Aunque resultehirientepara la diplomacia europea,la

sentenciasecorrespondeconlarealidad（CREA）.

� Resultachocantequelosdoshayanaparecidojuntos（DCPEC,

s.v.chocante）.

Elrasgo m�asdestacado delverbo resultaressu uso con

participios.Seg�unlaNGLE（2851:§38.3p,§38.3q）,losparticipios

m�asproclivesacombinarseconresultarderivanbiendeverbosde

cambiodeestado（abaratado,activado,ampliado,atenuado,cambiado,

etc.）,biendeverbosquedenotanalteracionesrelativasalasalud

（contagiado,contaminado,herido,etc.）,olaconsecuenciadeacciones

hostilescontralaspersonasolascosas（anegado,aplastado,apu�nalado,

arrasado,etc.）.

pemanecer

Elverbopermanecerseutilizam�ascomoverbosemicopulativode
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permanenciaquecomoverbopleno（NGLE:2858,§38.5j）.Aunque

resultadif�cilcomprobarunposiblev�nculol�exicoentreesteverboy

adjetivoscombinablescon�el
8,parecequealgunos,comoimp�avido,

impasible,impert�errito,incomunicado
9,etc.,tiendenacolocarsecon

permanecer:

� No podemos permanecer imp�avidos ante las injusticias

（DCPEC,s.v.imp�avido）.

� Permaneci�oimpert�erritomientrasle�alacarta（DS,s.v.imper-

t�errito）.

� Aqu�,porelcontrario,despu�esdeunahuelgageneral

secundadadeformamasiva,elEjecutivopermaneceimpasible

（CREA）.

� ElpresuntomilitantedeIparretarrakpermaneceincomuni-

cadoenlocalesdelapolic�adeDax（CREA）.

andar

Nosonmuchoslosadjetivosquesecombinanconelverbo

andar10.Seg�unlaNGLE（2856,§38.5c）,losadjetivosoparticipiosque

eligenelverboandarsecaracterizanporaludiratareasuocupaciones

（enredado,metidoenalgo,ocupado,liado）oporexpresarcarencia,

ausenciaoerror（equivocado,despistado,falto,perdido,descaminado）o

diversosestadostransitoriosf�sicos（achacoso,d�ebil,delicado）ops�-

quicos（ansioso,enamorado,loco）quesesuelenconsiderarirregulares

enlosindividuos.Creemosquelosqueest�anrecogidostantoenel

DCPECcomoenlaNGLE（metidoenalgo,equivocado,despistado,

descaminado,enamorado）constituyencolocacionesconandar:
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8 ElDCPECregistra75adjetivoscombinablesconpermanecer（38enla

entradadepermanecery37enotrasentradas）.

9 Cabese�nalarquealgunosadjetivoscon prefijo negativo muestran

preferenciaporpermanecer.

10 ElDCPECrecoge36adjetivosquesecolocanconandar.



� Hoy Miquelanda metidoen negociosderadio y muy

tranquilo（CREA）.

� Elmuchachoandaunpocodespistadodesdequedej�oel

colegio（DCPEC,s.v.andar）.

� Noandabamuydescaminadoalafirmarquelacrisisestaba

remitiendo（DCPEC,s.v.descaminado）11.

� Ahoradicequeandaenamoradadeunactor（DCPEC,s.v.

enamorado）.

caer

Dadoqueelverbocaer・secombinaconunpeque�non�umerode

atributos,casisiempre denotadores de estados carenciales y

resultadosnegativosodesfavorablesparaelsujeto・（NGLE:2846,§

38.3a）,pareceestablecerunv�nculol�exicocondeterminadosadjetivos

oparticipios.Entrelasposiblescolocacionesconcaerconadjetivos,

cabr�acitarcaerenfermo/herido/muerto/preso/prisionero:

� Cay�oenfermaenelviaje（DS,s.v.enfermo）.

pasar

Elverbopasar,comosemicopulativo,secombinaconinadvertido

ydesapercibido.Estosdosadjetivosmuestranunamarcadapreferen-

ciaporpasar,aunqueelDCPECindicaotrasposibilidadescombi-

natorias（resultar/permanecerinadvertidoypermanecerdesapercibido）.

quedar（se）

Aunquequedar（se）espropiamenteunverbodecambiodeestado,
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nado:Anduvimosmuchotiempo・descaminados・hastaqueencontramosel

senderoquenosllev�oalacarretera（DS,s.v.descaminado）.ElCREA

recoge44ejemplosde・descaminado・,en20deloscualesesteadjetivose

combinaconandar.



puedeusarsecomoverbodepermanenciaseg�unelcontextoyel

adjetivoconelquesecombina（MorimotoyPav�onLucero2007:26;

NGLE:2842:§38.2j）.Comoverbodecambiodeestadosecombina,

entreotros,conlosadjetivosquesiguen:

Estadoscarencialesop�erdidadealgo:calvo,ciego,cojo,hu�erfano,

mudo,paral�tico,solo,soltero,sordo,vac�o,viudo

Losadjetivosquedesignanausenciadeacci�on,comoquieto,r�gido,

inm�ovil,cortado,tieso,seempleancasisiempreconquedarse（NGLE:

2842�2843,§38.2k）.Encambio,losadjetivosquedenotandiversos

estadosan�micostransitorioscomoabsorto,at�onito,boquiabierto,

estupefacto,fr�o,patidifuso,perplejo,preocupado,sorprendido,etc.

puedencombinarseconquedaroquedarse（NGLE:2843:§38.2m）.

b） converbopronominal

hacerse

Elverbo hacersepuedeaparecercon un buen n�umero de

adjetivos12,porloqueresultadif�cilhablardeunv�nculol�exicoentre

hacerseyunadjetivo.Peros�puedehacerlodelosrasgossem�anticos

delatributocompatibleconesteverbo.LaNGLE（2838�2839,§38.2b�

c）se�nalaque・seempleahacersecomoverbosemicopulativoconlos

predicadosqueexpresancualidadesestablesocaracterizadorasde

personasocosas・.Lascombinacionesdelverbohacerseconadjetivos

comofamoso,c�elebre,necesario,dif�cilof�acilpodr�anconsiderarse

colocacionesfuncionales13:
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12 Seg�unnuestrocorpus,hacersepuedecombinarsecon126adjetivos.

13 Elverbohacersepuedeintroducirtambi�enelsustantivorealidadconel

mismosignificado（・convertirseen・）:［...］porelcualsefomentar�ala

construcci�ondeviviendassocialesyen2012sehar�arealidadqueel

derechoaunacasaseaexigibleantelostribunalesdelpa�s（ElPa�s,

07/01/2007）.



� Con20a�nos,JudithMasc�osehizofamosalaprimaverapasada

porserportadadeSportsIllustrated（CREA）.

� Muchasfrasesdichasenunmomentooportunosehanhecho

c�elebresalolargodelahistoria（DP,s.v.c�elebre）.

Elverbotransitivohacerformacolocacionesfuncionalescon

adjetivoscomoefectivo,extensivo,factible,expl�cito,patente,p�ublico,

etc.:

� Laaerol�neaSpanair,quepresideGonzaloPascual,hizo

efectivaayersuentradaenlaalianzacomercialStarAlliance,

formada,entreotras,porlascompa�n�asAirCanada,SASy

Lufthansa（CREA）14.

� Quierohacerextensivamifelicitaci�onalafamiliadelos

novios（DCPEC,s.v.extensivo）.

� Sehanhechopropuestasparahacerexpl�citalaobligaci�on

porpartedelasentidadesoficialesinternasdelosEstados

（CREA）.

Algunascolocacionesconhaceradmitenlatransformaci�onen

pasiva（pasivizaci�on）,comoeselcasodehacerp�ublico:

� Losrequisitosacumplimentarparalarealizaci�ondelos

trasladosfueron hechosp�ublicoshaceunosd�aspordicha

Universidad.

volverse

Aligualquehacerse,elverbovolversepuedecombinarsecon
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efectiva・lacantidaddedosmilpesetas・,importedelamulta（DP,s.v.

efectivo）.



numerososadjetivos15,puestoqueseempleaconadjetivosquese

construyenconser（NGLE:2845,§38.2p）.Noobstante,comohace

notarlaNGLE（2845,§38.2p）,・sonparticularmentefrecuentescon

esteverbolosadjetivosquedenotancambiosnotablesenlaformade

seroactuardelaspersonasodeotrasentidades,seandesigno

negativo―volverse｛desconfiado～feo～tonto｝―opositivo―volverse

｛bueno～considerado～met�odico｝―・.

Consideramos colocaci�on funcional con volverse aquella

combinaci�onquedisponedeunverbosimpledeid�enticoradical:

volverse loco（＝enloquecer）,volverse soberbio（＝ensoberbecerse）,

volversevanidoso（＝envanecerse）,volversevil（＝envilecerse）,volverse

alcoh�olico（＝alcoholizarse）,etc.:

� SedicequeDonQuijotesevolvi�olocoporlasnoveler�asque

ten�aenlacabeza（DS,s.v.noveler�a）.

� A partirdelainstauraci�ondelaalcoholdependenciaes

cuandopuededecirsequeunbebedorsehavueltoalcoh�olico

（CREA）.

ponerse

Elverboponersesueleusarseconlosadjetivos・quedesignan

propiedadesf�sicasdelaspersonasrelativasasu aspectoosu

apariencia（colorado,derecho,elegante,enfermo,guapo,p�alido）,su

estado an�mico（alegre,celoso,serio,triste,taciturno,contento,

nervioso）,sucomportamientoconlosdem�as,conm�asfrecuenciasies

exigenteopococonsiderado（impertinente,insoportable,pesado,severo,

tajante）・（NGLE:2841�2842,§38.2i）.Combinacionescomoponerse

triste（＝entristecerse）,ponerseborracho（＝emborracharse）,ponerse

enfermo（＝enfermar）,ponersep�alido（＝palidecer）,quetienensus

correspondientesverbossimples,ser�ancolocacionesfuncionales:
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15 Seg�unnuestrocorpus,volversepuedecombinarsecon286adjetivos.



� Cuandoelsecretariosepusoenfermo,nombraronaPedro

secretarioenfunciones（DS,s.v.funci�on）.

Elverboponeresvariantecausativanopronominaldeponerse.

Algunascolocacionesfuncionalesconponersuelentenerunverbo

simplemorfol�ogicamenteasociadoquepertenecenalosllamados

・verbosdecambiogradual・o・deconsecuci�ongradual・（NGLE1696,

§23.3j）.As�,alacolocaci�onfuncionalponernervioso（aalguien）

correspondeelverboenervar:

� Nomepongasnerviosa,yatehedichoqueno（DS,s.v.

nervioso）.

mostrarse

Elverbomostrarseadmiteadjetivos・quedenotanactitudfavo-

rable（amable,complaciente,comprensivo,favorable,partidario,sensi-

ble）odesfavorable（distante,fr�o,insensible,vengativo）hacialas

personasolascosas・（NGLE2860:§38.5�n）.Deunos120adjetivos

recogidosennuestrocorpus,formar�ancolocacionesconmostrarse

adjetivoscomoambicioso,cauteloso,dubitativooreticente:

� Esechicosehamostradosiempremuyambicioso（DCPEC,s.

v.ambicioso）.

� Se mostr�o enormemente cautelosa en sus declaraciones

（DCPEC,s.v.cauteloso）.

� Cuandoleexpusomideseodecelebrarunaentrevistacon

PoncioPilato,Jos�esemostr�odubitativo（CREA）.

� Elministrosemostr�oreticenteanuestraspeticiones（DS.s.v.

reticente）.

c） converbotransitivo

Siseexcluyenlosverboshacer,poneryvolver,queseusanen
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formapronominal,pocosverbostransitivospareceninterveniren

estetipodecolocaciones.

Las colocaciones con verbo transitivo constituyen verbos

complejosenlosqueeladjetivoserefiereaunSNenfunci�ondeCD

ajenoalacolocaci�on.

dejar

Elverbodejarconformacolocacionesfuncionalescon valor

causativoalcombinarseconadjetivoscomomalparado,maltrecho,

claroyvacante:

� Cuandoerancasilasdosdelamadrugada（horaespa�nola）

unafuerteexplosi�ondej�omalparadoeledificio,ubicadoenel

barriodeFinchley（CREA）.

� Losazotesdeltemporaldejaronmaltrechoelcascodelbuque

（DP,s.v.azote）.

� Ellahadejadoclaroquenopiensaparticiparenesenegocio

（DS,s.v.claro）.

� Newtonocup�olaplazaquehab�adejadovacantesuprofesor

favorito,elagudoytormentosomatem�aticoIsaacBarrow［...］

（CREA）

LaNGLE（2853,§38.4f.）se�nalaque・elverbosemicopulativo

quedar（se）parececomportarsecomolavarianteintransitivade

dejar・:

� Elaccidentelodej�ociego（NGLE:2853,§38.4f.）.

� （Se）qued�ociegoporelaccidente（Id.）.

llevar

LaNGLE（2221,§28.16r）hacenotarque・seempleallevarcon

participiosdeverbostransitivoso pronominalesqueexpresan
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contactoovinculaci�on・ycitaparticipioscomoasociado,emparejado,

unidoyaparejado:

� Eltemallevaasociadaciertacomplejidad（ejemplocitadoen

laNGLE）.

� Esadecisi�onllevaaparejadasconsecuenciasmuydesagra-

dables（DS,s.v.aparejado）16.

coger/pillar

Losverboscogerypillartiendenacombinarseconelparticipio

desprevenido.

� Lainsurrecci�onseprodujodurantelanocheycogi�odespre-

venidosalosdirigentesgubernamentales（DP,s.v.insurrecci�on）.

� Lallegadadesuspadreslohapilladodesprevenido,jugandoy

sinestudiar（DS,s.v.desprevenido）17.

4.2.Colocacionesconverbopleno

En lascolocacionescon verbopleno,elverboconservasu

significadol�exicoyeladjetivofuncionacomocomplementopre-

dicativoorientadoalsujetooalCD.

Encomparaci�onconlascolocacionesfuncionales,pareceserinfe-

rioreln�umerodecolocacionesquepuedeformarunverboplenocon

unadjetivo.

LaNGLE（2884,§38.8n）se�nalaqueciertosadjetivosquefun-

cionancomocomplementopredicativoest�anrestringidosalosverbos

quedenotandeterminadosrasgossem�anticos.Dadaslasrestricciones
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aparejadaunagranalegr�a（DS,s.v.aparejado）.

17 ElDSregistraestascolocacionescomolocucionesverbales,juntocon

cogeropillardenuevas.



sem�anticas que imponen alverbo,estos adjetivos constituyen

colocacionesverboadjetivalesen lasque elverbo conserva su

significadol�exico.LascombinacionescitadasenlaNGLEquepodr�an

incluirseenestaclasedecolocacionessonlassiguientes:

alquilar,comprar,vender,conseguir,obtener―caro,barato

contemplar,mirar,observar,asistir（a）,presenciar― at�onito,

pasmado,perplejo

aguantar,resistir,soportar,sufrir―imp�avido

llegar―exhausto

escapar,huir,salir―despavorido

Aestascombinacionespuedena�nadirselasquesiguen:

acudir,atender,ayudar―sol�cito

ceder,colaborar,cumplir,prestarse（a）,responder（a）―gustoso

levantar（se）,crecer―enhiesto

llegar―puntual

salir―escopetado,disparado

sonar―disparatado

vagar,caminar―errante

yacer―muerto,inerte

V�eansealgunosejemplosenlosqueaparecendichascombinaciones:

� Lamadreacudesol�citacuandoloshijoslallaman（DCPEC,s.

v.sol�cito）.

� Respondi�ogustosaasupropuesta（DCPEC,s.v.responder）.

� La torre selevantaba enhiesta y majestuosa（DS,s.v.

enhiesto）.

� Un�arbolcrec�aenhiestoenmediodeljard�n（DCPEC,s.v.

enhiesto）.
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� Eltren,comosiempre,llegabapuntual（DCPEC,s.v.puntual）.

� Sali�oescopetadohacialaoficinaporqueten�aunareuni�on

（DS,s.v.escopetado）.

� Sali�odisparadoafelicitarla（DCPEC,s.v.disparado）.

� Aunqueahora suenedisparatada,esuna idea bastante

interesante（DCPEC,s.v.disparatado）.

� Vag�oerranteporlaciudaddurantehoras（DCPEC,s.v.

errante）.

� Cuandolleg�olaPolic�a,elcuerpodelav�ctimayac�ainerteen

elsuelo（DCPEC,s.v.yacer）.

Entrelosverbosconusosemicopulativo,loshayquepueden

establecerunv�nculol�exicocuandoseempleancomoverbosplenos

condeterminadosadjetivosoparticipios.Taleselcasodelverbocaer,

que,usadocomoverbopleno,secombinaconfulminado,exhausto,

desfallecido,malherido,etc.（NGLE2836:§38.1d）.

Unmismoadjetivopuedeaparecertantoenunacolocaci�on

funcionalcomoenotraconverbopleno;as�,porejemplo,eladjetivo

perplejo,combinadoconquedarseformaunacolocaci�onfuncional

（quedarseperplejo）,y,combinadoconmirar,unacolocaci�onconverbo

pleno（mirarperplejo）:

� Elentrevistadosequed�operplejoantelapregunta（DCPEC,s.

v.perplejo）.

	 Lacortesanasigui�omir�andolaperpleja,sinsaberqu�eres-

ponder（CREA）.

Algunosverbostransitivoscomoconservarodevolverintroducen

uncomplementopredicativoorientadoalCDdelaoraci�on.Seg�unel

DCPEC,elverboconservarsecombina,entreotros,conadjetivoscomo

puro,nuevo,joven,caliente,limpio,intacto,etc.,ydevolver,conintacto,
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completo,roto,etc.Peroestosverbosnoparecenestablecerv�nculo

l�exicoconlosadjetivoscitados.As�,enConservabafrescalamemoria,

ejemplocitadoenlaNGLE（2880,§38.8b）,creemosqueelv�nculo

l�exiconoest�aentreelverboconservaryeladjetivofresca,sinoentre

elsustantivomemoriayfresca.

Cabese�nalarquehaysustantivosquetiendenaaparecerconun

determinadoverbo.Setratadesecuenciascomofallecer/morirv�ctima

de,ingresarcad�aver:

� El5deagostode1962laactrizfalleci�ov�ctimadeuna

sobredosisdeNembutal（CREA）.

� Unhombrede31a�nosmuri�ov�ctimadeunabrutalpaliza

propinadaporungrupodeagresoresenlamadrugadadel

pasados�abadoalasalidadeunlocalnocturnodeBarcelona

（CREA）.

� Losm�edicosJos�e�AngelRiverayTeresa�Alvarezdeclararon

ayereneljuiciodel・casoCorroto・queJos�eFern�andezCorroto

ingres�ocad�averenelhospitaldeM�ostoles（Madrid）trasun

enfrentamientoconpolic�as,conimpactosdebalaenlacabeza

yelcuello（CREA）.

Estascombinacionesdelverboconunsustantivopresentanlas

caracter�sticassimilaresalasdelascolocacionesconverbopleno,

puestoqueenambascolocacioneselverboconservasusignificado

l�exico（verbopleno）yelsustantivooeladjetivofuncionancomoun

tipodecomplementopredicativo.

5.OBSERVACIONES

Existen parejasdecolocacionesverboadjetivalesquetienen
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formastransitivaeintransitiva.

a） Verbopronominal―Verbotransitivo

Haycolocacionesverboadjetivalesconverbopronominalque

tambi�enpuedenemplearseenformatransitiva.As�,losverbosque

intervienenenlasserieshacersefamoso,ponersenerviosoyvolverse

loco18tienensususostransitivos:

� Elguitarristaabandon�oelgrupoquelehizofamosoenela�no

1977（CREA）.

� Nomepongasnerviosa,yatehedichoqueno（DS,s.v.

nervioso）.

� Tantosa�nosdeenclaustramientolefueronvolviendopaula-

tinamenteloco（DP,s.v.loco）.

b） Construcci�ontransitivaysuvarianteintransitiva

Algunascolocacionesfuncionalescondejartienensusvariantes

intransitivas.As�,lacolocaci�onfuncionaldejarmalparadotienesu

varianteintransitivaconquedarosalir（quedarosalirmalparado）.

Adjetivoscomocesante,malparado,maltrecho,satisfechoovacante

formancolocacionescondejaryquedar,comopuedeobservarseenlos

ejemplossiguientes:

dejarmalparado＞salir/quedar/resultarmalparado

� Aquellaoperaci�ondej�omalparadaalaempresa.

� Laempresaresult�omuymalparadadeaquellaoperaci�on

financiera（DS,s.v.malparado）.

dejarmaltrecho＞quedar/salirmaltrecho

� Elabismoentreescuelaprivadayestataldejamaltrechoel
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sistemaeducativobrit�anico（CREA）.

� Enestecasoesevidentequeelfuturopol�ticodeBenet

quedar�amaltrecho（CREA）.

dejarvacante＞quedarvacante

� Eladi�osdelbrasile�nodejavacantelaplazadedelanteroy...

（CREA）.

� Laplazadedelanteroquedavacanteporeladi�osdelbrasile�no.

Dadoquelacolocaci�onesunv�nculodedoslexemas,esposibleel

cambiodecategor�agramaticalqueafectaaalgunascolocaciones

（Hausmann1979:191,n.9;Koike2001;28）.Enelcasodelascoloca-

cionesverboadjetivales,eslimitadalaposibilidaddeestecambio.Sin

embargo,hayalgunasqueadmitenlanominalizaci�ondeladjetivo

integrantedelacolocaci�on.As�,salirairosotienesuformanominal

salidaairosa,queconforma,asuvez,variascolocacionescomplejasal

combinarseconalgunosverbos（buscar/encontrar/lograr/conseguir

unasalidaairosa）:

� Euskadiacababadeacudiralasurnas,seg�untodoslos

indicioselcomando・Zaharra・tratabadebuscarunasalida

airosaalaoperaci�on...（CREA）.

Lacolocaci�onsalirairosotiene,adem�as,comocorrelatolaestructura

salirairosamente（V＋Adv.）19:

� Mesorprendi�oloairosamentequesali�odeaquelembrollo

（DCPEC,s.v.airosamente）.

―82―

5.2.Cambiosdecategor�agramatical

19 Otrascolocacionescomosalirtriunfanteosalirilesoparecennotolerarel

cambiodecategor�afuncional:・salidatriunfante,・salidailesa.



Elv�nculoquehayentreloslexemasqueconformanlasseries

mirarperplejo,resultarpalpableyquedarimpunesemantieneen

mirada perpleja,resultadospalpablesy quedaren la impunidad,

respectivamente.

6.RESUMEN

Amododeconclusiones,vamosaresumirenelsiguientecuadro

lascaracter�sticassint�acticasy sem�anticasdelascolocaciones

verboadjetivales.

a） Alatenderalsignificadol�exicodelverbo,sedistinguendos

tipos de colocaciones verboadjetivales:las colocaciones

funcionales,enlasqueelverboest�adeslexicalizado,ylas

colocacionesconverbopleno,enlasqueelverboconservasu

significadol�exico.

b） Enlascolocacionesfuncionaleseladjetivoformapartedel

verbocomplejo,porloqueeladjetivonopuedesuprimirse,

mientrasqueenlascolocacionesconverboplenoeladjetivo

funcionacomocomplementopredicativoorientadoalsujetoo

alCD,yenlamayorpartedeloscasossupresencianoes

obligatoria.
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Colocaci�on

funcional

Colocaci�onconverbopleno

a）Verbo Funci�on semicopulativo,

deapoyo

pleno

Significado deslexicalizado consignificadol�exico

b）Adjetivo Funci�on atributo,partedel

verbocomplejo

complementopredicativo

c）Peso

sem�antico

eneladjetivo enelverboyeneladjetivo



c） Enlascolocacionesfuncionaleselpesosem�anticoest�aenel

adjetivo,elcualeligeelverboconelquesecombina,mientras

queen lascolocacionescon verbo pleno mantienen sus

respectivossignificadosl�exicostantoelverbocomoeladjetivo.

Dadasestascircunstancias,creemosque,aunquenosetratade

last�picascolocaciones,podr�anformarunaclasem�asdecolocaciones

l�exicasdelespa�nollascombinacionespreferentesentreverboy

adjetivoquehemosanalizadoenestasp�aginas.
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�論 文〉

国楽改進社幹事社員

その功績と限界

久米井 敦 子

要 旨

中国民族音楽の父として知られる劉天華はその後半生を自ら立ち上げた「国

楽改進社」の活動に費やした。それは「国楽の改進とその普及」を目指した音

楽団体だった。その発起人たちは，ほとんどが北京女子師範大学，北京大学，

北京芸術専科学校で劉天華が教えた若者たちであった。彼らは国楽改進社とど

のように関わったのであろうか。劉天華の急逝によって国楽改進社が事実上消

滅したあと，どのような人生を�ったのだろうか。

本論は国楽改進社の発起人のうち，主に蕭淑嫻，曹安和，程朱渓の3人の人

物を取り上げ，彼らの生平や業績を検証したものである。

蕭淑嫻と曹安和は北京女子師範大学音楽系で劉天華に琵琶を学んだ。卒業後，

蕭淑嫻はブリュッセルへ留学し，中華人民共和国建国まで欧州で過ごし，帰国

後は中央音楽学院複調教研室で西洋の音楽理論に基づいた中国音楽の理論化，

体系化に取り組んだ。曹安和は琵琶の研究家，演奏家として中国民族音楽の発

掘や保存，整理に従事した。程朱渓は北京大学の聴講生として劉天華から二胡

を学び，国楽改進社機関誌である『音楽雑誌』の編集に貢献した。蕭淑嫻と曹

安和は音楽の専門家となり，西洋音楽，中国音楽それぞれの分野で「国楽の改

進と普及」という国楽改進社の目指した音楽事業を実践した。しかし国楽改進

社の幹事社員には程朱渓のような愛好家レベルのアマチュアも多い。そうした

人材の層の薄さは音楽専門団体としての国楽改進社の活動の限界の1つであっ

たと考えられる。

キーワード：国楽改進社，劉天華，蕭淑嫻，曹安和，程朱渓



は じ め に

劉天華（1895�1932）は現在「民族音楽の父」と呼ばれ，中国民族音楽

の近代化と発展に多大な貢献をした人物と位置付けられている。中でも卑

俗な楽器とされていた二胡を芸術の域まで高め，多くの弟子を育成し，現

在の二胡音楽の礎を築いたことが高く評価されている。彼が創作した10

の二胡独奏曲は，そのすべてが名作として現在も多くの演奏家や愛好家に

よって弾き続けられている。

しかし，劉天華は生涯のすべてを二胡芸術に捧げたわけではない。劉天

華の短い人生の後半の音楽事業は自ら立ち上げた「国楽改進社」の活動が

中心であった。二胡芸術への貢献はその事業の一部であったにすぎない。

国楽改進社は「国楽の改進とその普及を模索する」（1）ことを宗旨として

創立された音楽団体であった。劉天華とともに国楽改進社を立ち上げた発

起人たちは，ほとんどが劉天華の若い教え子たちであった。彼らは師であ

る劉天華が立ち上げた国楽改新社とどのように関わったのであろうか。劉

天華の急逝によって国楽改進社が事実上消滅したあと，どのような人生を

�ったのだろうか。国楽改進社における経験は，その後の彼らの音楽活動

にどのように反映されたのだろうか。本論は国楽改進社の発起人のうち主

に3人の人物を取り上げ，彼らの生平や業績を検証し，考察するもので

ある。

1 劉天華と国楽改進社

1�1 劉天華の後半生

1922年4月，劉天華は江蘇省立第五中学の音楽教師の職を辞し，北京

大学音楽研究会（以下「音楽研究会」）へ琵琶教師として赴任する。同年7
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月，蕭友梅の働きによって音楽研究会が北京大学附設音楽伝習所（以下

「伝習所」）へ改編されてからも，引き続き教鞭をとり，琵琶のみならず，

通俗的で最高学府で教えるのにふさわしくないと考えられていた二胡を教

えた。伝習所の同僚には，蕭友梅のほか，楊仲子，ガルツらがいた。劉天

華は彼らとともに，伝習所の他に北京芸術専科学校音楽科（以下「芸専」），

北京女子高等師範学校音楽系（以下「女高師」，1924年に「北京女子師範

大学音楽系」に改称，以下「女師大」）で教鞭をとった。

1927年7月21日，当時北京を支配していた奉系軍閥を率いる張作霖は，

教育費を削減するために北京の9つの国立大学を統合して「京師大学校」

に改編するという政策を発布した。教育総長に就任した劉哲は自らその校

長となり，音楽を「風紀を乱し，社会に無関心である」と断罪，それを理

由に伝習所，芸専音楽科，女師大音楽系を廃止する（2）。翌年6月，国民革

命軍が入城して北京の主権は国民政府に移ったが，伝習所は復活を果たせ

なかった。北京大学の音楽教育は音楽愛好者の学生たちによって創設され

た「音楽研究会」で課外活動として細々と続けられた。北京大学音楽研究

会は1930年に「北京大学音楽学会」と改称し，正式な課外活動団体へ昇

格した。楊仲子（ピアノ），劉天華（ヴァイオリン，琵琶，二胡），張友鶴

（古琴），趙麗蓮（合唱）が指導に当たった（3）。また1929年には国立北平

大学芸術学院音楽科が創立し（4），劉天華はそこでも教鞭をとった。劉天華

の二胡の直弟子の陳振鐸（1904�1999）や蒋風之（1908�1986）はそこで劉

天華に師事した。

1932年6月，劉天華は盛り場の天橋で芸人の音楽を採集中に伝染病に

かかって急逝する。享年37歳であった。死後，兄の劉半農が中心となっ

て『劉天華先生記念冊』を発行した。この『劉天華先生記念冊』には各地

の100名以上から寄せられた弔文と，劉天華の全作品の楽譜（五線譜，工

尺譜）が掲載された。劉天華の全作品を掲載した出版物はこれが初めてと

なる。
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1�2 国楽改進社

劉天華の実弟でのちに劉天華の主要後継者の一人となる劉北茂（1903�

1981）の回想によれば，劉天華は早い時期から国楽の研究や保存を目的と

する組織の必要性を感じていたという（5）。国楽改進社はその長年の思いの

実現であった。

1927年5月，劉天華は「国楽改進社」を結成した。国楽改進社は「国

楽の改良とその普及を模索する」ことを宗旨とした音楽団体である（6）。翌

年1月には機関誌『音楽雑誌』を創刊し，経済状況が�迫した苦しい環境

の中4年間で不定期に10期（期は号の意味）を発行し，多くの論説や楽

譜を発表した。『音楽雑誌』は国楽改進社の活動を知るうえで唯一の資料

と言っても過言ではなく，大変貴重な記録である。

国楽改進社成立の過程を知るうえで参考になるのは，同社の「文書部会

務報告」である（7）。

1927年4月15日，女師大で国楽改進社創立のための準備会が開催され

た。発起人の全員が出席し，以下のことが議論された。

一，本社組織大綱

二，選挙により社章草記委員として徐義衡，金武斌を選出

三，成立大会日程を5月1日に決定（警察が集会を禁止したため，5

月15日に延期）

そして5月15日に芸専で成立大会が開催された。この時もやはり全発

起人が出席した。内容は以下の通りである。

一，劉天華先生を主席として選出

二，討論事項：本社社章の承認

―90―



三，選挙：以下の15人を本社執行役員として選出

（省略）

四，記念撮影

準備会，成立大会の両方に全員が出席した発起人は，「国楽改進社縁起」

によれば以下の35人である（8）。

衡徐義（9） 周宜 李光涛 廖憲均

徐炳麟 王頤年 熊泌 梅茂鼎

韓権華 蕭淑嫻 林之棠 �志

呉伯超 王同華 程朱渓 郭紹�

柯政和 謝蘭郁 金式斌 賀青蓮

劉天華 張萃如 蕭従芳 李文淑

張友鶴 潘君方 楊筱蓮 楊慶功

�頴� 曹安和 邵増昕 張鳳昌

呉益泰 李淑青 廖賛化

この35人全員の経歴はわからないが，劉天華，北京師範大学で教鞭を

とっていた柯政和，古琴演奏家の�頴�以外の者は，おそらく劉天華の教

え子と思われる。資料から判断が可能な範囲で所属学校別に列挙してみよ

う（10）。

女師大音楽系の学生：周宜，汪頤年，韓権華，蕭淑嫻，王同華，謝蘭郁，

張萃如，潘君方，楊筱蓮，曹安和，李淑青

北京大学の学生：徐義衡，李光涛，徐炳麟，呉伯超，程朱渓，金式斌，

蕭従芳（＝蕭伯青，蕭従方とも表記），張友鶴，林之棠

芸専の学生：廖憲均，郭紹�，楊慶功，邵増昕，李淑青，廖賛化，熊泌
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成立大会で採択された国楽改進社「社章」第5章第18条によれば，こ

の35名の発起人は自動的に「幹事社員」となった。幹事社員とは何か。

以下，「社章」を参考に論じてみたい。

「社章」によると，国楽改進社の社員は「社員」，「幹事社員」，「名誉社

員」の3種類に分かれ，以下のように規定されている（第2章第4条）。

一，社員―本章第3条（「本社社員は国籍を問わず，職業の区別なく，

国楽研究に興味を持ち，本社宗旨に賛同し，本社社章を遵守するも

のはすべて社員となることができる」：引用者補）の規定に合致す

る者

二，幹事社員―本章3条の規定に合致し，かつ国楽または西楽に対して

すでに相応の研究を有し，個人の時間，精神の一部を国楽の長期的

な探求のため犠牲にすることができ，本社に対して真摯な気持ちで

奉仕できる者（下線引用者）

三，名誉社員―社会において高い評価を得ている芸術家，あるいは芸術

を熱心に提唱する者

幹事社員は組織のために個人の「時間」と「精神」を「犠牲」にすると

いうきわめて強い覚悟が求められている。

幹事社員となる条件を，社章は次のように定めている。

第4章第2項の規定（幹事社員の資格取得後1年以内に基金へ10元

を納付すること：引用者補）を満たし，以下の手続きを経て，本社が

幹事社員証を発行した者は本社幹事社員となることができる。

一，以下の3項のうち1項を有し，執行委員会の審査により認可を経

る。

甲，幹事社員5人の紹介がある。
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乙，本社へ音楽に関する作品を提出したことがある。

丙，本社演奏会に出演したことがある。

二，入社費および基金を納付する。ただしすでに社員の資格を取得し

ている者は再び入社費を納付しなくてよいこととする。

三，幹事社員願い書に記入をする。（第5章第18条）

本社発起人は言うまでもなく幹事社員であるが，本章（第5章：引用

者補）10条（ママ，18の誤りか：引用者補）第2則の手続きを経な

ければならない。（第5章第220条，下線引用者）

35人の発起人のうち「本章第10（ママ）条第2則の手続き」を経なかっ

た者がいたかどうかはわからないが，この時点では35人の発起人が幹事

社員として，「個人の時間，精神の一部を国楽への長期的な探求の犠牲と

する」こととなっていた。

では，国楽改進社はその宗旨「国楽の改進とその普及を模索する」こと

を実現するためにどのような事業計画を立てていたのか（11）。

我々はこの事業を芸術のための大事業であり，少人数でなし得るも

のではなく，全国の同志と連絡を取り，ともに行わなければならない

と考える。流派の垣根を越え，皆で力を合わせることで，この国の音

楽を救わなければならない。

我々は各地に存在する模範とすべき大師，現存する楽曲，楽譜，楽

器，そして人々がどの楽曲に一番熱い感情を抱くかを調査しなければ

ならない。

我々は経済力が及ぶ限り，国楽に関する図書，古今の楽器各種を収

集し，図書館と博物館を組織しなくてはならない。まだ出版されてい

ない古今の楽譜を印刷する方法を考え，楽譜のない楽曲を記録し，音
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楽の名演奏を録音機で録音し，現在の国楽がこれ以上徐々に消滅しな

いようにしなくてはならない。

我々は記譜法を改良し，世界の音楽と統一させる。各種の演奏法を

できるだけ記録し，系統的な書籍を編集することで，一般の人々に学

んでもらう。楽器工房を作り，楽器製造を改良する。

多くの人々の意見を集め，楽曲と楽器の優劣を判断し，取捨選択す

る。

我々は西楽を紹介し，改進の補助とする。西楽を手本として複数の

声部を配し，さらに西洋楽器を用いることで，世界の音楽と肩を並べ

るようにする。

創作の方面で進歩を図り，我々の時代の芸術を表現する。

刊行物の発行，学校の創設，研究所の組織などについては言うまで

もなく，経費，人材さえ�えば，すぐに順次実行する。

このように，東西の音楽を研究対象とした壮大な事業計画を打ち立てて

出発した国楽改進社の活動は，人的交流，音楽の保存，西洋音楽の紹介，

西洋楽器の研究，創作などの多方面において機関誌『音楽雑誌』誌上で実

現することができたと言ってよい。

『音楽雑誌』に掲載された記事や楽譜は，雑多とも言えるほど，古今東

西を問わない多様なものであった。劉天華の一部の作品（12）は『音楽雑誌』

誌上で最初に発表された。また，寄稿者たちは様々な領域の第一人者が集

まっていた。たとえば中国の図書館学の草分け的存在である袁同礼（1895�

1948）は，国立北平図書館主任という立場から「新書紹介」（第1期），

「西人関於国楽之著作」（第3期），「北平図書館西文音楽書目録」（第4期）

などの資料目録を提供した。国楽改進社創立前に上海へ移って国楽音楽院

を創立した蕭友梅からは創作歌曲「愛」，「聞芸専音楽系解散有感」（とも

に第1期），「国難歌」（第4期）などが寄せられた。楊仲子は「質疑」（第

―94―



2期），「北平音楽運動」（第4期）といった文を寄せ，当時の北京音楽教

育が置かれた状況を外に向けて発信している。その他，文学者の劉半農，

言語学者の趙元任といった著名な知識人が論説や創作歌曲を寄稿した。そ

の他にも琵琶奏者の程午嘉，昆曲家の曹心泉，後に中国の合唱の発展に貢

献をした李抱忱，1984年出版の『中国音楽詞典』の主編である音楽学者

の繆天瑞など，わずか10期の雑誌でありながら，実に幅の広い寄稿者を

擁していた。

しかし，『音楽雑誌』はわずか10期を発行するにとどまったため，張友

鶴の「学琴浅説（浅説は入門の意味）」が10期を通して連載をしたという

例外はあるものの，どれも断片的で，総合的な成果を得るには至らなかっ

た。そして1932年6月の劉天華の突然の死により，国楽改進社は活動を

停止した。

その背景に社会情勢の悪化があったことは言うまでもない。1931年の

満州事変に象徴されるように，この時期は中国全土で日本による侵略行動

が広がっていた。そして1937年7月7日の盧溝橋事件をきっかけに，日

中両国が全面戦争に突入したことは周知の事実である。北京が日本の占領

下に入ると，多くの知識人や芸術家は北京を脱出し，南京から首都機能を

移した「陪都」の重慶や，共産党の根拠地であった延安などへ移った。

こうした社会情勢と劉天華の急逝によって，国楽改進社は活動の停止を

余儀なくされた。では，「個人の時間，精神の一部を国楽への長期的な探

求の犠牲」にすることを求められたはずの幹事社員たちはどうなったので

あろうか。
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3 国楽改進社幹事社員

3�1「国楽改進社在京幹事社員及名誉社員合影」

右の写真は『音楽雑

誌』第1期の巻頭に掲

載されたもので，「国

楽改進社在京幹事社員

及名誉社員合影（合影

は集合写真の意味）」

という集合写真である。

撮影時期は「1927年

12月」となっている

が，どのような機会に

撮影されたのか明記されていない。国楽改進社立ち上げから約半年後が経

過した時期なので，おそらく「最低半年に一度執行委員会によって招集さ

れる」と社章で制定された「幹事社員大会」の場であろう（第6章第21

条）。

この写真は『劉天華全集』に「国楽改進社在北京的社員及名誉社員合影」

というタイトルで転載されているが，そこには以下のような説明がある。

後列

右から2：張友鶴，3：劉天華，4：楊仲子，5：�頴�，6：蕭伯青，

7：程朱渓，8：金式斌

前列

左から2：曹安和，4：蕭淑嫻，7：黄自夫人の汪頤年，9：韓権華
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ここに名前のある者のうち，後列の楊仲子は「名誉社員」である。それ

以外のものは，劉天華を含め全員「幹事社員」の名簿に名前がある。写真

の説明に名前のないメンバーたちも，その若さから判断すると「名誉社員」

とは考えにくいので，幹事社員であろう。

国楽改進のために時間と精神を捧げるべく期待された若い幹事社員たち

は，どんな人物だったのか。まず，比較的資料が多い蕭淑嫻，曹安和，程

朱渓について述べてみよう。

蕭淑嫻は蕭友梅の姪で，1905年に天津で生まれた。父親は広東省出身

で，香港で英語を学んだ医者だった。蕭淑嫻が生まれたころは洋務運動が

推進され，鉄道の敷設事業において人材が求められていた。蕭淑嫻の父は

英語の能力を評価されて長春鉄路局へ招聘され，医者から交通事業へと転

職した。蕭淑嫻は父の転勤に伴い，長春や武漢などの土地で育った。

1920年に叔父の蕭友梅がドイツから帰国すると，蕭淑嫻は家を出て北

京の叔父の家に寄宿して中学に通い，1924年に女高師から改名したばか

りの女師大に入学，1年間の予科での勉強を経て音楽系に入学し，ドイツ

系ロシア人のガルツにピアノを，劉天華に琵琶を学んだ。

女師大，つまり北京女子師範大学は，女子教育を目的とした中国で最初

の国立大学だった。1908年に京師女子師範学堂として出発し，国立北京

女子高等師範学校（1919年），国立北京女子師範大学（1924年）と改編を

繰り返した。

女高師には英文，哲学，数理，理化，史学地理，国文，教育，博物の6

つの系（学部に相当する）と，音楽体育専修科と2つの予科のクラスがあっ

た。1920年9月，蕭友梅と楊仲子は音楽科の創設を担当し，さらに翌年

に蕭友梅の提案によって体育と音楽が引き離され，音楽科が独立した。そ

して1922年，音楽科は音楽系に昇格し，1つの学部となった。学生募集
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人数は毎年異なるが，1924年は28人であったという。教師には専任と兼

任の2種類の身分があった。1925年当時，専任教員は創立者である蕭友

梅，楊仲子のほか，ロシア系ドイツ人ピアニストのガルツと，声楽教師の

趙麗蓮の4人だったが，ほかに多くの兼任教師を雇っていた。劉天華はそ

の中の1人で，1922年からヴァイオリン，二胡，琵琶を担当していた。

1924年のカリキュラム表（14）によれば，女子大音楽系にはピアノと音楽理

論の2つの「主科」のほかに，合唱，ピアノ，本国楽器（簫，笛，月琴，

琵琶のうち1つ），訳譜（国楽の曲譜を五線譜に書き換えること），普通楽

理，和声解析，音楽史といった「普通音楽課程」が準備されていた。これ

は現在の日本の大学の副専攻に相当すると推察される。前掲の写真に写っ

ている11人の女子学生たちは，ピアノや音楽理論といった「主科」で西

洋音楽を専攻するかたわら，「普通音楽課程」として「本国楽器」を学ん

でいたのであろう（15）。

女師大時代の蕭淑嫻の活躍を見てみよう。

1928年5月29日，30日に「平安電影」で開催された「ガルツ教授留別

音楽会」で，蕭淑嫻は学生たちのソロ演奏の最後に「第二匈�利雑感」

（リスト「ハンガリー狂詩曲」第2番と思われる）を演奏した（16）。また，

1928年1月12日午後7時半から，北京の協和学校大礼堂で開かれた「国

楽改進社首次（第一回の意味）演奏会」では，女師大生たちによる第三部

の英語によるオペラ「五月花（TheCrowningforLove）」に出演してい

る（17）。

国楽改進社機関誌『音楽雑誌』には「蘇柏略伝（シューベルト略伝）」

（第1～2期）を寄せている。『音楽雑誌』が創刊した1928年はシューベル

ト没後100年だった。国楽改進社は「シューベルト記念号」を発行しよう

としたが実現できず，専門欄を設け，そこに蕭淑嫻が「略伝」を書き，掲

載したのである。

現在把握できる学生時代の蕭淑嫻の業績はこれだけであるが，このほか
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にも歌曲のピアノ伴奏などで多く活躍したという。

1928年に卒業したあとは，前年に叔父の蕭友梅が上海で創設した国立

音楽院へ赴任し，ピアノを教えた。租界だった上海には西洋音楽を日常的

に楽しむ文化的土壌があり，欧米から多くの演奏家が集まっていた。蕭淑

嫻は上海工部局管弦楽団のイタリア人指揮者マリオ・パーチや，国立音楽

院で教鞭をとっていたピアニストのザハロフに師事してさらにピアノの研

鑽に努めた。

1930年にベルギーのブリュッセルにある王立音楽学院へ留学した。最

初はピアノを専攻したが，手が小さかったために作曲科へ転科した。在学

中は優秀な成績を修め，特に対位法では一等賞を取ったという。

1935年，ドイツ人の指揮者ヘルマン・シェルチェン（Hermann

Sicherchen）のマスタークラスに参加，修了時にベートーヴェンの交響

曲第一の第一楽章を指揮した。それを期にシェルチェンと結婚し，その後

はスイスで暮らした。夫のシェルチェンはユダヤ人ではなかったが，作家

のトーマス・マンや科学者のアインシュタインとともにナチスのブラック

リストに名前を連ねていたため，ドイツの国籍を放棄しヨーロッパ各地で

指揮をして生活していた。永久中立国スイスとはいえ，ナチスが台頭する

戦時下での異国生活は，蕭淑嫻にとって不安なものであった。

そうした不安定な海外生活において，蕭淑嫻はスイス各地から依頼を受

け，中国の文化や芸術に関する講演を重ねた。その内容は『詩経』から

「義勇軍行進曲」に至るまで，非常に広い領域にわたっていた。また，

1941年の蕭友梅の訃報を受けて管弦組曲「懐念祖国」を作曲した。この

作品は中国の民族音楽，民間音楽から素材を取ったもので，中国の民族的

特色を色濃く表現したものであった。

中華人民共和国建国後，1950年に3人の子供を伴って帰国した蕭淑嫻

は中央音楽学院に招かれ，同院の「複調教研室」へ配属された。複調とは

多声音楽（polyphony）のことである。蕭淑嫻はまず，中国の伝統的な
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音階や調式（旋法）などの理論体系を西洋の音楽理論と対比させながら整

理し，さらに中国的な多声音楽の創作を実践した。たとえば，河北民謡の

「小白菜」をカノンにアレンジしたり，陝北の「信天遊」を編曲して「民

歌前奏曲」という作品を創作したりした。一方，オペラ『カルメン』，『バ

ルトークの曲式と和声』（エルノ・ヴェンドバイ著），『対位法概要』（シャ

ルル・ケクラン著）など，多くの西洋の音楽書を翻訳した。西洋音楽を参

考にして中国音楽の創作や体系化を行ったこれらの仕事は，国楽改進社が

目指した「西楽を紹介し，改進の補助」とし，「西楽を手本とし，複数の

声部を配」すという事業にほかならない。蕭淑嫻は国楽改進社の遺志を継

承したのである。

曹安和は1905年に無錫の知識人の家庭に生まれた。曽祖父と祖父は医

者，父は師範学堂を卒業したインテリで，学堂を営んでいた。幼少期，曹

安和は昆曲愛好家の父の歌や叔父の弾く琵琶などの音楽に囲まれて過ごし

た。のちに父の仕事の関係でチチハルに移った。そこではよく隣人の吹く

簫が聞こえ，曹安和はその音色に聞き入っていたという。

1919年に家族で再び無錫に戻り，無錫女子師範，競志女子中学で学ぶ。

その時期には従兄の楊蔭瀏（1899�1984）から昆曲を習った。週に数回行

われていたレッスンは1923年に楊蔭瀏が上海の聖約�大学に入学して無

錫を離れるまで続いた。

楊蔭瀏はのちに中国民族音楽研究の大家となり，民族音楽の保存に多大

な貢献をし，多くの論著を出版した。曹安和の生涯にわたる研究パートナー

となる人物である。

1924年に曹安和は女師大音楽系を受験した。入試には筆記試験以外に

「聴音」，「訳譜」，「読譜弾奏」の実技試験があった。「読譜弾奏」は，オル

ガンとピアノの楽譜を両手で弾く能力を試す試験で，西洋楽器を習ったこ
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とのない曹安和はこれに対応することができなかった。しかし系主任の蕭

友梅は，彼女の音の識別能力と，作文の答案に現れたすぐれた思想を高く

評価し，合格にした。

女師大では劉天華から琵琶を，ガルツからピアノを学んだ。劉天華は基

本練習を省略し，崇明派の沈肇洲が著した『瀛洲古調』を教えた。沈肇洲

は崇明派の琵琶の名手である。劉天華は江蘇省の教員時代に各地の音楽の

名手を訪ねて教えを仰いでいたが，沈肇洲はその名手の一人だった。劉天

華は自分が伝授された名手の琵琶を曹安和に伝授したのである。

1929年に卒業，その後は母校に残り，恩師である劉天華とともに琵琶

を教えた。1932年に劉天華が急逝した後も琵琶教育を一人で支え，近代

音楽専門教育における中国初の女性琵琶教師となった。

日中戦争が始まると曹安和は北京を離れて一旦無錫に帰り，その後上海

の知人のもとに身を寄せた。1940年には日本占領下の上海を離れ，ベト

ナムのハノイや雲南を経由し，翌年のはじめに重慶へ到着，教育部音楽教

育委員会編輯として国民政府の教育文化政策に参加した。同年9月，重慶

青木関の国立音楽院の助教授に就任し（のちに教授に昇格），琵琶，昆曲，

笛の教育を担当，日中戦争終結後は1946年の国立音楽院の南京への移動

に伴い南京へ赴任した。

中華人民共和国建国後は中央音楽学院の研究部の第一期メンバーとなっ

た。音楽研究部には1954年に民族音楽研究所が創立され，その後この研

究所は1964年に中国音楽学院へ，1973年には中国芸術研究院へと所属先

を変えた。曹安和もそのたびに異動を繰り返し，生涯民族音楽研究所で仕

事を続けた。

長年にわたる音楽事業のうち，曹安和が最も力を入れたのは中国音楽の

記録，録音，整理，研究であった。その事業のほとんどは従兄の楊蔭瀏と

の共同作業であった。2人が1950年に無錫で盲目の芸人阿炳（華彦鈞）

が自作自演する「二泉映月」，「聴松」などを録音して保存したことは有名
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である。その他に『関漢�戯劇楽譜』（1959），「『西�記』四種楽譜選曲」

（1962年）など共編著を22�，単著論文40余�を残した。

国楽改進社社員としての曹安和の活動では，1928年1月12日の「国楽

改進社首次音楽会」で女師大の同級生たちと琵琶を弾いたことが挙げられ

る。第1部では，潘君方，李淑清，王同華，張萃如ら女師大の学生たちと

「快板」を，第2部では韓権華，廖賛化，邵増昕，金式斌，李光涛，蕭従

方，程朱渓らとともに「虞舜薫風曲」を合奏し，第3部のオペラ「五月花」

にも出演するという活躍ぶりであった。

『音楽雑誌』には曹安和の署名のある記事はない。しかし国楽改進社幹

事社員となった女師大卒業生の中で唯一，国楽の専門家に成長した曹安和

は，「国楽改進」という劉天華のライフワークを最も直接的に受け継いだ

弟子である。

程朱渓（1906�1951）は安�出身である。彼の父は1920年代後半に天津

の南開大学へ国文教師として赴任した。そこでは作家の老舎と同僚だった

という。赴任したきっかけは生徒たちからの推薦であった。その生徒の一

人は著名な教育家の陶知行であったという。程朱渓は2歳年長の兄の程万

孚とともに父に同行し，南開中学へ通った。そのころから文学青年ぶりを

発揮し，余暇の時間を使って文芸作品を書き，投稿を繰り返していた。

1926年に南開中学を卒業し北京大学を受験したが合格しなかったため，

中国大学に籍を置きながら北京大学の近くに住み，北京大学の授業を聴講

していた。同時に詩や小説などを投稿し，原稿料で生活をしていた。寄稿

先は『大公報』，『国聞週報』，『東方雑誌』などの有名な新聞雑誌であった。

その後散文詩集『天鵞集』，小説集『紫色的炸�』などを出版したり，トー

マス・ハーディーやゴーリキの小説の翻訳を発表したりした。また雑誌

『人間月刊』に小説や翻訳を寄せ，沈従文とも往来があった。1935年に北
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京を離れ南京へ移り，国民党政府の役人として南京や安�などで宣伝工作

や行政警察員などの任務に就く。中華人民共和国建国後は1951年に病没

するまで南京で翻訳などの仕事をして過ごした。

程朱渓は北京大学で聴講生をしながら，伝習所の選科で劉天華から二胡

を学んでいた。そして国楽改進社の発起人の一人となり，その文学的才能

を評価され，幹事社員として機関誌『音楽雑誌』の編集の実務を任された。

程朱渓の国楽改進社社員としての業績は主に，『音楽雑誌』の編集と投

稿である。雑誌の活動方針を宣言する「発刊詞」（第1期）の執筆も程朱

渓の手にゆだねられた。『音楽雑誌』編集における程朱渓の存在はそれほ

ど大きかったのである。程朱渓は本名のほか，「朱渓」，「渓」のペンネー

ムを用い，多い時には同時に数編の文章や翻訳を投稿している。そのほと

んどは，西洋の音楽家や音楽作品に関する短い逸話の翻訳であった。余白

を埋めるためのコラムとして書かれたものも多かった。

演奏活動としては，国楽改進社の「首次演奏会」で，他の幹事社員たち

と「虞舜薫風曲」の合奏に参加していることが確認できる。

国楽改進社発起人のうち，社の活動拠点であった『音楽雑誌』編集の実

務にもっとも尽力をしたのは程朱渓であった。しかし程朱渓はあくまでも

文学青年であり，編集者としてその編集能力と文章力をもって協力をした

のであり，音楽の専門家ではなかった。国楽改進社の解散後は，音楽との

関わりを持たず，国民党のもとで役人へ転身した。

3�5 その他の幹事社員

最後に，その他の幹事社員たちについて簡単に述べておこう。

女師大音楽系の学生には「名士」の妻となり，夫を支える一生を送った

ものが多かった。女子教育の萌芽期だった当時，音楽を花嫁修業の1つと

考えて女師大に入学した良家の才媛も多かったのである（20）。

幹事社員のうち，汪頤年は作曲家黄自（1904�1938）の妻として有名で
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ある。黄自はアメリカで心理学と音楽を学んだ後，蕭友梅とともに草創期

の国立音楽院で教鞭をとった近代中国を代表する作曲家である。

張萃如は南京の中学で教鞭をとった後，外交情報司長の李迪俊という人

物と結婚している。

韓権華（1903�1985）は天津の「八大家」に数えられる海運商「天成

号」（21）の娘で，1927年10月，飛び級をして女師大を卒業した。その後に

アメリカへ留学し，帰国して母校などで教鞭をとるが，1936年に再度渡

米し研究生活を送った。1945年の日中戦争終結直前に国民党高級将校の

衛立煌と結婚し，その後は政治活動に従事し，1977年には第4期全人代

代表となった。劉天華に師事して琵琶を学んでいた当時は，劉天華ととも

に柯政和の主催する音楽結社「北京愛美楽社」の発起人となったり，『音

楽雑誌』にピアノ独奏曲「Vacationmoods（暇日心境）」を発表したり

するなど，才能に�れた学生だった。しかし韓権華は音楽の研究を途中で

やめてしまった。国民党将校と結婚してから1977年までの彼女の経歴を

示す資料は管見の限りなく，詳細を知ることはできないが，音楽の道を断

念したことは高級将校との結婚と無関係ではないはずである。

北京大学の学生のうち，徐義衡，李光涛，徐炳麟，金式斌は数学系の学

生であった（22）。彼らは伝習所の選科で劉天華に二胡を学んだ。選科とは1

科目のみを学ぶ制度である。彼らのうち，李光涛は国楽改進社の「首次演

奏会」で劉天華の「月夜」を独奏した。また，金式斌，李光涛，簫従方は

琵琶と二胡の合奏「虞舜薫風曲」に出演している（芸専の廖賛化，邵増昕

の名前も挙がっている）。

呉益泰と徐炳麟は，国楽改進社結成前にすでに劉天華の二胡曲を舞台で

演奏している。1926年6月8日の伝習所師範科卒業音楽会で，呉益泰は

�振華（�師竹）とともに「病中吟」を，徐炳麟は「月夜」を演奏した。

この音楽会にはほかに徐義衡，林之棠（23），呉伯超が出演している。

北京大生の張友鶴は国学系の学生で，北京大学音楽研究会で劉天華の前
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任者王露（王心葵，1877�1921）に古琴を学んだ。張友鶴の「学琴浅説」

は『音楽雑誌』で10回にわたって連載された唯一の長期連載であった。

張友鶴の名前は，劉天華や国楽改進社に関連する資料にわずかに登場する

だけで，詳細はわからないが，国楽改進社の活動を長期にわたって支えた

という意味では，程朱渓と並んで数少ない人物の1人である。「首次演奏

会」では「搗衣」，「良宵引」（�頴�との琴瑟合奏），「流水」の3曲を演

奏している。

幹事社員の伝習所生の中で，呉伯超と蕭従方は師範科の学生であった。

呉伯超（1903�1949）は劉天華が江蘇省立第五中学で教えていた学生の

1人で，1922年に伝習所師範科に入学し，ガルツからピアノを，劉天華か

ら琵琶や二胡を学んだ。1927年に蕭友梅に招かれて上海の国立音楽院へ

赴任，その後1931年にブリュッセルへ留学して作曲と指揮を学んだ。帰

国後は重慶に赴き，1943年に国立音楽院院長となった。重慶では国立音

楽院に「幼年班」を開設し，音楽の早期教育を実践した。1949年に海難

事故で逝去した（24）。

蕭従方は蕭伯青の名前で作家の老舎との交友で知られている。

廖憲均，郭紹�ら芸専生の発起人たちだが，中国近現代音楽史において

著名な音楽家や音楽教育家として彼らの名前を見ることは，管見の限りな

い。今後の資料発掘と研究を待たなければならない。

結論 国楽改進社幹事社員たちの功績と限界

現在二胡芸術への最大の功労者として位置付けられている劉天華は，

1927年から1932年まで国楽改進社を運営した。それは「国楽の改良とそ

の普及を模索する」ことを目指した音楽団体で，機関誌『音楽雑誌』を発

行した。しかし，国楽改進社の活動は劉天華の死をもって終結した。劉天

華の教え子であり，社の活動の担い手となるべき幹事社員の中に，その後
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の国楽改進社の活動を継承する者は現れなかった。

しかし，「国楽の改良とその普及を模索する」という国楽改進社の宗旨

は一部の幹事社員によって引き継がれた。

蕭淑嫻は海外で西洋音楽理論を学ぶ道を選び，帰国後は新しい体制の下

で，西洋音楽の理論を応用し，中国の伝統音楽の音階や旋法を体系化した

り，中国音楽を多声音楽に編曲したりする仕事に就いた。

曹安和は女師大卒業直後から劉天華が急逝するまで劉天華の同僚として

北京の国楽教育を支えた。その後重慶青木関の国立音楽院を経て，中華人

民共和国建国後には民族音楽の研究や教育に携わる第一世代の研究者，演

奏家として生涯を過ごし，従兄の楊蔭瀏とともに，阿炳の「二泉映月」を

はじめとする多くの音楽を記録し，後世に伝えた。

長い欧州生活を経験した蕭淑嫻と国内での活躍を続けた曹安和は，その

歩んだ道と専門領域は異なっても，国楽の継承と創新に貢献をしたという

意味で，劉天華の目指した国楽改進事業を継承した。

一方，国楽改進社の事業の記録をとどめる主要かつ唯一の媒体だった

『音楽雑誌』の編集にもっとも貢献した程朱渓は，伝習所の選科で趣味と

して二胡を習う文学青年で，北京を離れた後は音楽との関係を断ってしまっ

た。程朱渓が劉天華に師事して二胡を学んだ北京大学音楽伝習所は，劉天

華が後進を育てた重要な教育拠点の1つであった。しかしこの程朱渓と同

様，そこで劉天華に師事した学生たちの大半は，他の専門を学ぶ学生たち

であり，いわばアマチュアの音楽愛好家にすぎなかった。

蕭淑嫻や曹安和のように国楽改進社の事業を継承し，一生涯音楽事業に

貢献した一部の人々を除くと，国楽改進社の発起人に名を連ねた幹事社員

たちは，良妻賢母となることが当たり前だった時代の女子学生や，他の専

攻を持つアマチュアが多く，劉天華の目指した「国楽の改進とその普及を

模索する」という壮大な計画を実現するにはいささか心細いメンバーだっ

た。劉天華の死後，実質的に活動を停止せざるを得なかった国楽改進社の
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限界は，こうした人材の層の薄さにあると言える。社の活動の中心となる

べき幹事社員たちの顔ぶれはあまりに若く未熟であった。

（1） 国楽改進社社章（以下「社章」）。本論で引用する社章は特に断りがない場

合はすべて愛美楽社『新楽潮』第1巻第1期に掲載されたものをテキストと

する。

（2） 韓国�（1990）p.89�90

（3） 韓国�（1990）p.89�90

（4） 陳振鐸（1997）p.90

（5） 劉北茂（2004）p.132

（6） 社章

（7） 劉育和（1997）p.209�212。この資料は『劉天華全集』には「附一，国楽

改進社文件」の7として掲載されている。原載は「国楽改進社 �音楽雑誌�

創刊号」とあるが，『音楽雑誌』創刊号である第1期にこの資料は掲載され

ていない。おそらく『国楽改進社創立刊』の誤りであろう。『国楽改進社創

立刊』は1927年8月に発行された。筆者は2015年3月，北京の中央音楽学

院および中国芸術研究院で現地調査を行った際に『国楽改進社創立刊』の閲

覧を試みたが，調査先機関の都合により閲覧することができなかったため，

未見である。

（8）「国楽改進社縁起」は『劉天華全集』，『劉天華記憶與研究集成』に掲載さ

れているが，発起人名簿にはテキストごとに若干の不一致がある。本稿では

オリジナルである愛美楽社『新楽潮』第1巻第1期のテキストを引用した。

（9） 徐義衡の誤りであろう。

（10）「本社首次演奏会預聞」（『音楽雑誌』第1期），蕭伯青（1984），韓国�

（1990）などを参照した。

（11）「国楽改進社縁起」。『劉天華全集』をテキストとした。

（12） 二胡独奏曲の「病中吟」（第8期），「月夜」（第2期），「良宵（除夕小唱）」

（第2期），「閑居吟」（第4期），「光明行」（第10期），琵琶独奏曲の「改進

操」（第1期），「虚籟」（第7期）「歌舞引」（第9期）。

（13） 蕭淑嫻の経歴については主に向延生（1994）p.598�607,蕭淑嫻（1990），

廖輔叔（1992）などを参照した。

（14） 高陽（2014）

（15） 女師大については礼斌斌（2013），（2014），高陽（2014）を参照した。
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（16）「演奏会消息彙誌」（『新楽潮』第1巻第1期）。

（17）「本社首次演奏会預聞」（『国楽改進社』第1期）。

（18） 曹安和の経歴については主に向延生（1994）p.608�616,喬建中（2005）

などを参照した。

（19） 程朱渓の経歴については主に胡其偉（2010），（2013）を参照した。

（20） 以下，女師大生の婚姻に関しては�斌斌（2014）を参照した。

（21） 王兆祥（2004）。

（22） 蕭伯青（1984）。

（23） 韓国�（1990）p.107に掲載されているプログラムのコピーには「林之棠

華」とあるが，間違いと思われる。

（24） 向延生（1994）p.511�520

国楽改進社『音楽雑誌』1928�1932

愛美楽社『新楽潮』1927�1929

『中国�楽�典』人��楽��	，1984年

向延生主編『中国近現代音楽家伝 1』春風文芸出版社，1994年

呉
伯編『二十世紀中華国楽人物誌』上海音楽出版社，2007年

榎本康子『楽人の都上海 近代中国における西洋音楽の受容』研文出版，1998

年

劉育和主編『劉天華全集』人民音楽出版社，1997年

陳�鐸『�華的�作和貢献』中国����	，1997年

劉北茂口述『劉天華音楽生涯―胞弟的回億』人民音楽出版社，2004年

方立平主編『劉天華記憶與研究集成』上海教育出版社，2009年

岳峰編著『音楽家�師竹―�師竹作品及他的研究』中国文聯出版社，2002年

『曹安和音楽生涯』山東文芸出版社，2006年

韓国�「北大音楽伝習所研究1」韓国�音楽論集（楽韻出版社）1990年

�佳�「�国楽��	 ��楽���的研�」中国�楽（季刊）2007年第3期

��栄「国楽��		刊 ��楽���研�」西��楽学�碩士学 !�，2008

年6月

李"#「�国時期$種同名 ��楽���%刊&'研�」�楽()2013年第4期

蕭伯青「*�華先生+」�楽研�1984年10期

,雪林「従 ��楽���看国楽��	―兼-�華的国楽思想」�楽研�（季刊）

1995年第4期
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－ 111－

〈論　文〉

要　　旨

　介詞フレーズが状語として用いられる場合二つの語順が存在する。一方は

主語の後に置かれる語順である（「主語＋述語［介詞フレーズ状語＋述詞性語

句］」。以下，本稿では語順⒜とも称する）。もう一方は主語の前に置かれる語

順である（「介詞フレーズ状語＋中心語［主語＋述詞性語句］」。以下，本稿で

は語順⒝とも称する）。更には，介詞フレーズ状語を巡る語順表現は次の三種

類に分けることができる（Ⅰ）語順⒜のみ可。（Ⅱ）語順⒜⒝が存在。（Ⅲ）語順⒝

のみ可。上に示すような三種のパターンが存在する背後にはいかなる根本原則

が作用しているのであろうか，更にはその中から何らかの普遍原則を見出すこ

とができるのかという点について，初歩的な考察を行なった。その結果，「介

詞フレーズの語順が三種類に分けられるのは，述詞性語句と対照して顕現され

る介詞フレーズの述詞義可別度に差異が見出される」という一つの共時的要因

の作用していることが発見できた。

キーワード：介詞フレーズ，語順，述詞性語句，述詞義可別度，可別度領前原則

中国語の介詞フレーズ状語を巡る

語順原則について

平　山　邦　彦

1．問題提起

　周知の如く，中国語の意思伝達において語順は肝心要の部分であり，語

順体系に貫かれた規則を発見するのは重要な任務と言える。以上のコンセ

プトの下，本稿では介詞フレーズを用いた状語を考察対象として議論を進

めていく。



－ 112－

　介詞フレーズ状語を用いる際は次の二種類の位置を見ることができる。

一方は主語の後に置かれる語順である（「主語＋述語［介詞フレーズ状語

＋述詞性語句］」。以下，本稿では語順⒜とも称する）。もう一方は主語の

前に置かれる語順である（「介詞フレーズ状語＋中心語［主語＋述詞性語

句］（1）」。以下，本稿では語順⒝とも称する）。

　更には，語順⒜⒝に対する成立許容性を観察すると，次の三種のパター

ンに分けることができる。

　○介詞フレーズ（Ⅰ）：語順⒜のみ許容

（ 1 ）⒜（2） 我刚从农村回来。（私は農村から帰ってきたばかりです）（3）

　　 ⒝  *从农村，我刚回来（4）。（農村から，私は帰ってきたばかりです）

（ 2 ）⒜　我家离车站不远。（私の家は駅から遠くありません）

　　 ⒝  *离车站，我家不远。（駅から，私の家は遠くありません）

　○介詞フレーズ（Ⅱ）：語順⒜⒝共に許容

（ 3 ）⒜　他对历史很感兴趣。（私は歴史に興味があります）

　　 ⒝　对历史，他很感兴趣。（歴史に，私は興味があります）

　○介詞フレーズ（Ⅲ）：語順⒝のみ許容

（ 4 ）⒜  *  我们关于这个问题以后再谈吧。（私達はこの問題に関して

後から論じましょう）

　　 ⒝　  关于这个问题，我们以后再谈吧。（この問題に関して，私達

（ 1 ） 階層分析の角度から述べると，“状语（状語）”に相対する成分は“中心语［被

修飾語］”となる。“主语［主語］”と相対する成分は“谓语［述語］”となる。よっ

て，厳密な言い方をすれば ［介詞フレーズ状語＋述詞性語句］［主語＋述詞性

語句］という記述は正確さを欠く表現となる。但し，論証の便宜上本稿では，

上に挙げた表現を用いることにする。

（ 2 ） 本稿の例文の前に記した⒜⒝について，⒜は後ろに示す例文が語順⒜である

ことを示す。⒝は後ろに示す例文が語順⒝であることを示す。

（ 3 ） 本稿の例文に対する日本語訳は筆者によるものである。

（ 4 ） 本稿の用例について，出典を記していないものは筆者による作例である。
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は後から議論しましょう）

　上に示す如く，日本語の場合デフォルト的に選択されやすい語順か文脈

による支えが必要となるかという点に違いはあるかもしれないが，多くの

場合介詞フレーズに当たる部分「農村から」「歴史に」「この問題に関し

て」等「名詞性語句＋助詞」の語順は通常主語の前でも後でも許容され

る。一方介詞フレーズ状語には，（Ⅰ）に挙げた例（ 1 ）（ 2 ）に示す如く介詞

フレーズに語順⒜のみ許容されるもの，（Ⅱ）に挙げた例（ 3 ）に示す如く語

順⒜⒝共に許容されるもの，（Ⅲ）に挙げた（ 4 ）に示す如く語順⒝のみを許

容するものが存在する。即ち，介詞フレーズの語順という点について，中

国語は日本語ほど融通の利かないことが分かる。

　上に示した一連の語順的振舞に（特に語順⒜⒝の違い）対して，少なか

らぬ先行研究による議論が成され，一定の成果を見ることができる。但

し，この問題は中西（2011）の如く正面から論じたものもあるが，大部分

はある大きなテーマの一部として触れられる程度のものであった。まずは

多く見られる切口として，まず介詞研究の一部として論じたものが挙げら

れる（李临定 1985；中西 2010；蔺磺 1997）。もう一方で，少し視野を広

げて述詞性語句と共起成分との語順関係という角度で論じたものも少なく

ない（范晓 2001，鲁川等 2002，朱军 2009：231-237）。例えば鲁川等

（2002）では主語を文頭に置いた形式をテーマとして論じ，中国語の語順

原則に対して体系的な分析が行われ，その中でも本稿で取り上げる語順⒜

に対する議論が成されていた。その語順原則として，鲁川等（2002）によ

ると“动象句（動態を表す文）”での通常語順は“时空早的先说，时空晚

的后说；原因条件先说，结果推理后说（時空間において早いものを先に述

べ，時空間において遅いものを後に述べる。原因や条件を先に述べ，結果

や推理を後から述べる）”と定義とする“时空事理先后律”が優先的に機

能するとし，その中でも“火车从北京开到了上海”（列車は北京から上海

まで運行しました）のように語順⒜のパターンが取り上げられていた。朱
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军（2009）では受動者目的語をとる文における動賓フレーズと共起成分に

おける語順について分析が行われている。その中で犯すことができない原

則として“包容规则（収容規則）（5）”と“像似性规则（類像性規則）”であ

ることを指摘し，その中で本稿の語順⒜⒝についても触れられている。朱

军（2009）によると，“⒜？刘姥姥一个劲往孙儿们碗中在晚饭桌上夹菜。

（劉お祖母さんはわき目も振らずに孫達のお椀の中に夕食の卓上でご飯を

とってあげました）/⒝在晚饭桌上，刘姥姥一个劲往孙儿们碗中夹菜。（夕

食の卓上で，劉お祖母さんはわき目も振らずに孫達のお椀の中にご飯を

とってあげました）”という二種の文を取り上げ，先に示した判断を下し

ている。この場合語順⒝の成立度が高まるのは，前者（“包容原则”）の作

用した結果であると言う。また“⒜她恰好在山坡上采蘑菇（彼女はちょう

ど山の斜面でキノコをとっていました）。/⒝*在山坡上她恰好采蘑菇。（山

の斜面で，彼女はちょうどキノコをとっていました）”という例において，

⒝を非文としているが，こちらは後者（“像似性规则”）の作用した結果と

言う。但し，これら二種の主要原則がそれぞれいかなる状況において優先

的に作用するのか或は制御を受けるようになるのか，という点について

はっきりとした言及が見られない。また語用論の面から考察した先行研究

も少なからず見ることができる。その中では，語順⒜と比べて語順⒝では

話題の色彩とを帯びている（蔺磺 1997：28-29，陆丙甫 2004：11，聂仁发

2007，2010），語順⒝では強調或は突出させる機能を有する（李临定

1985：19，范晓 2001：11-12，吕文华 2014：71）等の指摘を見ることがで

きる。しかし語用論的側面はあくまで結果的且つ外在的な要素と言える。

もともと介詞フレーズが如何なる統語機能を有することで，言語環境の補

助を受け話題としての機能を獲得し統語的位置を選択できる（換言すれば

（ 5 ） “包容规则”について朱军（2009）では，“辖域大的项总是出现在前，辖域小

的项总是在后（スコープの大きい方が前に置かれ，スコープの小さい方が後に

置かれる）”と定義している。
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語順⒝をとることができる）のか，また語順⒝を選択できない場合，介詞

フレーズに如何なる統語的制約が存在することで，文脈的要素による補助

を得ても話題としての位置が確立できないのか，明確に回答を提示する必

要があるのではないだろうか。更には，局部的な現象に着目したアプロー

チを行なったものも見ることができる。朱军（2009：241-252）では，動

作者と他の参与者との間の語順傾向について細かく議論が成されている。

例えば，場所を表す成分は主語の前に置くには多くの障害がある〔例．

“仲伦同志在北大教书”（仲倫同志は北京大学で教えています）/“？在北大，

仲伦同志教书”（北京大学で，仲倫同志は教えています）〕，を始め様々な

事例を紹介し動詞との各共起成分との語順現象を細かく描写且つ分析を

行っている。また，吕文华（2014：71）では語順⒝の選択されやすい状況

として介詞フレーズの構造が複雑なパターン〔例．根据当地气象台的预

报，明天将有大暴雨（現地の気象台の予報によると，明日は豪雨になる見

込みだそうです）〕，列挙を表すパターン〔对工作，他从不讲条件；对同志，

他坦诚热情；对家人，他严格要求（仕事に対しては，私はこれまで条件に

はこだわっていません。同志に対しては，彼は誠意があって親切です。家

族に対しては，彼は厳格に要求します）〕の存在を指摘している。他にも，

中西（2011）では，介詞の動作性が弱い場合⒝を選択しやすくなり，逆に

介詞の表す動作性が強い場合語順⒜のみを選択しやすくなる，と言う。

　何れにしても，先行研究では介詞フレーズ状語の語順傾向という大枠の

中で細密な分析がなされているものの，まだまだ断片的な感が拭えないと

ころである。それに対して，本稿では「先行研究で捉えられた個別の語順

現象に対して，共有する規則をもって説明することはできないのか」とい

う疑問を覚えてならない。この点に関する解明は，介詞研究或は語順研究

において大きく寄与する部分があるものと思われる。更には，言語類型論

或は中国語教育の場においても少なからぬ貢献に繋がることが予想され

る。
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　上に挙げてコンセプトに基づき，介詞フレーズ状語の語順に対し議論を

行う。特に，「上に紹介した三種の語順傾向が存在することに対してその

背後に貫かれた核心的な原則が存在しているのか。もしもそのルールが見

出された時，これは中国語特有のものであるのか，或は世界の言語全般に

見られる普遍性が中国語の中に反映された結果であるのか」という点に着

目し解決の糸口を見出していく。

2．本稿の論証的立脚点

　論証に際し，本稿の例文については主に辞書や参考書からの引用例を用

いていく。狙いとしては次の通りになる。（ 1 ）可能な限り文脈的要素を排

除し，内在的な統語規則の側面から分析を行う。（ 2 ）参考書や辞書で扱わ

れる例文は用途の面から見ると，通常編者が比較的規範的と見なすものが

選択され，例外的或は規範から外れた例は選択し辛いことが予想される。

よって，語順⒜⒝の選択傾向を推し量る上でも有効な材料となると考えら

れる。

　（Ⅰ）（Ⅱ）（Ⅲ）の語順傾向については，先行研究でも詳しく分析したもの

が見られる。例えば，《详解：920-925》が大規模な調査を行い，その中の

“介词库”において介詞フレーズが（Ⅰ）（Ⅱ）（Ⅲ）のどの傾向を示すのかと

いう点についても，大量のデータが示されている。しかし，《详解》にお

ける分析ではその各介詞の意味設定が些か大雑把である感が否めない。例

えば介詞“在”については“在高空盘旋（高空で旋回する）”“在他帮助

下，我很快成长起来（彼の協力の下，私はすくすく成長しました）”“在我

看来，他是学者（私が見るところ，彼は学者です）”という例における

“在”が同一のグループとして括られている。通常，これらの“在”はそ

れぞれ“表示处所（場所を表す）”“表示条件（条件を表す）”“表示行为的

主体（行為の主体を表す）”（《八：646-647》）と異なる意味を示すものと
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なる。また，これらの意味の違いは当然語順⒜⒝の許容度，或は（Ⅰ）（Ⅱ）

（Ⅲ）という分類においても影響を及ぼし得るものとなることが予想され

る。よって，本稿では《详解》のデータを元にしながら，主だった参考書

のデータ（《八》，《常用》，《实》，《虚》，《手》，《现汉》）の解説や例文を参

考としながら，分析を加えていく（6）。

　次に論証的側面であるが，“可別度领前原则（可別度領前原則）”（陆丙

甫 2005， 2008：248）という理論的枠組みを基に議論を展開していく。そ

の定義は“其他条件相同的话，可別度高的成分总是前置于可別度低的成分

（他の条件が同じなら，可別度の高い成分の方が可別度の低い成分より前に

置かれやすくなる）（7）”という点にある。更には，陆丙甫・应学凤（2013：

396）では，二つの成分の構造的繋がりが緊密か緩やかなものかを左右す

る重大要素として，可別度が挙げられている。可別度との関わりという点

について，陆丙甫・应学凤（2013：396）ではあるフレーズにおける両成

分が［可別度低的成分＋可別度高的成分（可別度の低い成分＋可別度の高

い成分）］の場合両者は緊密な構造になり，［可別度高的成分＋可別度低的

成分（可別度の高い成分＋可別度の低い成分）］の場合両者の構造や緩や

かな結びつきになるという。また，同論文において介詞フレーズの例も挙

（ 6 ） 本稿では次のように介詞フレーズと述詞性語句のみが示され主語が明示され

ない文については考察の対象から外している。“从环境的美化可以体现精神文

明”（環境の美化から精神文明を体現ですることができる）〔《手：357》〕，“关

于时间问题，不能调整”（時間の問題に関しては，調整することができません）

〔《详解 2003：921》〕。

（ 7 ） 周知の如く，中国語語順を左右する要素として“定指―不定指（限定―非限

定）”“具体―抽象（具体的―抽象的）”“旧信息―新信息（旧情報―新情報）”“整

体―部分（全体―部分）”等の要素が挙げられる。陆丙甫（2005）では“定指”

“具体”“旧信息”“整体”等相対的に認識しやすい方の成分を可別度の高い成

分とみなし，“不定指”“抽象”“新信息”“部分”等相対的に認識し難い成分を

可別度の低い成分と見なしている。
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げられているので紹介しておきたい。

（ 5 ） a.
（8）卖了一辆车。（１台の車を売った）

　　 b. 把一辆车 // 卖了（〃）

（ 6 ） a. 撤军朝鲜。（朝鮮から軍を撤収する）

　　 b. 从朝鲜 // 撤军（〃）

（ 7 ） a. 很满意这个工作。（この仕事に満足している）

　　 b. 对这个工作 // 很满意（〃）

（ 8 ） 他 把这本书 认真地 看了 三遍。（彼はこの本を真面目に 3回

読みました）

　上の例に示す如く，動詞との共起成分が介詞フレーズとして動詞の前に

置かれる方が，賓語として動詞の後ろに置かれるより構造的には緩やかな

結びつきとなる。この点は（ 8 ）の如く，介詞フレーズと動詞の間に“认真

地”のような他成分を挿入することができる点を見ても分かる。但し，こ

の種の現象に対して可別度がどのように作用しているのかという点に関し

て，陆丙甫・应学凤（2013：396）では具体的な論述がなされていない。

この点を受けて本稿のテーマを議論するにおいて，次の点についてはっき

りとした解答を示す必要があるように思われる。（一）上に挙げた例（ 5 ）

（ 6 ）（ 7 ）（ 8 ）で示した現象は可別度の理論から説明が可能なものであるの

か。（二）介詞フレーズが主語の前に置かれる語順（＝語順⒝）は例（ 8 ）の

ように介詞フレーズと述詞性語句の間に他成分を挿入した形式として見な

すことができるのか。換言すれば，［可別度高＋可別度低］の語順となる

場合結合が緩やかになるという語順原則が語順⒜⒝の選択においても当て

はまることができるものとなるのか。（三）可別度の体現方式は指称性（“指

（ 8 ） 例（ 5 ）から（ 8 ）の例文の前に付した“a.”,“b.”は，それぞれ陆丙甫・应学

凤（2013：396）の記述をそのまま引用している。本稿で使用する示す語順⒜

⒝とは異なるものである。
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称性”），情報度（“信息度”），完成性（“完成性”）（9）等様々な要素を見るこ

とができる。ここで可別度を判定する場合，いかなる点を依拠とすべきで

あるか。

　ここで上に挙げた例（ 5 ）（ 6 ）（ 7 ）（ 8 ）の可別度という点について述べれ

ば，動詞との共起成分を表す事物（それぞれ“车”“朝鲜”“工作”）の方

が動作や状態（それぞれ“卖”“撤军”“满意”）より可別度が高いものと

なる。一般的に動詞の示す動作や形容詞の示す状態というものはそれ自体

で顕現できるものではなくある事物の存在が前提となる。当然，動作や状

態に対する認知もある事物を通して初めて可能となる。品詞分類から見る

場合，動詞と形容詞は述詞という枠に括ることができるが，述詞義から見

た可別度の強弱という点から見ると，動作の方が状態より可視的なものと

なる。よって，実詞の中では動作動詞の方が状態動詞や心理動詞，形容詞

より認知しやすいものとなる。更に介詞の性格に目を向ける時，介詞は一

般的に動詞の文法化を経て形成された虚詞として考えられている。よっ

て，述詞義から見た可別度（以下，「述詞義可別度」と称する）は，介詞

フレーズに後続する述詞性語句より低いものとなることが分かる。

　以上の点から見る時，第１章で提示した（Ⅰ）（Ⅱ）（Ⅲ）の中でどのパター

ンを示すかという点について，述詞性語句と比較してみる時，介詞フレー

ズが相対的に高い数値の可別度を表すかどうかが核心的なポイントになる

のではないかと考えらえる（10）。以下，この点について論証を試みていきた

（ 9 ） 丁健（2014）参照。

（10） 本文中で「述詞性語句と比較してみる時，介詞フレーズ相対的に高い数値の

可別度を示すかどうか」という表現を用いたが，本稿で論点としているのは介

詞（或は介詞フレーズ）間の可別度の強弱ではない。例えば“⒜她对我打了个

手势（彼女は私に手で合図しました）。→⒝*对我她打了个手势。”“⒜他对历史

很感兴趣。（私は歴史に興味があります）→⒝对历史，他很感兴趣。”という 2

種の例において，動作性を表す“打了个手势”と共起した前者の“对”の方が

状態性を表す“感兴趣”と共起した後者の“对”よりより高い動作性を表し，
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い（11）。

3．介詞フレーズ（Ⅰ）

　本章では，介詞フレーズ（Ⅰ）について論じていく。介詞の定義につい

て，教科書や文法書等では「中心語に密着し，動詞や形容詞を修飾する」

（张宜生 2000；胡裕树 1995）という類の語順説明はよく目にする内容であ

る。この定義から見る時，介詞フレーズ（Ⅰ）は介詞のプロトタイプ的特徴

を有したものと言える。ここで，介詞フレーズ（Ⅰ）としての特徴を纏める

と次の二点に集約することができる。（ 1 ）介詞フレーズの中における介詞

賓語が体詞性を表す。（ 2 ）介詞フレーズが動作者の制御域において述詞性

語句との間に「全体―部分」関係を構成する。その中で介詞フレーズは部

分的な行為或は部分的な情報を示すようになる。その結果可別度における

［高＋低］という結合は認識しづらいものとなり，［介詞フレーズ＋述詞性

語句］は緊密な構造を構成することになる。以下，具体例を見ていきた

い。

3.1　述詞性語句が動作性を表す場合

　本節では述詞性語句が動詞性語句の状況を紹介していく。まずは，例を

紹介しておきたい。

高い可別度を呈していると言えよう。但し，「述詞性語句と対比してみた介詞

フレーズ相対的な可別度」という点では後者の方が高い値を呈することになる

（詳しい議論は第 3章から第 5章を参照）。

（11） 介詞フレーズと述詞性語句の語順パターンについては，紙幅の関係上全てを

紹介することは不可能となる。以下，主だった状況を中心に取り上げていく。
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（A）　空間移動に用いられる介詞フレーズ

　この部分に属す介詞は起点を表す“从，打，由”［～から］，または経路

を表す“从”［～から；～を］，“沿，顺”［～に沿って］，或は移動方向を

表す“朝，往，向〔～の方へ；～に向かって〕”を挙げることができる。

（ 9 ）⒜ 我刚从农村回来。（私は農村から帰ってきたばかりです）

（《八》：130）

　　 ⒝  *从农村，我刚回来。（農村から，私は帰ってきたばかりで

す）

（10）⒜ 你只能由这里往外跑了。（あなたはここから外に駆け出すし

かなくなりました）（《虚》：651）

　　 ⒝  *由这里你只能往外跑了。（ここから，あなたは外に駆け出

すしかなくなりました）

（11）⒜ 我从这里路过，阳光从树缝中射进来，像一条光彩夺目的金

棒儿。（私がここを通り過ぎると，陽光が木の隙間から差し

込んできて，一筋のまばゆいばかりの金の棒のようでした）

（《实》：273）

　　 ⒝  *从这里我路过，阳光从树缝中射进来，像一条光彩夺目的金

棒儿。（ここを私が通り過ぎると，陽光が木の隙間から差し

込んできて，一筋のまばゆいばかりの金の棒のようでした）

　上に挙げた介詞フレーズと述詞性語句の関係は過程行為と目的行為と言

うことができる。一歩踏み込んで言えば，部分行為と全体行為と表現でき

る。介詞フレーズの示す行為は，述詞性語句の示す行為全体像を認識する

前段階の参照点として，聞き手の注意を引きつける効果を持つと考えられ

る。認知的な順序はかくの如きであるが，「起点」「経路」「方向」等の意

味役割（semantic role）も述詞性語句の表す動作を認知した後に初めて

認知できるものとなる。また，動作者の立場からすると，まずは動作の述

詞性語句の表す全体枠の動作を思い描き，動作を行う過程において「起
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点」「経路」「方向」の機能も付随的に確定されるものとなる。

　上に挙げた例（ 9 ）（10）（11）について言えば，起点（“从农村”“由这里”）

と経路（“从这里”）を表す成分は何れもある種の行為（“回来”“往外跑”

“路过”）を行う上での部分的なプロセスとなる。聞き手は“回来”“往外

跑”といった行為の存在を通して初めて認識できる意味役割となる。ま

た，動作者の立場からすると，ある状況において，動作者はまずある目的

行為（例（ 9 ）（10）（11）では，それぞれ“回来”“往外跑”“路过”）の遂行

を意図する。更には，“从农村”に表わされる起点と“由这里”に表され

る経路が認識されることになる。また，ある状況において述詞性語句は非

自主行為を表す。この時介詞フレーズに示される経路は動作に対する付帯

行為と見なすことができ，話者の設定した認知参照点と見なすことができ

る。例えば例（11）“从树缝中”における“树缝”の経路という役割は“太

阳射进来”という現象を以て初めて地位が確立できるものとなる。これら

の点から更に踏み込んで見ると，意味役割の確定には述詞性語句の意味機

能が大きく機能していることになる。例えば場所を導く“从”の意味に関

しては，一般の辞書や参考書において「起点」「経路」という項目が紹介

されている。これらの意味役割について（ 9 ）「起点」を表すのは，“回来”

という述詞性語句の影響によるものである。一方（11）の「経路」は，“路

过”，“射进来”という述詞性語句の影響によるものである。

　以上，介詞フレーズの呈する述詞義可別度は遠く述詞性語句に及ばない

ものとなる。よって，主語を介詞フレーズと述詞性語句の間に挿入し語順

⒝をとる余地はないものとなる。即ち，［介詞フレーズ＋述詞性語句］は

［可別度低＋可別度高］という緊密な構造を構成するしかなくなる。結局

は語順⒜の選択のみが許容されることとなる。

（B）　ヒトを対象とした可視動作と共起する介詞フレーズ

　このタイプに属す介詞は動作対象を表す介詞（例．対象を表す“对 /
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跟 / 和 / 与”（［ヒト］に），受益者を表す“为”（［ヒト］の為に），受益

者や被害者を表す“给”等）となる。

（12）⒜ 昨天，老师跟我们讲了期中考试的问题。（昨日，先生は私達

に中間試験の問題についてお話しされました）（《虚》： 199）

　　 ⒝  *昨天，跟我们老师讲了期中考试的问题。（昨日，私達に先

生は中間試験の問題についてお話しされました）

（13）⒜ 我很愿意和大家讲一讲。（私は皆さんにちょっと話をしたい

と思います）（《虚》：265）

　　 ⒝  *和大家我很愿意讲一讲。（皆さんに，私はちょっと話をし

たいと思います）

　このグループが語順⒜しかとることができないのは先に紹介した（Ａ）グ

ループと同様の理屈となる。ここで，述詞性語句は具体的な行為，そして

全体行為を表す。介詞フレーズの示す意味役割は述詞性語句の示す動作情

報によって初めて顕現可能な部分行為となる。

　上の例における介詞フレーズは，聞き手の立場からすると，やはり後続

の述詞性語句を認識する為の参照点となる行為である。一方動作者から見

ると，まずは述詞性語句に示される全体行為の完遂を意図した上で，介詞

フレーズの示す部分行為が同時に認知されるものとなる。例えば例（12）と

（13）においては，時系列から見る場合“跟我们”“和大家”という部分動

作の発生を認知した後“说”“讲”等の行為全体像を認識できるものとな

る。しかしその一方で，聞き手は“说”“讲”という行為が確認されるこ

とで，“我们”や“大家”を初めて対象格として認知することが可能とな

る。かくの如く，介詞フレーズの述詞義可別度は後続の述詞性語句に遥か

及ばないものとなる。よって，［介詞フレーズ＋述詞性語句］の繋がりも

緊密なものとなり，語順⒜の選択しか許容できなくなる。
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（ C ）　その他の状況

　次に（Ａ）（Ｂ）以外に，更に幾つかの例を紹介する。ここでは介詞フレー

ズと述詞性語句の間における「部分動作と全体動作」という関係は見出し

にくくなる。しかし，両者における可別度が重大要素となっていることに

変わりがない。このグループに属すものとして“把”構文と受動文を挙げ

ることができる。

（14）⒜ 他被大家选作小组长。（彼はみんなに班長に選ばれました）

（《实》：753）

　　 ⒝  *被大家他选作小组长。（みんなに，彼は班長に選ばれまし

た）

（15）⒜ 我的车叫小李开走了。（私の車は李さんに乗って行かれまし

た）（《实》：753）

　　 ⒝  *叫小李我的车开走了。（李さんに，私の車は乗って行かれ

ました）

（16）⒜ 你今年一定要把毕业论文写完。（あなたは今年きっと卒業論

文を書き上げなければなりません）（《实》：735）

　　 ⒝  *把毕业论文你今年一定要写完。（卒業論文を，あなたは今

年きっと書き上げなければなりません）

　上掲の例において，例（14）（15）は受動文，その主語は受動者となり，介

詞フレーズと述詞性語句は何れも主語によって代表された成分による制御

を受けるものとならない。更に，介詞“被 / 叫 / 让”はヴォイスマーカー

として述詞性語句との結合力が強く，事態の発生について前後の切れ目が

分かりにくいものとなる。例（16）は“把”構文，介詞賓語は通常受動者が

用いられることになる。一般的に動作者は受動者に照準を定め目的行為が

確定されたものとなる。一方聞き手の角度から見ると，介詞フレーズの示

す情報は参照点として全体行為を把握する上で大きな役割を果たすことと

なる。上掲の例（14）（15）について，聞き手は“被大家”“叫小李”という
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箇所は，聞き手にとって“他被选作小组长”“我的车被开走了”という現

象を認知する上での参照情報となる。更に例（16）では，受動者を導く情報

“把毕业论文”を参照点として聞き手は“写完毕业论文”という行為の一

連のプロセスを認知することとなる。以上，述詞性語句と比較してみる

時，介詞フレーズの述詞義可別度は極めて小さなものとなり，語順⒜のみ

を許容できるものとなる。

　即ち（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）何れの状況においても，介詞フレーズは述詞性語句に

対して一種の過程的で部分的な色彩を帯びている。この種の過程的動作の

存在は述詞性語句の示す行為を認知する上での重要情報となる。しかし一

方で介詞フレーズは介詞が受けた文法化の影響が大きく，動作的顕現度は

述詞性語句の示す行為に遥かに及ばない。また，介詞も必然的に強い値の

述詞義可別度を醸し出すことは不可能となる。その結果は，本節で挙げた

グループ（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）の介詞は語順⒜の選択のみが許容されるという現象

に反映されることになる。

3.2　述詞性語句が状態性を表す場合

　このタイプに該当するものは，“比”構文が該当する。以下に例を挙げ

ておきたい。

（D）　“比”構文

（17）⒜ 南京的夏天比北京的夏天热。（南京の夏は北京の夏より暑

い）（《手》：350）

　　 ⒝  *比北京的夏天南京的夏天热。（北京の夏より，南京の夏は

暑い）

（18）⒜ 这棵树比那棵树粗一点儿。（この木はあの木より少し太い）

（《实》：837）

　　 ⒝  *比那棵树这棵树粗一点儿。（あの木より，この木は少し太い）
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　“比”構文は本章第１節で紹介した状況と異なり，動作者の中に動作の

前後関係は設定されないものとなる。一方聞き手からしても，介詞フレー

ズと述詞性語句の間には認知プロセスにおいて時系列上の前後関係を認め

ることができる。即ち，聞き手は介詞フレーズの示した情報を参照点とし

て述詞性語句の示す比較の結果を知ることになる。論理関係から見る場

合，“热”（暑い），“粗一点儿”（少し太い）等の比較結果を得る場合「あ

る対象に対して比較を行う」ことが前提となる。ここでは，“比＋对象”

という介詞フレーズがその前提情報を担っていると言える。この点から見

る時，述詞性語句は一定数の可別度を残していると言えるだろう。なぜな

ら，比較の結果得られた情報にはある種の数値情報が含まれており，話者

や聞き手の頭の中では主観的客観的に具体的な数値がイメージされている

と考えられるからである。例（17）の“热”については，この情報から，含

有情報として「一度」「二度」等の温度的差異を窺い知ることができる。

結局，ここでも“比”の文法化の程度は高いものであり，述詞義可別度も

高いものとは考えにくい。よって，“比”構文が語順⒜のみしか選択でき

ないのも，介詞フレーズの可別度が述詞性語句に遠く及ばないことに起因

すると分析できる。

4．介詞フレーズ（Ⅱ）

4.1　介詞フレーズの可別度顕現方式

　介詞フレーズ語順⒜⒝の機能について，张黎（2012：219）では“脱身

于事件（事態から身を抜け出させること）”“置身于事件（事態の中に身を

置くこと）”という概念を提示している。张黎（2012）によると，“说话人

视点（話者の視点）”と“动作主视点（動作者の視点）”と言い換えられる

とある。以下例同論文からの引用例（19）を見られたい。

（19）　说话人视点（話者の視点）　　　动作主视点（動作者の視点）
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 在操场上，小王跑了三圈。　　 小王在操场上跑了三圈。

 （グラウンドで（12），王君は　　  （王君はグラウンドで

 　　　　　3週走りました）　　　　　　　  3週走りました）

 在饭店里，小王给她打了电话。 小王在饭店里给她打了电话。

 （ホテルで，王君は彼女に　　　（王君はホテルで

 　　　　　3回電話しました） 彼女に 3回電話しました）

 在黑板上，她写了几个字。　　 她在黑板上写了几个字。

 （黒板に，彼女は　　　　　　　（彼女は黒板に

 　　 幾つか字を書きました） 幾つか字を書きました）

　この角度から見る時，このグループにおける介詞フレーズによって示さ

れる意味役割等は，その認知において必ずしも動作者による動作を拠り所

としないことを読みとることができる。即ち，［介詞フレーズ＋述詞性語

句］は［可別度低＋可別度高］及び［可別度高＋可別度低］双方となる可

能性を秘めそうである。同時に緊密な構造となる可能性と緩やかな結びつ

きとなる双方の可能性を有することになる。以上，（Ⅱ）の可別度には一定

の量的変動幅を有し，各介詞によってそれぞれの特性を有することとな

る（13）。具体的な状況については，以下個別に論じることとする。

（12） 例（19）で挙げた“在”については「を」と訳し，介詞フレーズもそれぞれ「グ

ランドを」と訳出した方が，より自然な日本語となるだろう。本稿では中国語

の介詞に示される意味役割が議論的重点の一つとなっている。よって，対照す

る日本語訳でも，介詞フレーズの部分は可能な限り直訳で記していく。

（13） 可別度の変動幅を持つ介詞フレーズのデフォルト的数値は，介詞各種によっ

て異なってくる。可別度のデフォルト的数値が低いものとなる場合，主に語順

⒜を選択しやすくなる。一方，可別度のデフォルト的数値が高いものとなる場

合，主に語順⒝を選択しやすくなる。これら個別状況に関する問題について，

本稿では深く立ち入らず，稿を改めて考察することにする。
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4.2　述詞性語句が状態性を帯びてくるパターン

　ここで示した介詞フレーズは後続の述詞性語句の動作性が失われ状態性

を帯びる形となっている。また文中で何度か触れたが，介詞はもともと動

詞が文法化を経て形成されており，動作義は大分薄れているとはいえ，中

には尚も保留されているものも少なくない。動作は状態よりも認知しやす

くなる。よって，述詞性語句が状態を表す場合，相対的に介詞フレーズの

可別度の高さが認知しやすいものとなる。よって，介詞賓語と述詞性語句

の間における結合が介詞フレーズ（Ⅰ）の場合より緩やかなものとなり，語

順⒜⒝が共に許容されるという現象が生じるようになる（14）。

（A）　動作空間を表す介詞フレーズ

　このタイプに属す介詞としては場所を導く“在”を挙げることができ

る。

（20）⒜ 你在前面走，我在后面跟。（あなたが前で歩き，私が後でつ

（14） 第 1章でも触れたが，中国語の語順原則について，鲁川等（2002：15）では

“动象句”の通常語順は“时空早的先说，时空晚的后说；原因条件先说，结果

推理后说（時間空間において早いものを先に述べ，時空間において遅いものを

後に述べる。原因や条件を先に述べ，結果や推理を後から述べる）”と定義と

する“时空事理先后律”が優先的に機能するとし，“静象句”では，“时空大的

先说，时空小的后说；地位高的先说，结果低的后说”（時空的に大きなものを

先に述べ，時空的に小さなものを後に述べる。地位の高いものを先に述べ，地

位の低いものを後に述べる）と定義とする“时空地位大小律”が優先的に機能

するとしている。この点から見る時，介詞フレーズ（Ⅰ）（Ⅱ）の展開方式は上に

示した両規則（“时空事理先后律”と“时空地位大小律”）の反映形式とも言う

ことができる。鲁川等（2002：15）ではこれら両規則が適応される上での優先

順位や環境的制約に対する理由については言及がなされていない。この問題に

関して，本稿では述詞義可別度に対する認知的差異が作用した結果であると考

えている。
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いて行きます）（《实》：281）

　　 ⒝  *在前面你走，在后面我跟。（前であなたが歩き，後で私が

ついて行きます）

（21）⒜ 大家在休息室里吃午饭。（みんなは休憩室で昼食を食べま

す）

　　 ⒝  
??在休息室里大家吃午饭。（休憩室で，みんなは昼食を食べま

す）

（22）⒜ 大家在休息室里谈得很高兴。（みんなは休憩室で楽しそうに

話をしています）

　　 ⒝ 在休息室里，大家谈得很高兴。（休憩室で，みんなは楽しそ

うに話をしています）（《八》：646）

　この状況の例において，大部分は語順⒜となるが，語順⒝をとる例も見

ることができる。ここで示す介詞フレーズの指す外延は動作者より大き

く，輪郭も動作者より認知しやすいものとなる。実際（22b）の許容度が

（20b）（21b）より高いのを見ると，語順⒝については“在＋場所”と結合

する述詞性語句が状態の方が動作より許容度が高いことが分かる。かくの

見方をすれば，述詞性語句の呈する可別度の程度が下がることにより，介

詞フレーズの述詞義可別度が相対的に高くなる。［介詞フレーズ＋述詞性

語句］の結合が緩やかなものとなり，語順⒝を許容しうるという状況が見

られることとなる。

（B）　心理活動を表す介詞フレーズ

　このタイプに属す介詞としては心理活動や心的態度の対象を導く“对” 

“对于”が該当することになる。

（23）⒜ 大家都对这个问题很感兴趣。（みんなはこの問題に興味があ

ります）（《八》：182）

　　 ⒝ 对这个问题，大家都很感兴趣。（この問題に，みんなは興味
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があります）（《八》：182）

（24）⒜ 大家对于他的失败都觉得可惜。（みんなは彼の失敗に対し残

念に思っています）

　　 ⒝ 对于他的失败，大家都觉得可惜。（彼の失敗に対し，みんな

は残念に思っています）（《手》：362）

　上掲の“感兴趣”“觉得可惜”は何れも動作者の心理状態を表す。更に

は，自分の意識を介詞賓語（上掲の例では，それぞれ“这个问题”，“他的

失敗”）に向けた後得られる結果となる。ここで「意識の集中」という心

理活動は，人類が共通に有する能力である。よって，動作者，話者何れの

立場からも実行が可能となる。以上，介詞フレーズも相対的に強い述詞義

可別度を呈し，語順⒜⒝が共に許容されるという現象が起こることとな

る。

（C）　抽象的な範囲を表す介詞フレーズ

　このグループに属す介詞は立脚点となる範囲を表す介詞“在”が該当する。

（25）⒜ 这首歌在年轻人中很流行。（この歌は若者の間で流行してい

ます）（《手》：405）

　　 ⒝ 在年轻人中这首歌很流行。（若者の間でこの歌は流行してい

ます）

（26）⒜ 他在群众的欢呼中走上了讲台。（彼は群衆の歓声の中演台に

上がりました）（《虚》：686）

　　 ⒝ 在群众的欢呼中他走上了讲台。（群衆の歓声の中彼は演台に

上がりました）

（27）⒝ 在生活方面，我认为没有问题。（生活面で，私は問題ないと

思います）（《虚》：686）

（28）⒝ 在许许多多的同学之中，阿彤是我最要好的朋友。（多くの同

級生の中で，阿彤は私の最も仲が良い学生です）（《实》：281）
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　このグループの意味の“在”における語順⒝の用いられている数量は 

（A）に示した「動作者の存在する場所」よりずっと多いものとなる。上掲

の例中“流行”“走上了讲台”“没有问题”“是我最好的朋友”は何れも範

囲を介詞賓語の示す情報（それぞれ“年轻人中”“群众的欢呼中”“生活方

面”“许许多多的同学之中”）に設定し導き出された判定結果であり，介詞

賓語によって示される外延は場所よりも大きなものとなる。更に，述詞性

語句について（25）の“很流行”，（27）の“没有问题”，（28）の“是我最好的

朋友”はそれぞれ状態を示している。（26）の“走上了讲台”は“了”の存

在により動作の実現を表しているが，動作の実現からはその後の状態

（（26）では「演台の上に上がっている」という状態）という含意を読み取

ることができる（15）。ここで介詞フレーズが語順⒜のみならず，語順⒝が許

容されやすくなるのは（A）（B）の状況と同様，述詞性語句は動態性を幾分

失い状態性を帯びたものが多くなる。述詞義可別度もそれに伴い下がるこ

とになるからである（16）。以上，介詞フレーズの述詞義可別度は相対的に高

くなり，語順表現に顕現されることになる。

（15） 動作の実現と状態の関係について，周知の如く中国語の“了”のアスペクト

義は「完了・完成・実現」等と解説され，日本語では「…した」が充てられる。

例えば“家里来了一位客人”のという分は「家にお客さんが 1名いらっしゃい

ました」と同時に，「家にお客さんが 1名いらっしゃっています」という日本

語訳とも対応する。また否定においても“他没（有）来”という文を例にとる

と「彼は来ませんでした」の他に「彼は来ていません」という日本語訳とも対

応させることができる。即ち，“了”は動作の実現のみならず，ある状態を表

せる場面も少なからず存在することが分かる。

（16） 可別度という点については，音節数も重大な要素となる。長すぎる成分や複

雑すぎる成分は目立ちやすい為，ある直接的意味関係を持つ成分の間に挿入し

た場合，この挿入された大きな成分を処理する際に，より多くの短期記憶と注

意力が費やされる，両成分の繋がりを認識する上で障害になることがあり得る

（陆丙甫 2010：410）。この部分は，当然語順⒜⒝の選択において少なからぬ影

響をもたらすことが考えられる。
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4.3　介詞フレーズの述詞義顕現度

　ここで示すグループにおいて述詞性語句は動作と状態の双方を表す可能

性があるが，介詞フレーズが比較的強い述詞義を残しており一定数の可別

度を見出すことができる。語順選択においても寛容さを有し，語順⒜⒝の

選択が許容されるものとなる。

（D）　話者設定の何らかの条件を表す介詞フレーズ

　このタイプに属すものとして条件を導く“在”を当てはめることができ

る。

（29）⒜ 他在朋友的帮助下（→朋友帮助他）解决了目前的困难。（彼

は友人の協力の下目の前の困難を解決しました）（《虚》：

685）

（30）⒝ 在老师和同学们的帮助下（→老师和同学们帮助小明），小明

进步了。（先生と同級生達の協力の下，小明は進歩しまし

た）（《实》：283）

（31）⒝ 在老师的鼓励下（→老师鼓励我），我报名参加了演讲比赛。

（先生の激励の下，私はスピーチコンテストに申し込み参加

しました）（《手》：407）

　上に示した例における介詞フレーズは“在＋動作者＋名動詞＋下”の形

で表される。ここで下線を引いた介詞フレーズからは，矢印に示されたあ

る種動作の存在が透視される。また，このタイプの述詞性語句は動詞の後

ろには“了”の後続された形式が多く見受けられる。よって，述詞性語句

から顕現される動作性も弱まってくる。以上，相対的に介詞フレーズは一

定数の可別度を表すこととなる。
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（E）　ある対象の排斥を表す介詞フレーズ

　このタイプの介詞として 「…を除いて/…以外」 という排斥を表す “除 /

除了… （外 / 以外 / 之外）”が該当する。

（32）⒜ 小张除了喜欢打网球之外，还喜欢打羽毛球和棒球。（張君

は，テニスをするのが好きなのを除いて，更にバドミント

ンと野球をするのがすきです）（《手》：355）

（33）⒝ 除了面积小点儿外，这套房子都很好。（面積が狭いのを除い

て，この部屋はどれも素晴らしい）（《实》：302）

　介詞“除”“除了”は多くの状況において述詞性語句の部分に動詞性語

句が置かれる（例（32）（33）参照）。更には名詞性語句が介詞賓語となる状

況も見ることができるのであるが，この場合も介詞フレーズの中からは，

述詞義を透視することができる。名詞性語句はその述詞義を喚起する機能

を持つことになる。

（34）⒜ 他除了规定的课程外（→参加规定的课程），还参加了两项科

研活动。（彼は規定のカリキュラムの他に，更に 2つの科学

研究プロジェクトに参加しました）（《实》：303）

（35）⒝ 除了小王（→小王没来），别人都来了。（王さんを除いて，

他の人はみんな来ました）（《手》：355）

（36）⒝ 除了他以外（→他买了这本书），班里同学谁也没买这本书。

（彼を除いて，クラスの同級生は誰もこの本を買いませんで

した）（《实》：302）

　例えば，例（34）（35）（36）の介詞フレーズからもそれぞれ“他参加了规定

的课程”（彼が規定のカリキュラムに参加する），“小王没来”（王さんが来

なかった），“他买了这本书”（彼はこの本を買った）という情報を読み取

ることができる。ここで述詞性語句は，話者或は動作者の設定するある一

定範囲において認知される余剰成員の有する動作或は状態となる。即ち，

このグループでも介詞フレーズは，一定数の述詞義可別度を表すことがで
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きることになる。

（F）　手段を表す介詞フレーズ

　このタイプに属す介詞は「…を通して」という手段を表す“通过”が該

当することになる。

（37）⒜ 我们通过译员（→译员翻译）交谈了半个小时。（私達は通訳

を通して 30分間話し合いました）（《八》：534）

（38）⒜ 他们因为不会外语，只能通过翻译（→译员翻译）进行交谈。

（彼らは外国語ができないので，通訳を通して話し合いをす

るしかありませんでした）（《手》：385）

（39）⒜ 恋人们喜欢通过书信（→交换书信）表达爱情。（恋人達は手

紙を通して愛情を表現します）（《手》：385）

（40）⒝ 通过什么方式（→采用某种方式）我才能见到他？（どうい

う方式を通してこそ，私は彼に会えるのでしょうか）

（《八》：534）

（41）⒝ 通过小李的介绍（→小李介绍），我认识了王经理。（李さん

の紹介を通して，私は王支配人と知り合いました）（《手》：

385）

（42）⒝ 通过老张介绍，我认识了他。（張さんが紹介するのを通し

て，私は彼と知り合いました）（《八》：534）

　ここに示す介詞フレーズも（E）同様に，介詞賓語が名詞性語句によって

構成される場合（例（37）-（41））と動詞性語句によって構成される場合

（例（42））が存在する。（42）の介詞フレーズにおける賓語が動詞性語句の

場合は言うまでもなく，名詞の場合においても，共起する動詞の透視は可

能なものとなる。例えば例（37）から（41）において“译员”“翻译”“书信”

“什么方式”から“译员翻译”（翻訳者が翻訳する），“交换书信”（手紙を

交換する），“采用某种方式”（ある方式を採用する），“小李介绍”（李さん
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が紹介する）と言った行為を見出すことができる。以上，介詞フレーズの

中から一定数の述詞義を見出すことが可能となる。このような性格に対す

る認知構造が中国語母語話者の中でも構文スキーマとしてその地位が確立

され，可別度の認定においても融通性が得られることとなり，語順⒜⒝の

双方が許容されるという現象に繋がったと考えられる。

（ G ）　判断依拠や基準を表す介詞フレーズ

　このグループに属す介詞は「…に基づいて」という判断基準を表す“按，

按照，照，根据，鉴于，本着”が該当することになる。

（43）⒜ 这些事情，按理说，应该由主任处理。（この事は理屈から

言って，主任が処理すべきである）（《实》： 306）

（44）⒝ 按照一般的情况来说，这个时候他应该在家。（一般の状況か

ら言うと，この時彼は家にいたはずである）（《手》：314）

（45）⒝ 照目前的水平看来，考研究生有点儿困难。（現在のレベルか

ら見ると，大学院を受験するのは少し困難である）（《手》：

408）

（46）⒝ 照老规矩，过春节应该给老人拜年。（古いしきたりからする

と，旧正月を過ごす際は老人に新年のあいさつをすべきで

ある）（《手》：408）

（47）⒝ 按眼下的行情，这张画至少值五千多元。（現在の市況からす

ると，この絵は少なくとも 5000元余りの価値である）

（《实》：306）

（48）⒜ 这件事对我来说有点儿难。（このことは彼にとって難しい）

（《手》：361）

（49）⒝ 对王红来说，她最希望的事是能考上大学。（王紅について言

えば，彼女が最も願うのは大学に合格することだ）（《手》：

361）
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（50）⒝ 从工程质量来说，这点小错误是不能容忍的。（プロジェクト

の質から言うと，この小さな間違いは容認できないもので

ある）（《实》：278）

（51）⒝ 从检查结果来看，你的病不太严重。（検査結果から見ると，

あなたの病気はそんなにひどくありません）（《虚》：370）

　ここで挙げた介詞は“按”“按照”“照”“从”“对”は「…に基づいて」

という判断基準を表すという共通点を持つ。この動きは，一種の視点移動

と表現することができる。即ち，介詞フレーズからは発話行為の“说”

“讲”知覚行為“看”と言った行為を透視することができる。上掲の介詞

フレーズにおいても“介詞＋賓語”の形で顕現されるもの（例（46）（47）参

照）を見ることができる。しかし，実際には多く“按…说”“按照…（来）

说”“照…看（来）”“从…（来）看”“从…来说”“对…来说”等介詞賓語

と述詞性語句の間に連結成分を置くフレーム介詞（17）の形式で用いられる

（例（43）-（45），（48）-（51）参照）。

　例えばここで挙げた本章の冒頭でも触れたが，介詞フレーズ（Ⅱ）は話者

の視点と動作者の視点の双方を導入できるという機能を有する。“说”に

示される発話や，“看”に示される発話行為は人類共通に有する普遍的能

力となる。以上，このグループ介詞フレーズからも一定数の動作性を見出

すことができる。よって，介詞フレーズの述詞義可別度も相対的にある程

度の高さを示すことができると思われる。

（17） 「フレーム介詞」については“框式介词”に対して用いた筆者による訳語で

ある。“框式介詞”は“联系项居中原则”が反映された現象の一つと言える。

フレーズ介詞を例にとれば，“按照…（来）说”の“（来）说”，“照…（来）看”

の“（来）看”等は“联系项”として介詞賓語と中心語の間に置かれ両者の境

目と（構造的）関係性を示す働きをすることになる。詳細な定義や内容につい

ては刘丹青（2002）。
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（H）　時間的起点を表す介詞フレーズ

　このグループに属す介詞は「［ある時間］から」という起点となる時間

を表す“从，打，由，自”が該当することとなる。

（52）⒜ 她从昨天下午开始就有点儿不舒服。（彼女は昨日から少し気

分が良くありません）（《实》：272）

（53）⒝ 从现在起，我再也不吸烟了。（今から，私は二度とタバコを

吸いません）（《手》：356）

（54）⒝ 由 1979 年开始，她就从事业余写作，已经坚持十八年了。

（1979年から，彼女は余暇として執筆を行っており，既に

18年間続けています）（《实》：297）

（55）⒝ 打今儿起，你不用每天浇水了。（今日から，あなたは毎日水

をやる必要がありません）（《虚》：115）

（56）⒝ 从创造到表演，报纸上都有不少评论。（創造から上演まで，

新聞では多くの論評が成されています）（《虚》：109）

（57）⒝ 打十岁到今天，我没有上过医院。（十歳から今日まで，私は

病院に行ったことがありません）（《虚》：115）

　上に示した“从”類介詞は多く“从…开始”“从…起”“从…到…”等フ

レーム介詞の方式で表現される（例（52）-（57）参照）。これは介詞の文法化

の度合いが極めてたかく介詞フレーズだけで動作義を表すのは困難な部分

を補う為の手法と推測される。以上，このグループの介詞フレーズからも

一定数の述詞義可別度を見出すことができる。

4.4　二つの事態の発生順序が明確なパターン

（ I ）　因果関係に用いられる介詞フレーズ

　以上 4.1節から 4.3節までで取り上げた介詞フレーズ（Ⅱ）は，介詞フ

レーズと述詞性語との組み合わせにおいて，介詞フレーズと述詞性語句に

よって示される二つの事柄の時間的に順序ははっきり線引きにしにくいも
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のである。一方，ここで取り上げる例については二つの事柄の時系列上の

順序や切れ目ははっきりしたものとなる。このタイプに属すものとして原

因を表す“因为”“由于”や結果を表す“为”“为了”を挙げることができ

る。

（58）⒜ 小田因为这件事（→这件事发生了）还受到了表扬。（田さん

は，このこと故に賞賛を受けました）（《八》：622）

　　 ⒝ 因为这件事（→这件事发生了），小田还受到了表扬。（この

こと故に田さんは，賞賛を受けました）（《八》：622）

（59）⒜ 他为这些衣服（→买这件衣服）花了一百多元。（彼はこの服

の為に 100元余り使いました）（《实》：296）

（60）⒜ 老师们为培养下一代，辛勤工作。（先生達は次世代を育成す

る為に，懸命に働いています）（《手》：390）

（61）⒝ 由于大家的共同努力（→大家共同努力），试验终于成功了。

（みんなの一緒になった努力によって，試験はついに成功し

ました）《手》：400）

（62）⒝ 为了父母（→实现父母的愿望），他报考了医学院。（両親の

為に，彼は医科大学の受験を申し込みました）（《手》：391）

（63）⒝ 为了当一名话剧演员，他每天背诵台词，练习发音。（現代劇

の役者になる為に，彼は毎日セリフを覚え，発音を練習し

ています）（《实》：296）

　意味的角度から見ると，原因と結果は表裏一体の概念度である。理論的

に見ると，これらは〈起点〉指向であるのか〈着点〉指向にあるのかとい

う点にある。前者は自主性を有さず，通常示される事柄の発生順序は述詞

成分の示す内容より先の発生となる。一方，後者は自主性を有するものと

なり，その示す事柄は時系列上述詞成分の表す事情よりも後の発生となる

のとなる（古川 2000：38-40）。換言すれば，前者は動作者の制御域を抜

け出した内容である。よって，理論的には述詞義可別度は相対的に高いも
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のとなる。一方目的は動作者の設定した制御域の中で認知されるものであ

る。よって，理論的には述詞義可別度は相対的に小さなものとなる。

　但し，〈起点〉指向と〈着点〉指向〈起点〉指向はお互いに排斥しあう

関係ではなく，お互い包含関係を持つ。即ち，前者も後者の要素を含み，

後者も前者の要素を含むものとなる（古川 2000：36）。例えば（58）の“这

件事”という“受到了表扬”の動機（原因）となるが，同時に“受到了表

扬”という行為の対象を兼ねることになる。即ち，目的と対象は〈着点〉

指向という点で共通点を持つこととなる。更には例（60）の“培养下一代”，

例（63）的“当一名话剧演员”は通常目的として捉えやすい事柄と思われ

る。但し，この両者にも原因的要素が見出されることになる。これら両者

は，それぞれ“辛勤工作”，“背诵台词，练习发音”という動作を行う上で

の到達目標になると同時に，これらの動作を行わせる上での動機づけにも

なってくる。

　また介詞賓語という点について見ても，述詞性語句の用いられる場合と

名詞性語句の用いられる場合が存在する。まずは述詞性語句が用いられる

場合であるが，例（60）（63）では介詞賓語が動賓フレーズとなる。例（61）で

は，名動詞となる。当然この部分から，述詞義を窺うことができる。また

名詞性語句が介詞賓語になった状況（例（58）（59）（62））であるが，この場

合も介詞フレーズの中から“这件事发生了”（このことが発生した），“买

这件衣服”（この服を買う），“实现父母的愿望”（両親の願いを叶える）の

ような述詞成分の存在が透視できる。以上，このグループでも述詞性語句

と比較して，介詞フレーズは一定数の述詞義可別度を見出すことができ

る。

5．介詞フレーズ（Ⅲ）

　このタイプに属す介詞としては“关于”（…に関して），“至于”（…に
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至っては）が該当することになる。

（64）⒜   *我关于中国历史知道得多。（私は中国の歴史に関してよく

知っています）

　　 ⒝ 关于中国历史，我知道得多。（中国の歴史に関して，私はよ

く知っています）（《手》：368）

（65）⒜   *我关于国际形势了解得不多。（私は国際情勢に関してよく分

かりません）

　　 ⒝ 关于国际形势，我了解得不多。（国際情勢に関して，私はよ

く分かりません）（《虚》：211）

（66）⒜   *他在危急关头想到的是人民的利益，他至于个人的安危，从

来没有放在心上。（彼は火急の時思い浮かぶのは人民の利益

であり，彼は個人の安否に至ってはこれまで気にとめたこ

とがなかった）

　　 ⒝ 他在危急关头想到的是人民的利益，至于个人的安危，他从

来没有放在心上。（彼は火急の時思い浮かぶのは人民の利益

であり，個人の安否に至っては，彼はこれまで気にとめた

ことがなかった）《八》：684）

　ここで挙げた介詞“关于”“至于”の語順制限については，多くの参考

書や論文の中でも言及されてきた内容である（丁声树 1961：106，史彩霞

2004：71，范光林 2010：37，聂仁发 2007，20110，2013：125，《八》，《详

解》）。更に，聂仁发（2007，2010）では“关于”“至于”の話題マーカー

としての機能を指摘し，更には“话题”と“述题”（本稿で言う「主語＋

述詞性語句」の部分）主体と内容の関係であると主張されている。

　ここで，まずは介詞フレーズの呈する述詞義について触れておきたい。

通常これらの介詞は，4.2節，4.3節，4.4節で論じたものと同様，述詞義

を見出すことができる。

（67）⒝ 关于兴修水利，县政府正在全面规划。（水利工事を興すこと
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に関して，県政府はちょうど全面的に企画しているところ

です）（李叔湘 1999： 240）

（68）⒝ 关于学校增加学生名额，你们准备采取什么具体措施？（学

校が学生の定員を増やすことに関して，あなた達はどのよ

うな措置をとるつもりですか）（吕叔湘 1999：240）

（69）⒝ 关于中国历史（→中国历史是什么样的），我知道得多。（中

国の歴史に関して，私はよく知っています）（《手》：368）

（70）⒝ 关于国际形势（→国际形势如何），我了解得不多。（国際情

勢に関して，私はよく分かりません）（《虚》：211）（＝（65））

（71）⒝ 至于是否应聘，我还没有作出最后决定。（招請に応じるべき

かどうか，私はまだ最後の決定をしていません）（张宜生

2000： 115）

（72）⒝ 他在危急关头想到的是人民的利益，至于个人的安危（→个人

安全不安全），他从来没有放在心上。（《八》：684）（＝（66））

（73）⒝ 这个小组一年里创造了不少新工具，至于零星的小革新（→

进行了零星的小革新），那就更多了。（このグループは 1年

に多くの新しい道具を創造しました。細々とした小さな革

新に至っては，もっと多くなります）（《虚》：745）

　次に各介詞の解説について着目していきたい。まずは“关于”について

であるが，多くの辞書において“关于”に対して“表关涉”（関連するこ

とを表す）（18）或は“表示关涉的对象”（関連する対象を表す），“引进关涉

的对象（19）”（関連する対象を導入する），“介绍出涉及的事物（20）”（関連する

事物を紹介する）等という解説が付されている（21）。しかし，この解説は少

（18） 《虚：210》参照。

（19） 《现汉：477》，《手：367）参照。

（20） 《常用：438》参照。

（21） 《八：240》参照。
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し舌足らずな感が否めない。例文によっては，関連付けられる対象には直

接では話題として用いられないものがある。これらは，介詞“关于”の支

えがあって初めて後続する主述フレーズは内容となることができる。例え

ば，聂仁发（2007：42）では以下の例において“关于”を文頭に置くと成

立度が高くなると言う。

（74）  
?类风湿性关节炎，我得多带几本。

　　　―→关于类风湿性关节炎，我得多带几本。（間接リウマチに関

して，私は何冊か多めに本を携帯しておかないといけません）

（75）   *那场大雨，我们应该吃饭了。（22）

　　　―→？关于那场大雨，我们应该吃饭了。（あの大雨では，私達

は食事をすべき時間を迎えていました）

　以上に示すように，“关于”は両者の関係性を標記するだけではなく，

本来関連性を有する両者を連結させる強力な影響力を持つことが伺い知れ

る（23）。この部分に着目してみると，“关于”の場合は，「関連対象を示す」

というだけに留まらず，「関連者として見なす / 位置づける」という話者

（22） 聂仁发（2007：42）でも触れられているが，先行研究の指摘において，もし

も発話環境による補助があれば“那场大雨，我们应该吃饭了”という例も成立

の余地を有するという指摘が見られる。例えば屈承熹（2013：3）によると，「話

者が大雨の為，退勤して帰宅する途中大幅に時間が日頃より 1，2時間遅れ，

家に着いた時には既に夕ご飯の時間を大幅に過ぎてしまった」という状況にお

いて“那场大雨”と“我们应该吃饭了”に関連性が生まれ，文が成立に至ると

ある。

（23） 先行研究では，中国語の介詞フレーズが話題となる場合，介詞の省略が可と

なるパターンのあることを指摘するものが存在している（陆丙甫 2004：11，

范光林 2010：37。例文は陆丙甫 2004：11より引用）：（在）院子里我们已经栽

了几棵树。（庭の中に私達は何本かの木を植えました）。このような現象を見る

時，本文中で取り上げた“关于”“至于”と反対に，ここに挙げた例の“在”

は話題であることを示すマーカーを有するのみであり，本来話題とはなりにく

い成分を話題へと変換させる強制力を有していないことが窺い知れる。
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による自主動作の含みを持つものと考えられる。即ち，この解釈から見る

場合，“关于”自身の介詞義に話者による動作行為義が含まれていること

を伺うことができる。よって，述詞性語句の述詞性可別度が如何なる状況

にあろうとも，介詞フレーズ自体が極めて大きな値の述詞義可別度を醸し

出すことになる。

　一方“至于”の意味解釈を見ると，通常辞書等では“另提一件事”（別

に一つの事柄を取り上げる），“另提一个话题”（別に一つの話題を取り上

げる）等の意味解釈をみることができる。即ち，意味解釈の中から話者に

よる“提”という動作の存在を伺い知ることができる。この部分は“关

于”と類似した特徴となる。

（76）   *类风湿性关节炎，我得多带几本。

　　　―→至于类风湿性关节炎，我得多带几本。（間接リウマチに至っ

ては，私は何冊か多めに本を携帯しないといけません）

（77）   *那场大雨，我们应该吃饭了。

　　　―→至于那场大雨，我们应该吃饭了。（あの大雨のことだった

ら，私達は［構わずに］食事をしましょう）（24）

　以上，“至于”の意味機能も本来述詞性語句と関連性を持たない語句を

結びつける機能を有し，やはり話者の意図的な行為を透視することができ

る。同時に，極めて大きな述詞義可別度を見出すことができる。

　かくの如く，ここで紹介した介詞フレーズは高い値の可別度を示すこと

になり，［介詞フレーズ＋述詞性語句］は［可別度高＋可別度低］の組み

合わせとなり，緩やかな構造とならざるを得ず，結果として語順⒝のみし

か許容できなくなる。

（24） 聂仁发（2010：163）では，更に“至于那场大雨，我们应该吃饭了”という

例に対して“不用管那场大雨，还是吃饭吧（あの大雨に構うことはない。やは

りご飯を食べましょう）”という言外の意味があることを指摘している。
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6．結　論

　本稿では介詞フレーズ連用修飾語の語順が，介詞フレーズ（Ⅰ）（Ⅱ）（Ⅲ）

と３種類に分かれる要因について述詞義可別度という点から論じてきた。

最後に得られた結論を以下に纏めておく。

（一） 介詞フレーズ（Ⅰ）には二種類が存在する。（ 1 ）介詞フレーズに後

続する述詞性語句は動作性を表す。大部分は，こちらの状況が該当

する。述詞義可別度において，介詞は遠く動詞には及ばない。そし

て，可別度の低い成分は可別度の高い成分の前には置きづらくな

る。（ 2 ）介詞フレーズに後続する述詞性語句が状態を表す場合。こ

の場合，述詞性語句に動作的情報は含まれていない。しかし，述詞

性語句と比較してみると，介詞フレーズは低い値の述詞義可別度を

示す。よって，主語の前面に置きにくくなる。

（二） 介詞フレーズ（Ⅱ）には，共起する述詞性語句は動作を表す場合も

状態を表す場合もある。何れの場合においても，述詞性語句と対照

してみる時，介詞フレーズは一定度数の述詞義可別度を認知させる

ことができるものとなる。この時，介詞フレーズに示され動作は動

作者によるもの，話者によるものの双方が存在する。介詞フレーズ

自身には可別度の数値幅において一定の融通性を呈し，完全に動作

者の制御域を抜け出るものとはならない。結果として語順⒜⒝の双

方が許容されるという現象に至ることとなる。

（三） 介詞フレーズ（Ⅲ）において，介詞フレーズの呈する行為は話者に

よって発せられるものとなり，動作者の制御域の外に属すことにな

る。同時に，介詞フレーズは極めて大きな述詞義可別度を示すもの

となる。結果として語順⒝のみしか許容されないという現象に繋が

ることとなる。
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（四） 総じて，主語と介詞フレーズのどちらが先に置かれるかという位

置関係について，共通した特徴を見出すことができる。両者を対照

してみると，介詞フレーズの呈する述詞義，述詞性語句の動作性と

状態性等の要因により，前に置かれる前置フレーズの方が述詞性語

句に対して相対的により大きな述詞義可別度を認知させるものとな

る。即ち，両者の語順表現には可別度領前原則が大きく影響を及ぼ

しており，述詞性語句と相対的に見た可別度の高さがそれぞれ（Ⅰ）

（Ⅱ）（Ⅲ）の語順に反映されたことになる。

例文出典

《八》吕叔湘 1999．《现代汉语八百词》，北京：商务印书馆。

《常用》李忆民 1997．《现代汉语常用词用法词典》，北京：北京语言文化大学出版

社。

《实》刘月华等 2001．《实用现代汉语语法（增订本）》，北京：商务印书馆。

《手》李晓琪 2003．《现代汉语虚词手册》，北京：北京大学出版社。

《现汉》中国社会科学院语言研究所词典编辑室编 2012．《现代汉语词典（第 6 版）》，

北京：商务印书馆

《详解》俞士汶 2003．《现代汉语语法信息词典详解（第二版）》，北京：清华大学

出版社。

《虚》张斌 2001．《现代汉语虚词词典》，北京：商务印书馆。

参考文献

〔中国語〕

陈平 1994．试论汉语中三种句子成分与语义成分的配位原则《中国语文》第 3 期，

161-168 页。

陈平 2004．汉语双项名词句与话题―陈述结构《中国语文》第 6 期，493-507 页。

丁健 2014. 可别度对受事次话题句的影响―以吴语台州话为例《中国语文》第 2

期，162-173 页。

丁声树 1961.《现代汉语语法讲话》，北京：商务印书馆。

范光林 2010．不可位移的句首介词短语状语考察《语言应用研究》第 11 期，

36-38 页。

范开泰 2007．汉语话题研究与对外汉语教学《对外汉语教学研究》第 3 期，97-



－ 146－

108 页。

范晓 2001．关于汉语的语序问题（一）《汉语学习》第 5 期，1-12 页。

谷川裕 2000．有关“为”类词的认知解释《语法研究和探索（十）》,31-48 页。

胡裕树 1995．《现代汉语（重订本）》，上海：上海教育出版社。

贺阳著 2008．《现代汉语欧化语法现象研究》，商务印书馆。

李秉震 2012．从隐现和替换看“关于”，“对于”的语义功能《中国语文》第 2 期，

139-148 页。

李临定 1985．介词短语使用漫谈《语言教学与研究》第 3 期，15-26 页。

李文山 2013．定指话题句语义探微《语言教学与研究》第 3 期，74-81 页。

刘丹青 2002．从话语功能看话题标记的实质《汉语中的框式介词》第 4 期，141-

153 页。

刘林军 2013．从话语功能看话题标记的实质《语言教学与研究》第 3 期，91-98 页。

蔺磺 1997．现代汉语介词的语法作用《语文研究》第 2 期，25-29 页。

鲁川 瑞隆缑 刘钦荣 2002．汉语句子语块序列的认知研究和交际研究《汉语学习》

第 2 期，13-23 页。

陆丙甫 1998．从语义，语用看语法形式的实质《中国语文》第 5 期，353-367 页。

陆丙甫 2004．作为一条语言共性的“距离―标记对应律”《中国语文》第 1 期，

3-15 页。

陆丙甫 2005．语序优势的认知解释（上）《当代语言学》第 1 期，1-16 页。

陆丙甫 2008．语序类型学理论与汉语句法研究《当代语言学理论和汉语语法研究》，

北京：商务印书馆，241-256 页。

陆丙甫 2010．论形式和功能的统一是语法分析的根本基础―兼谈转换语法的发

展历史《汉语的认知心里研究―结构 范畴 方法》，北京：商务印书馆。

陆丙甫 应学凤 2013．节律和形态的前后不对称《中国语文》第 5 期，387-405 页。

吕文华 2014．《对外汉语教学语法讲义》，北京：北京大学出版社。

聂仁发 2007．“关于”标记话题的语义基础和句法条件《汉语学习》第 5 期，

40-44 页。

聂仁发 2010．“至于”标记的话题《对外汉语教学研究》第 6 期，159-165 页。

聂仁发 2013．《汉语主语和话题问题研究》，杭州：浙江大学出版社。

屈承熹 2013．话题的表达形式与语用关系，见徐烈炯 刘丹青主编《话题与焦点新

论》上海：上海出版社，1-29 页。

史彩霞 2004．介词的添加与语序的变化《语文学刊》第 9 期，70-72 页。

王自强 1998．《现代汉语虚词词典》，上海：上海辞书出版社。

张宜生 2000．《现代汉语虚词》，上海：华东师范大学出版社。

张黎 2012．主观结构的认知类型学解释《语主观性结构的认知类型学研究》东京：



－ 147－中国語の介詞フレーズ状語を巡る語順原則について（平山）

白帝社，218-230 页。

朱军 2009．《现代汉语受事宾语句中论元 共现规律及管控机制研究》，北京：中国

社会科学出版社。

〔日本語〕

中西千香 2010．現代中国語“对”における機能分化について『愛知大学　言語

と文化』，35-53頁。

中西千香 2011．機能からみた介詞の再分類─実から虚へ─『愛知県立大学

外国語学部紀要第 43号（言語・文学編）』，313-332頁。

【付記】本研究は日本学術振興会（JSPS）科研費（若手研究B（課題番号：

24720191））の助成を受けたものである。本稿は“IACL-22 & NACCL-26”（ア

メリカ・メリーランド，2014. 5）における口頭発表“关于介词短语状语句的语

序问题”に加筆修正を加えたものである。

 （原稿受付　2015年 10月 1日）





―149―

�論 文�

文化的反義語の試案

第4のカテゴリーとして

山 田 政 通

Abstract

Antonymyisusuallyexaminedintermsofthethree-waydistinction,

namelygradable,complementaryanddirectionalantonyms.Thispaper

proposesanewcategoryofculturalantonyms,whicharedefinedaspairs

ofmultipleincompatibilityusedforabinarycontrastinaspecificcon-

text.Itthenoffersapreliminaryclassificationofculturalantonymson

thebasisofdifferingcontextsinwhichtheyoccur.Thisisfollowedby

thedetailedexaminationofactualusesofculturalantonymsbothinEng-

lishandJapanese.Althoughpairingsofculturalantonymsmayvaryin

differentlanguages,theyconstituteanimportantpartofthecultural

schemaineachlanguage.Apropertreatmentofculturalantonymscan

bebeneficialtolanguagelearners・vocabularyenrichmentandcultural

learningaswellastoimproveddescriptionsindictionaries.

キーワード：反義性，文化的反義語，コンテクスト，多項非両立性，二項対立
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3．文化的反義語（CulturalAntonyms）



1．はじめに

反義性（antonymy）は，同義性（又は類義性），上下関係，非両立性

と共に，語彙の意味関係（senserelations）の重要な構成要素である。

反義性は，従来3つに分類されてきたが，本稿では「文化的反義語」とい

う新たなカテゴリーを提案する。まず，3分類された反義語と比較して，

その特徴を明らかにし，具体例を挙げて解説する。さらに実際の使用例を
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...itisamootpointjusthowmanydichotomousrela-

tionsshouldbeheldtofallwithinthescopeof・an-

tonymy・.（Lyons1977：271）

（一体いくつの2分法的関係が，「反義性」の領域内に収ま

るべきかについては，議論の余地がある［著者訳，以下も

同じ］）

Itisamatterofcontroversyhowmanytypesofoppo-

sitesoneshouldusefullyrecognizeinsemanticanaly-

sis.（Crystal2003：27）

（意味分析において，反対のタイプをいくつ認めるのが有

意義かは，論争のあるところである。）

3．1 文化的反義語の定義

3．2 文化的反義語の分類

3．3 文化的反義語の特徴

3．4 その他の例

� 辞書に載っていない例

� 最近の例

� 句の例

� 定形表現（FormulaicExpressions）の例

� 文化的反義語としての専門用語（Jargons）

3．5 基本的反義語（CanonicalAntonyms）と

反義語ネットワーク

4．結語



談話分析の手法等を用いて精査し，最後に文化的反義語の有用性を探る。

2．反義語とその3分類

2．1 反義語とは

反義語（antonym）は，一般的には以下のように捉えられている：

（1） awordthatmeanstheoppositeofanotherword

（LDOCE2009：63）

（2） awordwhichisoppositeinmeaningtoanotherword

（RichardsandSchmidt2010：27）

両者とも，他の語の「反対（opposite）」を意味する語という定義である

が，boyとgirlの反義語ペアーを例に成分分析（componentialanalysis）

の手法を利用して，詳細にみると以下のようになる：

（3） boyとgirlの意味分析

boy＝［human］＋［child］＋［male］

girl＝［human］＋［child］＋［female］

要点は，反対と言っても語義全体が対立しているのではなく，上記の例で

は最後の［male］と［female］の性別という1点でだけ対立しているの

である。共通点（この例では［human］と［child］）を有しつつ最小の

差異を示すのが反義語の特徴である。Jonesetal.（2012：3）は，この点

を捉えて「最小差異の原則（the・principleofminimaldifference・）」と

名付けている。
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2．2 反義語の3分類

反義語は，通例①段階的反義語，②相補的反義語，そして③方向的反義

語と3分類されてきた（池上1996,中野2012,Yamada2009）。段階的反

義語（gradableantonyms）とは，moreorlessという段階的な関係に

ある反義語で，最大の特徴は反義語間に中間段階があるという点である。

long/short,old/young（以下，反義語ペアーは/［スラッシュ］の左右に

配置して示す）などがその例で，中間段階があるので比較級にすることが

可能である。図式化すると以下のようになる：

（4） 段階的反義語：

両方向へ延びる矢印により，反義語ペアーのAとBの間に存在する中間

段階を示している。

②の相補的反義語（complementaryantonyms）は，AorBという二

者択一の関係にある反義語で，①のような中間段階は存在しない。また，

段階性がないので比較級にはできない。典型例としてはpresent/absent,

alive/deadなどがあり，Aが当てはまれば，Bの可能性はゼロとなると

いう相補的な関係にあり，AとBが意味領域を二分する下記の図のよう

に表示できる：

（5） 相補的反義語：

最後の③方向的反義語（directionalantonyms）は，反義語同士が何

らかの反対関係にある場合である。

（6） 方向的反義語：
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A B moreorlessの関係

AorBの関係A B

A ⇔ B 反対関係



上記の双方向の矢印（⇔）は，反対・対立関係を示すが，主に3種類に下

位区分されることが多い：�逆方向反義語（reversives：up/down,

pull/push,begin/stopなど），�両対極反義語（antipodals：top/bottom,

entrance/exitなど），�逆関係反義語（converses：above/below,buy/

sell,husband/wifeなど）という分類である。

3．文化的反義語（CulturalAntonyms）

前節の3分類が，反義語についての伝統的な枠組みであるが，これらに

当てはまらない反義語が，以前よりいくつか指摘されてきた。まず，大塚・

中島（1982：84）は，「文化的に定義された反義」としてtown/country,

アカ/シロ などを挙げている。例えば，前者はIpreferthetowntothe

country.（LongmanDictionaryofEnglishLanguageandCulture,2005,p.

147：下線は著者）（1）のように使われ，後者は，祝い事では紅白饅頭，対

抗するものを表すときは紅白試合のように使用される（広辞苑，大辞

泉）（2）。

Hofmann（1993：40）は，多くのアメリカ人にとりmountainの反対

はvalleyであるのに対して，多くの日本人にとり山の反対は海であろう

と述べ，言語の知識と共に文化的な背景が関連していると述べてい

る（・thepairconstitutespartoftheircultureaswellaslinguistic

knowledge・p.44）（3）。また，Cruse（1986：198&2000：167）はtea/cof-

fee（食後の飲み物として）やgas/electricity（熱源として）などの対立

を ・accidentalopposites・（「偶然の対立語」）と呼び，通常の反義語とは

異なり，論理的，本質的な根拠はないが，事実上二つの選択肢しかない状

況では対立する語として認識されやすいと指摘している（・tea/coffeeand

gas/electricityarefeltbysomespeakerstohaveadegreeofopposite-

ness,butonlyinsituationswheretheyrepresentatwo-waychoice・）。
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さらに，日本語では，村木（2005：94）が，反義語の1分類として「開

いた反義対」を設定し，部屋のタイプとして和室/洋室のペアーなどを例

として挙げている。

本稿では，このような従来の3分類には当てはまらない反義語で，文化

的な背景を持つと考えられるものを文化的反義語（CulturalAntonyms）

と呼ぶことにする。上述の一連の研究は，反義語全体の考察において，あ

くまでも1分類として文化的反義語に部分的に触れているだけで，その定

義付けや下位分類などを含め，文化的反義語の全体像を探る本格的な調査・

研究は，著者の知る限り皆無である。本稿は，文化的反義語の全体像に迫

る研究の第一歩となることを目指す。

3．1 文化的反義語の定義

文化的反義語とは，元来は下位語として多項非両立性（multiplein-

compatibility）の関係にある2語が，実際の言語使用で選択肢がその二

つに限定され，あたかも相補的反義語のように扱われる例であると，本稿

では定義することにする。Cruseのtea/coffeeを例にすると，下記に示す

ように，飲み物（beverage）の下位語としては複数のものが存在するが，

飛行中の機内食の最後に出される飲み物としては，通例最初の二つに限定

されるとすると，この二つが二者択一の関係になり，二項対立（binary

opposition）を示す反義語のように扱われるようになる。

（7） 文化的反義としてのtea/coffee

文化的反義語は，一般の辞書には反義語としては記述されていない場合
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tea coffee milk cocoa coke beer etc.

beverage



が多く，特に語学学習者には学びにくい現状にある。通常反義語は意味論

のトピックであるが，文化的反義語は現実の世界と直接係わり，コンテク

ストに依存するという意味で，語用論的な要素を多く有している。

3．2 文化的反義語の分類

文化的反義語に興味を持つきっかけは，著者自身が1999年から2000年

にかけて1年間にわたり，アメリカのワシントンDC近郊で生活した時に

遭遇した以下のような実例である。

（8） 文化的反義語の実例：著者のアメリカ滞在の経験から

1 atsupermarkets���������������：・Paperorplastic?・

2 atshops��������������������������������：・Cashorcharge?・（4）

3 atdrugstores���������������������：・Brandorgeneric?・

4 atfastfoodrestaurants：・Forhereortogo?・

スーパーのレジでは最後に ・Paperorplastic?・（「紙袋，それともビニー

ル袋」）と言われ，店では ・Cashorcharge?・（「現金ですか，カードです

か」）と支払い方法の選択を訊ねられた。また，ドラッグストアーで処方

箋を出すと ・Brandorgeneric?・（「ブランド薬品，それともジェネリッ

ク薬品ですか」）と問われ，ファーストフード店でも ・Forhereortogo?・

（「店内でお召し上がり，またはお持ち帰り？」）という選択肢を投げかけ

られた。いずれも文化的反義語を用いた ・AorB・という選択を訊ねる形

式で，その当時現地で日常生活を送るには不可欠な重要表現であった（た

だし，レジ袋の種類，支払方法，薬品の分類，注文の仕方など現実世界が

変われば，これらの文化的反義語も当然変化するであろう）。

文化的反義語は，適用範囲によりいくつかに分類できそうである。ここ

では便宜上，①一般的対立（GeneralOpposites），②国内レベルの対立
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（NationalOpposites），③ローカルな対立（LocalOpposites）を想定し，

例と共に見ていく。

① ・GeneralOpposites・：世界で広く認知されているもの

（9） flights������������������：domestic/international（5）

（10） sportevents�����：home/away

（11） sexuality������������：straight/gay

まず，①のレベルは，国のレベルを超えて国際的に通用するもので，航空

便に関してのdomestic/international（国内線・国際線）という対立が挙

げられるであろう。スポーツの世界では，ホーム（ゲーム）とアウェー

（ゲーム）という区別がよく用いられる（勿論，スポーツの種類によるが）。

また，性的嗜好についても，異性又は同性を好むかというという区別が広

く認知されているように思える。

次の②は，国内レベルでの対立で，特定の言語文化圏内で通用するもの

が含まれる。例えば，イギリス（UK）の政治ではConservative/Labour

（保守党［の］/労働党［の］），アメリカ（US）ではDemocrat/Republican

（民主党［の］/共和党［の］）のペアーが挙げられる。

② ・NationalOpposites・：特定の言語文化圏で通用するもの

（12） UKpolitics����������：Conservative/Labour

（13） USpolitics�����������：Democrat/Republican

（14） UKuniversities：Oxford/Cambridge

（15） UKbuses��������������：bus/coach

（16） USgovernments：state/federal

また，イギリスを代表する大学としてOxford大学とCambridge大学の
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二つがあり，よきライバルとして互いに比較の対象となっている（両者の

関連性の強さを示すように，Oxbridgeという混成語も生まれている）（6）。

（15）の「市内バス」と「長距離（観光）バス」の峻別も，イギリス英語の

特徴であろう。（16）の「州政府（の）」と「連邦政府（の）」の対立は，アメ

リカの政治・社会制度を理解する上での不可欠なキーワードであり，教授

上の価値が高いと著者は考える（後述の大麻使用のニュースの例（21）は，

あくまでもstateレベルの状況を扱っている点に注意を払う必要がある）。

第3のローカルな対立は，一つの言語文化圏中の限られた範囲内で通用

するものを想定する。

③ ・LocalOpposites・：一つの言語文化圏中の限定された範囲で通用

するもの

（17） RivalsoffootballclubsinGlasgow,Scotland（UK）：

Celtic/Rangers

（18） inthemindsofpeopleinEdinburgh,Scotland（UK）：

Edinburgh/Glasgow

（19） inthemindsofpeopleinWashington,D.C.（US）：

Washington,D.C./NewYork

地域限定のローカル対立として，上に3つの例を挙げたが，いずれも著者

の現地での滞在体験が基になっている。まず，（17）ではイギリス・グラス

ゴーに本拠地を置く二つのサッカーチーム，CelticとRangersが挙げら

れている。前者はカトリック系，後者はプロテスタント系サポーターが応

援していて，強豪の両チームは長年のライバルとなっている。（18）は，イ

ギリス・スコットランドのエジンバラ市の住人には，Edinburgh/Glas-

gowという対抗意識があることを示している。エジンバラは，人口面で

はグラスゴーに劣るが，スコットランドの首都としての誇りや金融・保険
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業で潤ったホワイトカラーの都市という自負があり，労働者の町というイ

メージを持つ後者との違いに敏感である。同様に，（19）のアメリカのワシ

ントンD.C.の住人にとっては，Washington,D.C./NewYorkという対

比が存在する。都市の規模としては大差をつけられているものの，ワシン

トンD.C.の住人には，政治の中心地である自負があり，何かにつけビジ

ネスの中心地であるニューヨークに対抗意識を持っている（ただし，N.

Y.の住人には，ワシントンD.C.に対する特段の対抗意識はないようで，

あくまでも一方通行の思いのようだ）（7）。

3．3 文化的反義語の特徴

文化的反義語の特徴の一つとして，まずコンテクスト依存（context

dependency）が挙げられる。この特性は，反義語一般の特徴であるとも

言われている（・contextsensitive・：Jonesetal.2012）が，3．4の実例

で示されるように，文化的反義語ではその度合いがさらに高くなる。

文化的反義語は，文化的背景知識を示すスキーマ（schema）の重要な

一部を構成すると思われるが，同じ英語圏でもバリエーションがあり，か

つ時の経過と共に変化する点に留意する必要がある。例えば，先に挙げた

アメリカ英語の表現 ・Forhereortogo?・は，他に ・Tostayortogo?・

という言い方もあり，イギリスでは ・Forhereortakeaway?・が一般的

だという（内田2009：203�204）。また，通時的な変化の例を挙げると，

幼児について英語文化圏では ・blueforboysandpinkforgirls・という

男女の色分け（blue/pink）あるが，これは過去30年ほどの比較的新し

い慣習で，それ以前は明確な区別はなかったようである（Maglaty2011）。

3．4 その他の例

� 辞書に載っていない例：kid/boy

前述のように，文化的反義語は，辞書に明確な記述がない場合が多い。
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次のkidとboyの対立も，そのような例である。この例は，中年男性が

自分の少年時代を回想する部分で，8歳の時初めて学校をサボり，年上の

不良グループと釣りに行った場面の描写である（下線は著者）：

（20） kidvs.boy（子供の成長過程を示す語として）

...IknewthatIwasn・takidanylonger,Iwasaboyatlast.

Andit・sawonderfulthingtobeaboy,togoroamingwhere

grown-upscan・tcatchyou,andtochaseratsandkillbirds...

（出典：Orwell,George（1939）ComingUpforAir,p.66：「も

う自分は子供ではなく，ついに少年になったと気付いた。そして，

少年になれるのは素晴らしいことで，大人に見つからないところ

を歩き回ったり，ネズミを追い回したり，鳥を殺したり…」）

LDOCE（2009：958）のkidの第1項には，・［informal］achild・とあり，

それに続く REGISTERの解説には ・Kidisinformal.Forformalor

writtenstylesusechild・（太字は原文のまま）という記述がある。つま

り，kidはスタイルの点でchildと類義関係にあり，男の子だけでなく女

の子も含むので，正確には男子限定のboyに対する反義語にはなりえな

い。また，kidとboyは，子供の成長過程を示す類義語とも捉えることも

できるであろう。いずれにせよ，辞書では反義語との記述はないが，上記

の例では「もう自分は子供（kid）ではなく，ついに少年（boy）になっ

た」と，kidとboyは明らかに対立概念として提示されている（8）。

� 最近の例：medical/recreational（大麻使用の区分として）

文化的反義語は，コンテクストに依存して成立するので，通常は反義語

と見なされないペアーも，特定のコンテクストで対立概念として使用され

ることがある。以下の例は，アメリカの州（state）レベルでの大麻解禁
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のニュースで，大麻使用に関しては medical（医療用）と recreational

（嗜好用）が，文化的反義語として機能する（下線は著者）。

（21） medical/recreational（大麻使用の区分として）

Twenty-onestatesandtheDistrictofColumbianowhave

lawslegalizingmarijuanainsomeform.Sofar,onlyColo-

radoandWashingtonstateshavelegalizedmarijuanafor

recreationaluse,whileotherstatespermitmedicalmari-

juana.Alimitedmedicalmarijuanalawmostrecentlywent

intoeffectOct.1inMaryland...

（・StateMarijuanaLawsMap・の解説：出典http://www.gov

erning.com/gov-data/safety-justice/state-marijuana-laws-

map-medical-recreational.html/currentasofOct2013：2013

年11月30日検索）

（21州とコロンビア特別区は，何らかの形で今や大麻を合法化

している。医療用大麻を承認している州はあるが，これまでコロ

ラド州とワシントン州だけが嗜好用大麻を合法化している。直近

の例ではメリーランド州で限定的な医療用大麻を合法化する法律

が10月1日に発効した。）

例文中のmedicalはmedicinalとなることもあるようだが，医療と嗜好

という概念は，通常では対比的に用いられることないであろう。

Jonesetal.（2012：147）は，このようにコンテクストに依存した反義

語を ・contextuallyconstructedpairs・と呼んで，通常の反義語との区

別を示唆している。また，Jeffries（2010）は，このような対立語を ・con-

structedopposites・と呼んでいて，その詳細な分析は注目に値する。
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� 句の例 :gohome/facearrest

ここまでは，単語の例が多かったが，ここでは句の例を取り上げる。下

記は，2013年夏にイギリス内務省が，不法滞在移民の国外退去を求める

メッセージを掲載した宣伝カーをロンドン市内に走らせたというニュース

の一部である：

（22） ・GoHomeorFaceArrest・

TheHomeOfficevansencouragingillegalimmigrantsto

・gohomeorfacearrest・（掲載写真のキャプション：［イギリス］

内務省のトラック，不法滞在移民に「祖国へ帰れ，さもなくば逮

捕だ」と促す；出典TheTelegraph,18Aug.2013,http://www.

telegraph.co.uk/news/uknews/immigration/10230436/Pickles-

questions-go-home-or-face-arrest-campaign.html）：2013年10

月15日検索：下線は著者）

不法滞在移民に，「祖国へ帰れ，さもなくば逮捕だ」と警告をしている。

このメッセージでは，gohomeとfacearrestという句が二項対立を構成

し，文化的反義語となっていると考えられる。この広報活動は，その後反

対運動が起こり中止になるが，gohomeがただ単に「自宅へ帰る」ではな

く，「祖国へ帰れ」というヘイト・スピーチの要素を含むこと，また実際
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には他の選択肢（例えば，「亡命する」，「第3国へ行く」，「法廷に訴える」

など）をすべて度外視し，二つの選択肢を強要する内容である点などが，

特徴として浮かび上がる。特に後者の点は，政治的な文脈でたびたび観察

できる現象である。森岡（2005：71）は，反義語による「二者択一の判断

は，必然的に二価判断を導き，事実の世界の多様な実態を消去して，安易

な独断を生む結果になる」と二項対立的な議論の弊害を警告している（9）。

傾聴に値する指摘であろう。

� 定型表現（FormulaicExpressions）の例

前節では句の例を見たが，さらに表現の範囲を広げ，ここでは定形表現

の例を見てみよう。英語の例の蓄積が十分でないので，ここでは日本語の

例を取り上げる。以下のような例が，文化的反義語の候補となると思われ

る：

（23）［外出時/帰宅時］：行ってきます /ただいま

（24）［食事の時］ ：いただきます /ごちそうさま

（25）［挨拶］ ：おはよう（ございます）/おやすみ（なさい）

（26）［店員の挨拶］ ：いらっしゃい（ませ）/ありがとうござい

ました

いずれも物事の初めと終わりを区切る表現で，対極性を有する。その意

味では，本稿の最初で触れた反義語の3分類の一つである方向的反義語の

中の両対極反義語（例beginning/end,introduction/conclusionなど）に

類似している。

また，これらの文化的反義語は，日本の言語文化の特徴を象徴する側面

があるように思える。いくつか例を挙げよう（下線は著者）：
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（23�） 『いってきますから，ただいままで。』（子供用ケータイの電

車車内広告；NTTドコモ；山手線，2011.10.16）

（24�） 食卓に初物が載っていても特別の言葉を唱えた覚えは無く，

いつもどおり「頂きます」で始まり「ごちそうさま」で終わる

食事だったが，なぜか改まった感じがした。（渡辺一枝2013

「言葉は誰のものか？」『図書』（岩波書店）774号，p.1）

（24�） 『「いただきます」「ごちそうさま」も和食の文化』（読売新聞：

2013年12月2日，p.20）

（25�） 加賀さんは仏壇兼礼拝所の前であや子さんに，朝は「おはよ

う」，寝る前は「おやすみ」と呼びかけます。（橋本五郎2013

書評「夫婦という不思議なもの」読売新聞 9月8日，p.15）

（23�）は，家庭で子供の発する挨拶の言葉の中に，親の「子供の安全」

を願う気持ちを織り込んで，広告のコピーに活用している例である。（24�）

と（24�）は，食卓での定形表現であるが，（24�）は食卓の日常性を，（24�）
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では和食の特徴をそれぞれ象徴する言葉として機能している。特に後者の

例は，和食がユネスコの無形遺産へ登録されるという新聞記事から取った

ものであるが，和食という具体的な事物を象徴するものとして「ことば」

が挙げられている点に興味が引かれる。（25�）では，亡き妻への思いを象

徴することばとして，定形表現が使われている。これらの文化的反義語は，

日本の日常生活（家庭，親子関係，食卓と食文化，夫婦愛など）のあり方

（又は，その理想像）を端的に表現するキーワードになっていて，日本の

文化理解には不可欠な言葉であろう。

� 文化的反義語としての専門用語（Jargons（10））

コンテクストに依存する文化的反義語の例として，専門用語を考えるこ

ともできるであろう。専門用語は限定された領域内で機能するので，先の

3．2で見た適応領域の3分類では ・LocalOpposites・に当たると思われ

る。例えば，（応用）言語学と語用論という専門分野で二項対立的に使用

される用語のペアーを考えると以下のような例が挙げられる：

（27） 専門用語の例

・（応用）言語学の分野：accuracy/fluency,competence/perform-

ance,EFL/ESL（11） （RichardsandSchmidt2010より）

・語用論の分野：utterance/sentence,force/sense,principles/

rules（語用論と意味論を比較する記述部分：Leech1983より）

当然のことながら，通常の辞書でaccuracyやutteranceを調べても，反

義語としてfluencyやsentenceの記載はないであろう。このような専門

用語は，その分野でのディスコースにおいてのみ有効な二項対立の反義語

であり，文化的反義語の一種と見なすことができる。
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3．5 基本的反義語（CanonicalAntonyms）と反義語ネットワーク

Jonesetal.（2012）に従い，反義語の典型例（又はプロトタイプ：old/

new,good/badなど）を ・基本的・反義語（CanonicalAntonyms）と呼

ぶことにする。これらは，反義語としての認知度が高く，2．2で紹介した

3分類のどれかに属し，辞書にも記述されている反義語である。一方，本

稿で取り上げている文化的反義語は，その周辺部に位置すると考えられる。

基本的反義語のひとつであるwhite/blackを例に取り，そのwhiteを中心

に，関連する文化的反義語の一部をまとめると，以下のような反義語のネッ

トワークが見えてくる（Jonesetal.2012：14）：

（28） whiteの反義語ネットワーク（12）

1 white/black ：ascanonicalantonyms

2 white/red ：inthecontextofwine

3 white/green ：inthecontextofasparagus

4 white/brown：inthecontextofbread&rice（著者の

追加例）

基本的な二項対立であるwhite/black（太文字）に続き，ワインに関する

コンテクストでは，white/red，アスパラガスではwhite/green，パンや

ライスではwhite/brownという対立が考えられるであろう。1の基本的

反義語に比べ，2以降の文化的反義語は，特定のコンテクストでの使用に

限定される可能性が高い。以下は，この反義語ネットワークを図式化する

際の一案である：
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上部の太い矢印（⇔）が基本反義語の関係を示し，その下部に文化的反義

語を配置し，カッコ内に特定のコンテクストを示した。このような図式は，

語相互の意味関係のネットワークを可視化するだけでなく，教授・学習へ

の応用，辞書記述の改善へもつながると考えられる（13）。

もう一つ例を挙げよう。基本反義語のペアーとしてdry/wetがあるが，

その周辺には2,3の対立が考えられる（Hoey2013の配布資料より）：

（30） dryの反義語ネットワーク

1 dry/wet ：ascanonicalantonyms

2 dry/sweet ：wine,sherryetc.

3 dry/buttered：toast（14）

2はワインやシェリーを話題にする時の対立で，3はトーストでバター

など塗っていないものをdrytoastと表現するというところから生じる対

立を指す。図式化すると以下のようになる。
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（29）

（wine） （asparagus） （bread&rice）

WHITE BLACK

RED GREEN BROWN

（31）

（wine&sherry） （toast）

DRY WET

SWEET BUTTERED



この様に可視化することにより，（28）と同様に，反義性を示す意味のネッ

トワークがより捉えやすくなるとともに，教授上のヒントになると考える。

4．結 語

文化的反義語は，ことばとその背後にある文化の繋がりを示す典型例で

あり，文化を読み解くキーワードとなる。文化的反義語を特定することは，

ある時点でのその文化の特質の解明と理解につながる。また，文化的反義

語は，言語教育での活用も期待できる。語彙指導で，反義語としてペアー

で取り上げれば，単独で取り上げるよりさらに語彙拡張へ貢献し，その文

化背景も同時に教授できるメリットが生じる。例えば，アメリカ文化関連

では，state（州政府の）とfederal（連邦政府の）は個々に教えるのでは

なく，ペアーで教える方がより効果的であると思われる。さらに，実用的

な提案としては，前節で例示した反義語のネットワークを参考に，学習者

用の語学辞典に文化的反義語の記述を充実させることが考えられる（15）。

文化的反義語の記述が追加されれば，現実の言語使用に沿った情報が増し，

学習者の利便性が上がるであろう。

本稿では，文化的反義語は元々多項対立であったものが，特定の場面で

二項対立と捉えられる現象であると定義したが，英語や日本語を含め他の

言語にもみられる普遍的な認知上の現象であると思われる。今後の課題と

しては，文化的反義語の実例をさらに精査し，より的確な定義を提案する

ことである。また，反義語は，二項対立を基盤として成立しているが，そ

の普遍性の検証と，また危険性についても論考を深めたい。二項対立は，

物事を把握しやすくする効果を持つと同時に，複雑な現実を過度に単純化

する危険も伴う。先に見た不法移民に対する政府のスローガンのような政

治色の濃いディスコースに注目すると，文化的反義語使用の新たな側面が

浮かび上がると思われる。
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最後に，2．1で述べたように，Jonesetal.（2012：3）は，反義語は

「最小差異の原則」（the・principleofminimaldifference・）に基づくと

述べている。また，田中（2005：85）は類義語と反義語は，「別物ではな

く，両者は，きわめて近い関係にあり，お互いに関連し合って」いると指

摘している。そのように考えると，反義語と類義語との差異は一体何かと

いう疑問が生じてくる。事実，文化的反義語の例を見ると，類義性を感じ

る場合が多々ある。このような反義語と類義語の関連性と差異も今後の課

題としたい。

＊本稿は，著者の口頭発表「・文化的・反義語の試案：第4のカテゴリーとして」

（日本語用論学会：第16回大会，慶應義塾大学・三田校舎，2013年12月8日）

と，講演「反義性再考：・文化的・反義語の試案」（日本語）（国立台湾大学，

2014年5月8日）に基づいている。熱心に質問・コメントをいただいた大学

院生や先生方へ感謝の意を表したい。

（1） 次の例もこの対比の例である：・Idon・tliketoseetheearthgetting

fullerandcountryturningintotown・（Orwell,George［1939］Coming

UpforAir,p.213：「土地が混み合い，田舎が都市に変わるのを見たくな

い」）。また，イソップ物語の「田舎のネズミと町のネズミ」の英訳タイトル

には，・countrymouse・と ・townmouse・が使われている（Aesop・s

Fables,講談社インターナショナル，1988年，p.30）。

（2）『大辞泉（第2版）』（2012年，小学館，p.1241）によると，「紅白試合」

「紅白戦」などの「紅白」は，源平時代（11世紀末から12世紀末までの約

100年間）に源氏は白旗を，平家は赤旗を用いたことが起源であるという。

また，台湾大学での講演の際に台湾の方から，中国語では「紅」は慶事を，

「白」は凶事を表すとのコメントを頂戴した。

（3） 田中（2005：84）は，「山と海」の対立以外にも，「山と川」，「山と谷」な

どもあるとして，「反義語意識の個人差が大きい」と述べている。台湾大学

での講演の際に，中国文化圏でも，古代中国哲学から伝わる陰陽（yin-

yang）の考え方に基づき，「海と山」は対をなすとのコメントを参加者から
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頂いた。

（4） 台湾大学での講演で，台湾人でアメリカの西海岸（サンフランシスコ）で

生活したことのある方から，・Cashorcredit?・という表現をよく聴いたと

のコメントがあった。更に，中年の店員からは ・Cashorcharge?・と訊か

れたという。このバリエーションが地域差，または年代差の為かは判断でき

ない。

（5） 読売新聞（2011年10月18日）によると，アメリカで宇宙観光用の宇宙

船が離着陸する ・spaceport・（宇宙港）が完成したという。将来は地球上で

の飛行に対して，・space・（宇宙）という区分が生まれるのではないだろう

か。

（6） 日本の大学でも，国立では東京大学（東大）と京都大学（京大）が，また

私立（関東）では，早稲田大学（早大）と慶応大学（慶大）が，対比して用

いられることがある。特に後者では，「早慶戦」などと略して用いられるこ

とがある。

（7） さらに，ローカルな対立の先には，「個人レベルの対立」（Idiosyncratic

Opposites）が考えられるであろうが，汎用性は低くなる。

（8） 大石（1995：89）はkidを「ガキ」と訳出している（大石健太郎［訳］

『空気をもとめて』彩流社）。

（9） 2001年の9.11同時多発テロ事件直後の演説で，ブッシュ・アメリカ大統

領（当時）が，・Eitheryouarewithus,oryouarewiththeterrorists.・

（「私たちの味方か，もしくはテロリストの味方かのどちらかだ」）という二

者択一の選択を世界に向けて発信したことが思い起こされる（アメリカ議会

の両院合同会議での演説，2001年9月20日：PresidentGeorgeW.Bush,

inanaddresstoajointsessionofCongressonSeptember20,2001）。

（10） Swannetal.（2004：157）は ・jargon・を以下のように定義している：

・technicalorotherspecialistvocabularyusedwithinacertainsocial

group---mostfrequentlyaprofessionalorspecialinterestgroup---

andthatmaynotbeunderstoodbyoutsides.・（「ある特定の社会グルー

プ---最も多いのは専門職や特別な利益団体---内で使われる専門用語又は

特別な用語で，部外者には理解されないかもしれない語彙」）。

（11） 台湾大学での講演で，ある参加者から，EFLとESLは類義語に近いので

はないかという趣旨のコメントがあったが，非ネイティブへの英語教育を論

じる文脈では，この2語は互いの違いに焦点を置いて用いられることが多い

（RichardsandSchmidt2010：196�197）。また，台湾滞在中，「本省人」と

「外省人」の区別があり，選挙運動ではそれぞれ「緑」（台湾独立派）と「青」
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（中国大陸志向派）をイメージカラーとしてポスター等に使用しているとの

情報を得た（参照：亜洲奈みずほ（2012）『現代中国を知るための60章』明

石書店，pp.56�60）。改めて街中を観察すると，この2色の色分けは随所で

見られた。

（12） Yamada（2009：50�51）で指摘したように，基本語彙の反義語は1対1

の関係では収まらないことが多い。例えば，manに関しては，man/woman

（性別），man/boy（年齢），man/animal（種の分類），また，loseについて

は，lose/win（試合，ゲーム，議論，訴訟，戦争など），lose/gain（時間，

体重など），lose/find（物を無くすという意味のlose）など複数の対応関係

が考えられる。

（13） この反義語ネットワークは，類義語など，その他の意味関係の情報と共に，

最終的にはある語の意味関係全体を示すネットワークの一部を構築すること

になる。

（14） LDOCE（2009：523）によると，・drybread/toast・とは，・breadetc

eatenonitsownwithoutanythingsuchasbutterorjam spreadonit・

（「バターやジャムなど，何もつけずにそれだけで食べるパン」）と説明され

ている。

（15） Jonesetal.（2012：23）は ・...noneofthemajorcommerciallyavail-

ableEnglishlearnerdictionarieslistantonymsinasystematicway.・

（「市販されている主要な英語学習者用辞書で，反義語を系統立てて記載して

いるものは皆無である」）と述べ，反義語の扱いが不十分な現状を指摘して

いる。
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Ⅰ．はじめに

筆者は，2006年から岩国英国語学所の研究を行っており，その成果を

論文としてまとめてきた。しかしながら，下記に述べるような疑問点は払

拭されぬままであった。

ところが，2014年度拓殖大学短期留学制度によりロンドン大学日本研
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�調査報告�

要 旨

本研究は，明治4年に設立された岩国英国語学所の教師H.A.Stevensの

出生地，Jersey島での調査結果をまとめたものである。卒業した Victoria

Collegeの記録や，現地の郷土史研究家R.Pivert氏の論文の分析から今回明

らかにされたことをまとめた。それによると，Stevensには，13人の兄弟姉

妹がおり，3人がケンブリッジ大学に入学した。兄弟姉妹のうち，教師になっ

たのが3人，数学が得意だったのが4人，聖職者になったのが3人であった。

また，英仏海峡のフランス寄りにある Jersey島の異国情緒的な雰囲気が

Stevensを日本に駆り立てた可能性についても言及した。

キーワード：ステーベンス，岩国英国語学所，明治初期の英語教育

岩国英国語学所教師

H.A.Stevensに関する研究

先行研究での疑問点の解明に焦点を当てて

保 坂 芳 男



究センターで研究する機会を得ることができ，1月余り現地での調査を進

める中で疑問点が明らかにされた。

本研究では，保坂（2007）（2008a）（2008b）で解明できなかった点で，

現地調査で明らかになった点を紹介したい。

Ⅱ．主な先行研究

岩国藩は，1871（明治4）年7月に神戸の商会で働いていたイギリス人

ステーベンス（HerbertAugustusStevens,1847�1878）を破格の待遇で

招聘し，英語によるイマージョン教育を行った。この学校を岩国英国語学

所（以下，「語学所」と略記）といい，日本のエジソンと言われた藤岡市

助や，帝国図書館の初代館長，田中稲城ら日本の近代化に貢献した多くの

人材を輩出したが，Stevensの任期満了に伴いわずか2年で閉校となった。

岩国英国語学所および教師，ステーベンスに関する主な先行研究として

は，以下の5点が挙げられる。

（1） 上杉進（1998）．「英学事始め－inIwakuni 岩国英国語学所

と英国人教師ステーベンス 」『英学史研究』第31号，pp.27�41.

ステーベンスに関する基本的な資料を網羅し，語学所の実態について詳

しく述べている。ステーベンスの契約書，教授課程，生徒勤怠表（成績一

覧表のようなもの）が紹介され，授業の概要がわかる。また，生徒の紹介

もされており，語学所を「有為な若者に西洋文明の息吹を伝え，大きく育

つ立派な種を蒔いた」（p.37）学校として高く評価している。

（2） 宮田伊津美（2001）．「岩国の洋学」『英学史論叢』（日本英学史学

会中国・四国支部研究紀要）第4号，pp.3�10.

宮田氏は，岩国徴古館の元館長で，岩国の郷土史研究家である。その研
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究方法は，岩国藩関連の古文書を丁寧に読み分析するものである。語学所

設置に関する藩の文書，生徒の一人で，後の東芝の創設者の一人になった

藤岡市助関係の文書を紹介している。

（3） 保坂芳男（2007）．「岩国英国語学校教師ステーベンスに関する

研究 採用経過・契約を中心として」『英学史論叢』第10号，

pp.23�32.

岩国藩の教育政策重視のなかで，明治期の人材育成のためには英学が重

要であるという藩主の方針の下，語学所が設立された経緯を明らかにした。

語学所教師，ステーベンスの招聘に関して，木戸や伊藤，グラバーが関与

しているのではないかという仮説を紹介した。

（4） 保坂芳男（2008a）．「岩国英国語学所卒業生の進路に関して

教師ステーベンスの影響に焦点をあてて 」『英学史論叢』

第11号，pp.3�12.

語学所の卒業生のうち16人のその後の進路の調査を行った。英語，教

職，キリスト教関係を中心に卒業生の進路を明らかにした。中でも東芝の

基礎を作った藤岡市助（1857�1918），キリスト教の牧師として活躍した今

田参（1860�1932），帝国図書館初代館長で，W.Denningの English

Readersの編さんに協力した田中稲城（1856�1925），英吉利法律学校

（中央大学の前身）の創立に関わった渡辺安積（1860�1887），商業学校の

教員や校長として活躍した三戸得一（1861�1931）の4人について卒業後

のキャリアを詳細に述べた。

（5） 保坂芳男（2008b）．「岩国英国語学所に関する研究 教育内容

と教授法の解明を中心として 」『日本英語教育史研究』第23号，

pp.101�122.
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岩国学校教育資料館には，語学所の生徒の成績や欠席日数を記した勤怠

表（進業表）が3枚残っている。その史料や他の関連史料の分析，イギリ

ス海峡地域歴史研究会（www.channelislandshistory.com）事務局の

RayLePivert氏，ステーベンスが通っていたVictoriaCollegeの司書

AnnHarrison氏とのメールのやり取りによって以下の5点が明らかにさ

れた。

① イマージョン教育が実施されていた。

② 教科書には，『岩国中学校蔵書目録』（毛利家文庫）に記載されて

いる洋書が用いられた可能性が高い。

③ 習熟度別授業が行われていた。

④ わずか1年半の教授でありながらかなりの成果が上がっていた。

⑤ ステーベンスは教員資格を持っていなかったようである。

Ⅲ．本研究の目的

今回のイギリス訪問の目的は，今まで推測でしかなかった点の解明と，

現地での調査によって新たな資料を発掘することであった。とりわけステー

ベンスの日本への移住動機，岩国での教師志望の動機の解明に迫りたいと

考えている。

Ⅳ．VictoriaCollegeの記録より

1929年発行のVictoriaCollege（資料1）の卒業生名簿（VictoriaCol-

legeRegister,1852�1929）に，Stevens兄弟の情報（資料2）が載ってい

る。男兄弟7人がVictoriaCollegeに入学している。その後，ケンブリッ

ジ大学に3人が進学した。教師になったのが3人，数学が得意だったのが

4人，聖職者になったのが3人である。また，イギリスから遠いと思われ
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るニュージーランド（以後はNZ）に移住したのが，航海中に死亡した

Johnを含めて3人である。

Ⅴ．Pivert氏の論文より

RayPivert氏（資料3）は，Jersey島の郷土史研究家である。Jersey

島には，1993年に設立されたJerseyArchiveがあり，Jersey島の歴史

に関する史料の収集と研究成果の発表を行っている。Pivert氏は以前郷

土史研究誌の編集長を務めており，彼の論文にStevens家のことが詳細

に述べられている（資料4）（1）。

彼の調査では，特にHerbertの姉妹の情報が明らかになっており，か

なり貴重なものである。その論文で明らかになったことは，以下の2点で

ある。

① 14人兄弟姉妹で，兄弟だけでなく姉妹の中にも教師になったも

のがいる。

② フリーメイソンと密接なつながりがあった。

Ⅵ．ま と め

前述したように筆者は，2014年の8月にイギリスで研究する機会を得

ることができた。

まずJersey島に到着した時に思ったのが，イギリス領でありながらブ

リテン島とは違う異国情緒的な雰囲気であった。地理的にはかなりフラン

スに近くフランス人観光客が多かったし，港には多くの多国籍の船の寄港

が窺えた。

Jersey島の義務教育制度は1902年に始まっており以前は裕福な家庭は

家庭教師を雇っていたらしい。Stevens家の兄弟の多くは数学が得意であっ
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たのは，その家庭教師の影響が考えられる。Herbertも数学が得意であっ

たかは不明であるが，語学所で算術を教えた時の記録（勤怠表，進業表）

が残されている（保坂，2008b，pp.115�117）。

さらに兄弟姉妹の多くが教師になっていることからHerbertにとって

教職は身近な職業であり憧れの職業であったと推測できる。

Herbertが，遠く神戸の商館で働き，1871年に岩国藩の要請に応じて2

年間語学所の教師を務めたのは，兄弟姉妹の影響，Jersey島の環境的な

影響が大いに働いたと推測される。
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資料1 現在のVictoriaCollege（2014年8月13日筆者訪問）

資料2 VictoriaCollegeRegisterにあるStevens家の子どもたち（抄訳）

1852年入学

59 StevensThomas

T.Stevensの息子。ShamrockTerrace出身。75,172,356,357,667,

848の兄.Mathmedalと Queen・sExhibition（奨学生）を獲得。

1859年卒。FoundationScholar（奨学生）。Dowman奨学生，ケン

ブリッジ大学St.John・sCollege卒。第23番wrangler（数学の優等

卒業試験一級合格者）になる。1864年ロンドン市内Southwark地

区のSt.Savior校の教師。1874年に聖職授任（ordain）。その後，

多くの学校で教師を務める。1892年，ChaplainSevenoaks救貧区

連合（Union）。

75 StevensAlfredJames

数学，近代語のメダルをもらう。ケンブリッジ大学 St.John・s
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Collegeの奨学生（scholar,exhibitioner,fellow:名誉校友）。1867

年，第4番wrangler（数学の優等卒業試験一級合格者）になる。

1870年に聖職授任（ordain）。

1854年1月入学生

172StevensWalterJohn

1875年ニュージーランドへの航海中に死去。

1856年4期入学

356StevensCliffordArthur

1871年ロンドン大学入試合格。NZのオークランド教育委員会管轄教

師。その後，N.S.W（NewSouthWales）の教育委員会管轄教師。

1895年にNZに戻る。数学の教師になる。

357StevensHerbertAugustus

特に記述なし

1860年3期入学生

667StevensHoraceWilliam Pettit

数学とフランス語の金メダル獲得。ケンブリッジ大学DowningCol-

legeの奨学生。

1896年，3等法学修士奨学生，卒業試験優秀成績取得者（Tripos），

1896年法学修士。1901年法学博士。聖職授任（ordain），1878�82年，

SouthMimms教区，1882�8年，MonkenHadley教区でcurate
（2）。
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EastHadleyでrector,1888年Tadlow教区vicar。ケンブリッジ大

学試験官。

住所 Tadlow,Vicarage,Royston,Herts.

1863年4期入学

848StevensPercyEdward

NZで学校（HamiltonEast,Waikato）の教師になる。

資料3 Pivert（右）氏と筆者（2014年8月13日JerseyArchiveにて）

資料4 Herbertの兄弟姉妹について（抄訳）

1．Thomas

ShamrockTerrace,DavidPlace（筆者注：Jersey島St.Helier（3）教

区内）生まれ。1840年11月8日に受洗。Cambridge大学23番目の

wrangler（数学の第一級優等23番目，3年で終了）。Sevenoaksで，

Kent州Dover出身のEdithBeaumontと結婚，子どもはいない。
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1924年死去。

2．Alfred

1842年3月2日受洗。1871年にpriestになる。Readingのグラマー

スクールで1年間副校長。Felsted（筆者注：エセックス州）の古く

からあるパブリックスクールで働く。1874年St.JonesCollegeに特

別研究員（ResearchFellow）として戻る。生涯そこに在籍。1930

年10月23日死去。

3．WalterJohn

1843年4月8日生まれ。1854年にVictoriaCollegeに入学するも他

の兄弟たちと違い実務的性格で，1860年退学。St.Helierで船員にな

る。上海で船員として働く。1875年，32歳でNZへの航海中に死去。

4．ErnestWilford

1844年8月18日生まれ。1847年4月4日，百日咳で死去，3歳。

5．EvelinaMary

長女，1845年8月24日生まれ。1847年3月23日水頭症により死去。

6．HerbertAugustus

1847年3月27日生まれ。1860年代に日本に渡ったに違いないが記録

は見つけられていない。

7．CliffordArthur

1848年生まれ。ロンドン大学に合格。NZに移住。教職を得る。その

後オーストラリアで教える。Jersey島に戻り1885年再度NZに戻る。

Auckland近くのDevonportの学校で数学の教員になる。同じ年に

BarbaraAshtonと結婚。Barbaraは，1859年イギリスから移住した

GeorgeAshtonの娘であると思う。Barbaraは1912年4月17日に

死去。Cliffordは，1917年11月14日に死去。二人ともDevonport

に埋葬。FrancisAlfredという息子がいたようで，NZ政府の税調査

官で1921年，MarieleCerfAubinと結婚した。1945年，Francis
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は，叔母Florenceの遺産相続人となる（Sevens家唯一の生存者か）。

明らかに遠距離という理由で相続できなかった。Francisは1964年

に死去，Purewaに埋葬。

8．HelenaSophia

1850年4月16日生まれ。St.Mark女学校で教師。1899年死去，未

婚。

9．HoraceWilliamPettit

1851年8月25日生まれ。ケンブリッジ大学DowningCollegeの奨

学生。1875年学士，1878年文学修士，1896年法学修士，1902年法学

博士。1876�1887年，ChippingBarnetグラマースクールの副校長。

1878年にロンドンでdeacon，1880年にpriest,SouthMimms教区，

1882�8年，MonkenHadley教区でcurateなど。1940年3月10日，

WestCambridge,Tadlow,Vicarageで死去。未婚。

10．AlgernonKingston

1853年2月3日生まれ。1863年10月29日自宅で死去。心臓疾患。

11．PercyEdward

1854年6月10日，ShamrockTerrace,DavidPlace生まれ。1876

年NZに移住，Hamiltonで教師になり，LydiaLeSueur（St.Helier

の石炭商FrancisLeSueurの娘）と結婚。彼女も移住，Jersey島の

時からお互いに知り合いであったと推測される。一人娘，AdaMar-

ionがいた。AdaのニックネームはMinnaで未婚。墓石にはフリー

メイソンの印があり組織との密接な関係を物語る。Herbertが神戸支

部設立に貢献。

12．ClaraAdeline

1855年11月3日生まれ。痙攣発作のため1856年1月30日死去。

13．FlorenceEdith

1856年12月28日生まれ。Jersey島のSt.Paul校の教員，St.Marks
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女学校校長。1943年11月23日死去。未婚。

14．AdaMarian

1858年5月26日生まれ。教師，Jersey島のSt.Savior・sRoad寄宿

学校校長。未婚。母の死後，2人の姉妹教師とHavredePasで一緒

に生活。1920年1月21日死去。
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0.はじめに

本稿は廣澤（2014）（＝EG3A）の続きである。

1.注 釈

［承前］

―187―

フアン・デル・エンシーナの

戯曲における文法的特徴の考察

（『我らが贖い主の受難と死の上演』（1496））

（下）

廣 澤 明 彦

要 旨

本稿はスペイン演劇の創始者とも呼ばれるフアン・デル・エンシーナが

1496年に発表した戯曲の1つを取り上げ，文法的注釈と語釈を加え，試訳を

付した資料である。スペイン演劇やスペイン語史の研究者にとっての資料，大

学専門課程の学生が古典スペイン語に触れる際の適切なテクストともなるべく，

目指した。

キーワード：フアン・デル・エンシーナ，中世スペイン語文法，韻文

�資 料〉



Ver�onica Enverdad, 187

demostrarossintardan�a

lavordesumagestad. 189

187）enverdad:「ほんとに」（TSW）。188）demostraros:不定詞だけで

定形を伴わないが，voyaやquiero,あるいはpuedoなどを前に補って

とらえる。EG3A,v.184でmu�estranos「私たちに見せてください」とあ

り，この文はそれに答えていることから，v.188のosは2人称複数の相

手を指す間接目的格と判断する。「君たちに示してやる（つもりだ）」。

188）sintardan�a:→sintardanza「早速」（TSW）。189）lavordesu

magestad:→labordesumajestad，v.188のdemostrarosの直接目的語。

sumajestadは「陛下」の意味であるが，ここはキリストのことを指して

いるので，sudivinamajestad「（キリスト教の）神」（DEM）と補って

とらえる。したがってlaborは「仕事，労働」の意味であるが，ここは語

源のラテン語のlabor（-�oris）にある「苦難，苦痛」の意味ととる。

訳（v.187�v.189）

ベロニカ 間違いなく，

神の苦しみを

直ちにあなた方にお示ししましょう。

Veisaqu�dondever�eis 190

sufigurafigurada,

deloriginalsacada

porquecr�editomedeis.

Siquer�eis,

supassi�onapassionada 195

aqu�lacontemplar�eis. 196

190）veisaqu�dondever�eis:veisもver�eisも2人称複数形で，複数の
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主語。veisaqu�「君たちがここで目にしている」。aqu�は隠者の父子と

ベロニカの3人のいる聖墳墓のこと。このaqu�を先行詞とする関係副詞

がdondeであり，導入する節の核となる動詞がver�eis「君たちは見るで

あろう」，「（聖布を）見るであろう場所を君たちは見ている」，つまり「居

る」の意味で解釈できる。191）sufigurafigurada:figura「顔，容貌（＝

cara）」（TSW）。figurada（＜figurar「描く」）の過去分詞，聖布の顔の

こと。「彼の描かれた顔」。この表現はv.195のpassi�onapassionadaと

ともに，フアン・デル・エンシーナが「畳語法（redoblado）」と名付け

た詩作の技法。vid.PPCA（p.124）,DRCR（p.295）。192）deloriginal

sacada:→sacadadeloriginal「本人から写した」。sacada（＜sacarの

過去分詞）はv.191のfiguradaと同様にfiguraと一致。original「現物，

本人，正本」（TSW）。193）porquecr�editomedeis:cr�edito「信用」は

deis（＜darの接続法現在）に先行する直接目的語。darcr�edito「信用を

置く（＝creer），信用をつける（＝acreditar）（…）」（TSW）。porqueは

理由の節を導入する接続詞であるが，接続法の動詞が節の核となっている

ため，その場合，paraqueと同義ととり目的の意味に解釈する。「君たち

が私を信用するように」。ただしその主節がver�eis「あなた方は見るだろ

う」なので，意味的なバランスを考慮して条件的な節と解釈する。即ちsi

medaiscr�edito「もし君たちが私を信用すれば」と同義ととる。195）su

passi�onapassionada:→supasi�onapasionada。v.196のcontemplar�eis

の直接目的語。この箇所も v.191で触れた畳語法が用いられている。

apasionadaは apasionar「苦しめる，悩ます（＝atormentar）」（TSW）

の過去分詞とする。196）lacontemplar�eis:contemplar�eis（＜contemplar

「じっと見る」）の直接目的語は，v.195のsupassi�onapassionadaで，他

動詞に先行した位置にあることから，laはそれを受ける直接目的格代名詞。

訳（v.190�v.196）

あなた方が見ているこの場所で
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もし私を信じてくれるなら

あのお方から写した，

ご尊顔を拝することができるでしょう。

もしお望みであれば，

あのお方が受けられたご難を

ここで見ることができるでしょう。

Padre �O,muybenditamuger, 197

port�usertanpiadosa

erest�ulam�asdichosa

dequantaspudieranser: 200

portener

figuratangloriosa

imprimidaentupoder. 203

197）�o（...）!:vid.EG3A，v.106。197）muger:→mujer「女」。尚，この

行は全体が呼びかけ。198）port�usertanpiadosa:不定詞serが意味上

の主語を伴っている。porは理由。定形を用いた節だとcomot�uerestan

piadosa「君はそれほど信心深いので」に相当する。199�200）erest�ula

m�asdichosade:dichosa（＜dichoso「幸福な」）の最上級，de以下が範

囲。「君はde以下の範囲の中で最も幸福である」。200）quantaspudieran

ser:quantas→cuantas＜cuanto，関係形容詞ととり，後続する複数の女

性名詞mugeresは省略されているととる。pudieranはpoderの接続法

過去形だが，-ra型であるので，直説法の過去（完了）に相当するものと

とる。serの補語piadosasも省略されたものとし，そしてそれを代名詞

に置き換え語を補うと，cuantasmujerespudieranserlo「そのようであ

ることができた者たち全て（の中で）」。201）portener:このporは説明

的なparaの意味にとる。「そして持つために」。202）figuratangloriosa:
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「神々しい顔」。この行全体がv.201のtenerの直接目的語ととる。203）

imprimida:vid.EG3A,v.169。v.202を直接目的語とした場合，この

imprimidaが目的格補語となる。203）entupoder:poderについて「m.

（...）手にはいっていること，手もと，手中」（TSW）。ここはv.201の

tenerと組み合わさって，「（直接目的語を）手中におさめる」の意味と

する。

訳（v.187�v.203）

父親 おお，大きな祝福を受けたお方よ

あなたがあまりに信心深いからこそ

そうであった者たちの中で

最も幸福なのです。

それは即ち

これほど神々しいご尊顔を

写してあなたの手元に残すためなのです。

Hijo AquienCristodiotaldon 204

granprivan�aledemuestra. 205

Sirv�amosle,hermananuestra,

puesesnuestraredenci�on.

Padre Conraz�on,

quebienpareceenlamuestra

lalavordesupassi�on. 210

204）aquienCristodiotaldon:「そのような恵みをキリストが与えた

者に」。この関係節を v.205の leが受ける。205）granprivan�ale

demuestra:→Cristo le demuestra gran privan�a。 demuestra＜

demostrar「証明する」「明らかにする」の主語としてキリストを補う。

間接目的格のleは，v.204のaquien以下を指す。privan�a→privanza
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「寵愛」，demuestraの直接目的語。「（キリストは）その人に大きな寵愛

を示している」。206）sirv�amosle:servir「仕える」の接続法現在1人称

複数を用いた命令，意味は勧誘。間接目的格のleはキリストを受ける。

「彼に仕えよう」。206）hermananuestra:目前のベロニカに対しての呼び

かけとして用いられている。「我らが姉妹よ」。207）,puesesnuestra

redenci�on:puesは説明的に理由の節を導入する。v.206で「彼に仕えま

しょう」と誘ったことの理由。esの主語はキリストで，redenci�on「救済，

贖罪」はredentor「救世主」の意味にとる。208）conraz�on:「十分な理

由をもって」（TSW）。209）,que:理由の節を導入する接続詞ととる。209）

parece:＜parecer「現れる」。主語はv.210のlavor。209）muestra:名

詞で「証拠，あかし」。ベロニカの持つ聖布のこと。210）lalavordesu

passi�on:→lalabordesupasi�on。lavorについてはv.189を参照。

訳（v.204�v.210）

息子 キリストがそのようなお恵みをお与えなさった

からには

その人には大きな寵愛を示されているのだ。

さあ，シスター，彼にお仕えしましょう，

彼は我らが贖い主でありますから。

父親 そのとおり，

といいますのも，その証に現れておりますのは，

彼の受難の苦しみですから。

Ver�onica Ensupassi�ontanmortal 211

pod�eisvermuybien,hermanos,

sifueronlosmiembrossanos

yendolacabe�atal.

Padre Nuestromal 215
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traxosucuerpoalasmanos

deaquellagenteinfernal. 217

211）passi�on:→pasi�on。211）mortal:「致命的な」という意味に加えて，

「（死ぬほど）ひどい」という意味もある。212）pod�eisver:ここのverは

「見る」という意味とも，「理解する」の意味ともとれる。213）sifueron

losmiembrossanos:分かりやすい語順にすると，silosmiembros

fueronsanosとなろう。v.212のpod�eisverを核とする主節に対して，

この接続詞 si「～かどうか」は，間接疑問の節を導入している。

miembrosはここでは「四肢」の意味ととる。「彼の四肢が無事であった

かどうか（君たちは理解することができる）」。sano「無事な」，vid.

EG3A,v.109。214）yendolacabe�atal:yendoはirの現在分詞であるが，

基本的な「行く」という意味に加えて，「（健康，経営状態などが（…））

～である」（DEM）という意味で用いられることがある。意味上の主語は

lacabe�a（→cabeza）「頭」，即ちここでは聖布に残されたキリストの顔

のこと。現在分詞yendoは理由の分詞構文的にとらえる。「そのようなお

顔の様子であれば」。215）nuestromal:v.182では「我らの災い」とした

が，ここのmalは「善」と対立する「悪
あく

」の意味にとる。vid.EG2，v.34。

216）traxo:→trajo＜traer「持ってくる」の3人称単数点過去。主語は

v.215のnuestromal。216）sucuerpo:「彼の肉体」つまりイエスのこと。

217）infernal:「地獄の，極悪な（…）」（TSW）。v.215�v.217は，人類の

悪の贖いのためにイエスがユダヤ人たちに引き渡され，難に遭ったという

ことをあらわしている。

訳（v.211�v.217）

ベロニカ あれ程ひどい受難において，

彼の四肢が無事であったか否か，

このようなご尊顔の様であれば，兄弟たちよ，

充分に分かろうもの。
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父親 我らの悪が

あのお方の身を件の極悪の民の

手に渡してしまったのだ。

Hijo �Pueblojudaicomalvado, 218

traspassadordelaley,

matarasupropiorey 220

aviendodeseronrado

yadorado!

Ver�onicaMuri�oelpastorporsugrey

detodosdesamparado. 224

219）traspassadordelaley:traspassador→traspasador「違反者」

（TSW），つまり「法の違反者」。220）matarasupropiorey:感嘆文中

で不定詞で現れているmatarは，否定的な意味で用いられる用法。rey

「王」は新約聖書のいずれの福音書にも記載されている「ユダヤの王」，つ

まりイエスのこと。「自分たちの王を殺してしまうなんて」。221�222）

aviendodeseronradoyadorado:aviendo→habiendo＜haberの現在

分詞，＋de＋不定詞で義務をあらわす。de以下に用いられている不定詞

はhonrar（＞onrado）「尊ぶ」と，adorar「礼拝する」の受動態で，意

味上の主語はv.220のrey。この現在分詞にはコンマが先行しないが，譲

歩の意味の分詞構文的にとらえる。「尊ばれ礼拝されなければならないに

もかかわらず」。定形動詞を用いて対応する節を示すと，aunquehade

serhonradoyadoradoとなろう。223）muri�oelpastorporsugrey:

muri�o（＜morir）の主語は，後続のelpastor「羊飼い」。『ヨハネによる

福音書』（10:7�10:18）では，イエスが自身を「良い羊飼い」（KDY）に例

えている。スペイン語版聖書ではelbuenpastor（BDJ）。porは代替の

意味ととる。「その羊飼いは自身の群れの代わりに死んだ」。224）de
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todosdesamparado:desapmarado＜desamparar「見捨てる」の過去分

詞で，v.223のmuri�oの主語elpastorと一致する主格補語。deはv.223

のgreyとはつながらず，起点の意味でdesamparadoにかかる。即ち，

desamparadodetodos「みんなから見捨てられて」。

訳（v.218�v.224）

息子 邪悪で無法の

ユダヤの民め，

敬われ

崇められなければならぬ

自分たちの王を殺してしまうとは！

ベロニカ 皆に見捨てられ

その牧者は自分の群れの代わりに亡くなりました。

Sidic�pulosten�a, 225

ningunodellosqued�o

quenoledesampar�o,

salvolavirgenMar�a,

quesent�a

quantapassi�on�elsinti�o 230

comoaqui�enm�asledol�a. 231

225）sidic�pulosten�a:→siten�adisc�pulos。この接続詞siの用法は条

件とも間接疑問とも異なる。「（事実の提示，対立）～ではあるが」（DEM），

「（断定に対する期待はずれ）～したのに，したくせに」（TSW）。ten�a

の主語はイエス。「弟子を持っていたのに」。226）ningunodellosqued�o:

dellos→deellos。ellos「彼ら」はv.225のdic�pulosを指す。「彼らのう

ちの誰も残らなかった」。227）quenoledesampar�o:ここのqueはv.226

のningunoを先行詞とする関係代名詞で，限定的な関係節を導入するも
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のととる。leはレイスモで「彼を」，即ちイエスを指す。v.226�v.227の直

訳は「彼らのうちイエスを見捨てなかった者は誰も残らなかった」。つま

り，皆見捨てた。228）salvo:「～を除いて」。228）virgen:「聖女（称号）。

laV-［→laVirgen］聖母マリヤ」（TSW）。229）,que:説明的な関係節を

導入する関係代名詞，先行詞はv.228のlavirgenMar�a。229）sent�a:

＜sentir「感じる」の直説法線過去。直接目的語に相当するのはv.230の

quanta以下の節。230）quantapassi�on�elsinti�o:→cuantapasi�on�el

sinti�o。v.200の場合と同様に，このquantaも関係形容詞とする。「～す

るところの，すべての」。v.229�v.230は「そして彼女は彼が感じた全ての

受難を感じていた」。231）comoaquienm�asledol�a:comoは様態の意

味ととり，導入する節はv.229のsent�aにかかるものとする。aquienと

leは同格。quienは独立用法ともとれそうであるが，v.228のlavirgen

Mar�aを先行詞とする。quienはここではlaqueに置き換えられること

から，後続する要素は比較級ではなく最上級としてとらえる。dol�a＜

doler「痛む」の主語はpassi�onとする。直訳すると「最も受難の痛みが

及んだ者のように」。

訳（v.225�v.231）

確かに弟子はいたものの

彼らのうちでイエス様を

見捨てなかった者はいなかったのです。

ただし聖母マリア様は別で，

彼女は

最も痛みを受けていた者のように

イエス様の感じた受難の全てを感じていたのです。

Nos�equi�enpuedacontar 232

eltormentoydolorsuyo:
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フアン・デル・エンシーナの戯曲における文法的特徴の考察（『我らが贖い主の受難と死の上演』（1496））（下）（廣澤）

noaydolorqueigualealtuyo,

�omadre,Virgensinpar, 235

singular!

Verqui�eneselhijoycuyo,

muchodevelastimar. 238

232）nos�equi�enpuedacontar:主節に相当するnos�eにqui�en以下の

疑問文が節として結び付いた間接疑問文であるが，通常単文での疑問文に

は直説法が用いられることから，間接疑問の節でも，ここでは接続法現在

の puedaが用いられてはいるが，通常直説法の動詞，つまりここでは

puedeがそのまま用いられるのが期待される。「［間接疑問の節は］従属

節にもっぱら直説法を伴うが，不定詞あるいは接続法で熟考［の意味］が

形成される」（Borregoetal.，1986,p.112），「間接疑問［の節］は通常直

説法あるいは接続法を許容するが，常に区別がないわけではない。Nos�e

sabequi�enha/hayadadolanoticia.（「誰がそのニュースを伝えたか知

られてない」）は，［直説法のhaでも接続法のhayaでも］同じことを意

味するが，直説法を用いるとニュースを伝えた事実が述べられ，接続法を

用いると，何か疑いを持って伝えられる」（Bello,1847,§1155.）とある

ことから，中世のスペイン語に特徴的な用法とも言えなさそうである。間

接疑問の節で接続法が用いられるときに伴うとされる熟考や疑いの意味は，

日本語訳にうまく反映させるのは難しいが，v.232は「誰が語ることが出来

ようか，私は知らない」となり，�qui�enpodr�acontar?,nos�e.と同義で

あるととる。尚，間接疑問の節の法について，RealAcademiaEspa�nola

（2009,§43.7.）に詳しい。233）eltormentoydolorsuyo:この行全体が

v.232のcontar「語る」の直接目的の役割を担う。tormento「拷問，苦

しみ」とdolor「痛み」の両方にsuyo「彼の」，つまり「イエスの」がか

かるととる。234）ay:→hay。234）queigualealtuyo:queは関係代名

詞で先行詞は同じ行のdolor,主格。iguale＜igualar，ここでは自動詞と
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して用いられ，「（＋aと）等しい，同等である」の意味。接続法現在であ

るのは，先行詞が不特定であるため。前置詞aを伴う所有代名詞altuyo

はdolorを指している。「君の（痛み）に匹敵するような痛みはない」。

v.233のsuyoと異なり，2人称単数のtuyoが用いられるが，v.235から

判断すると聖母マリアへ呼びかけているととれる。235）�omadre（...）!:

o→oh。madreは文字通り「母親」の意味で用いられている。「ああ母よ」。

以下v.236まで呼びかけ。237�238）間接疑問の節を伴うv.237の不定詞

verを主語の核とし，v.238のdevelastimarを述部とする文ととらえる。

237）verqui�eneselhijo:qui�en以下が間接疑問の節。「その息子が誰で

あるかを見ること（は）」。237）cuyo:「先行詞が欠如し，そしてserの述

部としての関係詞の擬古的用法」（PPCA，p.125）。ただし本稿ではこの

cuyoに関して，qui�enで導入される間接疑問の節と同列の節を導入する

「（疑問所有詞）（古［語，古義］誰の）」（TSW）の意味ととらえる。した

がってその場合，アクセント記号を伴ったc�uyoが用いられる。節に語を

補うとc�uyohijoes（�el）となり，現代スペイン語で書き換えるとdequi�en

eselhijoとなろう。「彼が誰の息子か（見ることは）」。238）muchodeve

lastimar:→debelastimarmucho。deber＋不定詞はここでは義務の意

味ではなく推定の意味にとる。即ちdeber＋（de＋）不定詞。主語はv.237

全体のverを核とする句。lastimarは「傷つける」と「同情する」の意

味があり，いずれも他動詞として用いられているが直接目的語が欠如して

いる。主語から判断して前者の意味ととる。muchoは副詞として用いら

れているととる。「（～を）見ることはとても傷つけることである」。

訳（v.232�v.238）

彼の苦しみと痛みを

語ることができる者などいるのだろうか，私は分からない。

あなたと同じ痛みなどありませんよ，

ああ母よ，たぐい稀で奇特な
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聖母よ！

その息子が誰で，そして誰の子であるか見ることは

この上なく傷つけることに違いありますまい。

�O,qu�edolordesentir 239

sentimientodolorido! 240

Madrequetalhaperdido

esdolorverlabivir,

qu・esmorir.

Ylamuerteleespartido

puesesmenosdesufrir. 245

239�240）この箇所もv.191及びv.195と同様に，畳語法が用いられてい

ると解釈できる。239）�o（...）!:→�oh!。239）�（...）qu�edolor（...）!:dolor

は精神的な痛みも意味することができる。qu�eを用いた感嘆文の核をなす。

「何という辛さ」。239�240）sentirsentimientodolorido:doloridoも肉

体的，精神的，いずれの痛みを表すことができるが，前者の痛みととる。

「（肉体的）苦痛の感情を感じること」。241）madrequetalhaperdido:

queは関係代名詞で先行詞はmadre，haperdidoに対して主格のはたら

きを担う。talは副詞ととる。「adv.そんなふうに，そのように（＝as�）」

（TSW）。この句全体をv.242のverlaのlaが受ける。「そのように失っ

た母（を）」。242）esdolorverlabivir:es（＜ser）の主語は，一見する

とv.241のmadreを核とする名詞句のようでもあるが，不定詞のverを

主語としてesdolorが名詞述部となる，一般的価値判断の構文ととる。

更にverは知覚構文を成し，知覚の対象で人の目的語である（verlaの）

laは，先行するv.241全体を受けるものととる。その動作はv.242のbivir

（→vivir）とする。「彼女が生きるのを見ることは辛い」。243）,qu・es

morir:→,queesmorir。queは理由の節を導入する接続詞ととる。esの
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主語には前文の内容を受ける中性代名詞estoを補ってとらえる。したがっ

て,queestoesmorir，「なぜならこのことは死ぬことだからです」。244）

y:「（文頭で）で，そこで，ところで」（TSW）。ここでは反意的なニュア

ンスを伴うととる。「しかし」。cf.EG3A,v.12。244）lamuertelees

partido:一見するとespartidoが受動態，あるいは中世の自動詞及び再

帰動詞の現在完了，即ちここではserと自動詞の意味のpartir「出発する」

の過去分詞の組み合わせによる複合時制ととれそうである。ただしその場

合に想定される主語であるlamuerteと過去分詞の間の性数一致が必須

であるにも関わらず，それが欠けていることから，このpartidoは「味方」

（TSW）の意味の名詞ととる。leは間接目的格で，聖母を指すととる。

「死は彼女にとって味方である」。245）pues:原因，理由の節を導入する

接続詞であるが，DRCR版にあるようにコンマを補い,puesとし，説明

的な節を導入，主節に相当するv.244の内容についての理由を述べるもの

とする。「というのも」。245）esmenosdesufrir:→esdesufrirmenos。

serde＋不定詞について。「～すべきである」（TSW），「＋他動詞，～さ

れるべきである」（DEM），「sera/de＋不定詞，（～すべきである）では

不定詞は受身の意味を帯びた」（IEM,p.157）。ここで用いられている不

定詞のsufrirは他動詞ととる。esの主語は聖母。menosは副詞で「より

少なく」。したがってv.245は「というのも彼女はより少なく苦しめられ

るベできだからである」。v.244の理由を述べた箇所であるが，死んだ方

がマシな程の辛さ，の意味。

訳（v.239�v.245）

ああ，痛がっていることを

感じることの何たる辛さか！

そのように失った母親が生きるのを

見ることは辛いものです。

何故ならそれは死んでるも同然だからです。
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フアン・デル・エンシーナの戯曲における文法的特徴の考察（『我らが贖い主の受難と死の上演』（1496））（下）（廣澤）

しかし死は彼女に味方する。

なんとなれば彼女の苦しみが和らげられるだろうからです。

�O,�animatraspassada 246

concuchillodedolor!

�VermoriralRedentor,

aydeti,madrecuitada,

lastimada 250

Fuetul�astimamayor

queamugernuncafuedada. 252

246）traspassada:→traspasada＜traspasar「貫く」の過去分詞。�anima

traspassadaは「貫かれた魂」。247）concuchillodedolor:conは手段

の用法ととる。「痛みの（単数の）ナイフでもって」。v.246�v.247につい

て，DRCRは「［複数の］短剣が刺さった聖母の心臓の図像は，聖母マリ

アの文献，及び図像学において多く広まっている絵柄である」（p.30）と

している。248）�vermoriralRedentor（...）（!）:ver「見る」を用いた知

覚構文。知覚の対象で人の目的語はalRedentor，その動作はmorir，加

えて不定詞の verは命令，感嘆の意味で用いられている。vid.EG3A,

v.97。「贖い主が亡くなるのを見てしまうとは！」。249）aydeti:ここの

ayは嘆きをあらわす間投詞である（hayではない）。de以下に対する同

情を表現する。「ああ，可哀そうな君よ」。2人称単数のtiは聖母に対する

呼びかけで，v.246，v.247での描写といい，舞台上にマリア像でもあるか

のようである。vid.EG3A,v.176�v.182。249）cuitada:悲嘆にくれた，不

運な」。vid.EG3A,v.5。250）lastimada:「気の毒な」。vid.EG3A,v.41。

251）fuetul�astimamayor:→tul�astimafuemayor。比較級の文で，

v.252のque以下が比較の対象。l�astima「憐れみ，気の毒なこと，嘆き，

残念」（TSW）。「君の気の毒さは（que以下よりも）より大きかった」。
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252）比較の対象に否定語を用いて最上級を表現しているが，ここでは

que以下に完全な節が用いられている。語を補い並べかえると，que

nuncalal�astimafuedadaaunamuger（→mujer）と想定できる。a

muger「女に」は間接目的語で，受動態fuedada（＜dar「与える」）へ

の関与の用法ととる。即ち「（ある一人の）女に与えられた（気の毒さ）」。

v.251�v.252は，「君の気の毒さは女性がかつて受けたことがないほど大き

かった」となろう。

訳（v.246�v.252）

ああっ，痛みの剣で

貫かれた魂よ！

贖い主が亡くなるのを見てしまうとは，

あなたは何て可哀そうで，気の毒で，

不運な母親なの！

あなたの不幸は

女がかつて受けたこともないほど大きかったのです。

�O,madrequetalpariste, 253

tusentimientolloremos,

puescontantaraz�onvemos 255

elgrandolorquesentiste

ysufriste!

Padre Enelhijocontemplemos,

dexayalamadretriste. 259

253）�o,madrequetalpariste,:DRCRではparisteの後のコンマ（,）の

代わりに感嘆符（!）が用いられ，この行が1つの感嘆文となっている。

文字通りの意味は，「ああ，そのように産んだ母よ！」。queは関係代名詞

で先行詞はmadre「母親」，主格。talは副詞で「そのように」。v.241で
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フアン・デル・エンシーナの戯曲における文法的特徴の考察（『我らが贖い主の受難と死の上演』（1496））（下）（廣澤）

もこのtalの用法について言及したが，EG2,v.58でtalpar�aを「そのよ

うに産んだ」とした。そこでは処女懐胎に伴う出産のことを示唆しており，

ここもこれに従う。pariste＜parir「産む」，cf.EG2,v.13。254）tu

sentimientolloremos:sentimiento「悲しみ」（TSW）。 lloremos＜

llorar,先行するtusentimientoを直接目的語とする他動詞ととる。即ち

「［～を］泣く，嘆く，悲しむ」（TSW）。現代スペイン語では接続法現在1

人称複数は勧誘の意味を伴う命令の用法であるが，接続法が表わす1,3

人称への願望や祈願などと関連している。cf.IEM,p.136。tuが指すのは

その場にいない呼びかけの対象としての聖母で，lloremosの主語である

ベロニカ，父，息子には当然含まれない。255）,pues:理由の節を導入す

る接続詞。コンマを伴うことから後続する節は説明的で，主節はv.254。

「何故なら」。255）contantaraz�on「正当に，当然」（DEM），「十分な理

由をもって」（TSW）。255）vemos:＜ver「分かる」。256）que:関係代

名詞で先行詞はelgrandolor「大きな痛み」，直接目的格。256）sentiste:

＜sentir「感じる」，「悲しむ」（TSW）の直説法点過去2人称単数，この

箇所もその場にいない聖母が主語で，呼びかけている。257）sufriste:＜

sufrir,他動詞で「受ける」，主語はsentisteと同様に2人称単数。258）

enelhijocontemplemos:→contemplemosenelhijo。contemplemos＜

contemplarの接続法現在1人称複数，勧誘の意味の命令の用法。「（en

を従えて，～を）深思する，黙想する，渇仰する」（TSW），cf.前書き4

番目の文。elhijoは「（その）息子」であるが，DRCR版では大文字で始

まるelHijoと表記されているように，ここでは聖母の息子，即ちイエス・

キリストのこと。259）dexayalamadretriste:dexa（→deja＜dejar），

2人称単数の肯定命令ととるか，直説法現在の3人称単数ととるかで2つ

の解釈を試みた。先ず，前者の解釈の場合，2人称単数の肯定命令はベロ

ニカに向けたものとなる。lamadreが人の直接目的語，形容詞 triste

「悲しい」が目的格補語となり，「（直接目的語）を，（目的格補語の状態）
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にさせておく」の意味になる。語を補い現代スペイン語の語順に書き換え

ると，deja（t�u）yaalamadretriste「その母親をもう悲しませておけ」。

dexaを直説法現在と解する場合，語を補い現代スペイン語の語順にした，

lamadredeja（de）sertristeya「その母親はもう悲しむのをやめる」と

いう意味となり，v.258との意味のつながりも自然なものとなる。

訳（v.253�v.259）

ああ，乙女のまま産んだ母よ！

あなたの悲しみに我々は涙します。

と申しますのもあなたが味わい，受けた

大きな痛みを

我々は充分わかっているからです。

父親 子であるイエス・キリストに思いを馳せることに

しましょう，

そうすれば聖母はもう悲しまない。

Hijo Contemplemoslaumilidad 260

deaquestemansocordero,

hijodeDiosverdadero,

camino,vidayverdad,

ybondad,

conelpadreporentero, 265

unamesmavoluntad. 266

260）contemplemos:＜contemplar,ここでは他動詞として用いられてい

る。cf.v.258。「～をじっと見ましょう」。260）umilidad:→humilidad

「謙虚」。contemplemosの直接目的語。261）deaquestemansocordero:

aqueste→este，vid.EG2,v.121。「このおとなしい子羊の」，イエス・キ
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リストのこと。262）hijodeDiosverdadero:v.261のmanoscorderoの

言い換え。verdaderoはhijoにかかる。即ち，verdaderohijodeDios。

DRCRではここでも大文字で始まるHijoで表記しているように，イエス・

キリストに言及している。「本物の神の子」。263）camino,vidayverdad:

EG2,v.69では，多少語順が異なるが，vida,verdadycaminoとして現

れている。『ヨハネによる福音書』（14:6）のイエスの言葉，「私は道であ

り，真実であり命である」（KDY,p.196）の引用。264）bondad:「善良

さ」。ここまでがv.261のmansocorderoの言い換えととる。265）conel

padreporentero:DRCRでは大文字で始まるPadreと表記されているよ

うに，ここは一般的な「父親」の意味ではなく「神」の意味。porentero

「完全に」。この行の文字通りの意味は「完全に神とともに」。266）una

mesmavoluntad:mesma→misma。voluntad「神意」（TSW）。この行

は「一つの神意」の意味。尚v.265�v.266はいずれもイエス・キリストを

言い換えた内容ととれ，全体がv.260のcontemplemosの直接目的語と

もとれる。その場合核となるのは前置詞を伴わないv.266であろう。「父

なる神と全く同じ意志をじっと見ましょう」。しかし本稿は v.260の

contemplemosの直接目的語はv.264までととり，v.265�v.266は，定形

動詞を伴っていないが，イエス・キリストと父なる神について言及した箇

所ととる。即ち，DRCRではそうであったように，v.264はコンマ（,）

の代わりにピリオド（.）を用い，いったん文を終え，以下はそれぞれ

Jesucristoest�aconelpadreporentero，及びJesucristotieneunamisma

voluntadqueelPadreと補ってとらえる。

訳（v.260�v.266）

息子 道であり，命であり，真実であり，

そして善良さであり，

本物の神の息子である

このおとなしい子羊の
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謙虚さをじっくり見ようではないか。

彼は父なる神と完全に一緒で，

同じ神意をお持ちなのだ。

Padreyhijoenunquerer, 267

unmesmoconsentimiento:

queelpaternomandamiento

esalhijoobedecer, 270

sinm�asver.

Ver�onica�O,dichosomonumento,

queloalcan�asteatener! 273

267�268）ここもv.260のcontemplemosの直説目的語相当ととれそうで

あるが，v.265�266と同様に，定形動詞を伴わずにイエス・キリストと神

について述べている箇所ととる。267）y:現代スペイン語では，この位置

ではeと表記される。267）querer:男性名詞単数，「愛，愛情，意志（＝

voluntad）」（TSW）。v.257は「父なる神と神の子は1つの神意（である）」

となろう。268）consentimiento:現代スペイン語では「是認，同意」と

いった意味であるが，対応する動詞consentirの語源であるラテン語の

consent�reは文字通り「一緒に感じる」の意味。転じて「調和（一致）

する」（LLJ）。したがってここでのconsentimientoも「同じ考え，調和」

という意味で用いられて得ると想定出来る。v.268も v.266と同様に，

JesucristotieneunmesmoconsentimientoqueelPadre「（イエス・キ

リストは神と）同じ意志（を持つ）」と補ってとらえることにする。269）

que:v.268のmesmoにかかり，比較の対象を導入するものとはとらえず，

意味のない，あるいは軽い理由の意味の接続詞ととる。底本としたPPCA

ではこのqueの前の行，v.268がコロン（:）で終わっていることから，

「即ち」の意味とする。269）paterno:ここも一般的な父親ではなく「父
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フアン・デル・エンシーナの戯曲における文法的特徴の考察（『我らが贖い主の受難と死の上演』（1496））（下）（廣澤）

なる神の」の意味。270）esalhijoobedecer:→esobedeceralhijo

「（～は）神の子に従うことである」」。271）sinm�asver:→sinverm�as，

文字通りの意味は「これ以上会うことなく」。272）dichoso:「幸福な」。

272）monumento:「聖墳墓」，vid.EG3A,v.60。273）,queloalcan�aste

atener:alcan�aste→alcanzaste＜alcanzarの点過去2人称単数，＋a＋

不定詞で「～するに至る」，cf.EG3A,v.71。この行を導入する,queはい

くつかの解釈が想定できる。まず接続詞である場合，意味のない，あるい

は軽い理由の節を導入する用法ととれる。「何故なら君はそれを持つこと

ができたからだ」。この場合 loは v.272の monumentoを指し，alcan-

�asteの主語は目前の人物，この場合は息子ということになる。ただこの

場合，主語が父親も含む2人称複数でないことから矛盾が生じる。もう1

つの解釈はqueを関係代名詞とするもので，関係節に直接目的格代名詞

のloが含まれることから，このqueは主格と解釈しなければならない。

先行詞はv.272のdichosomonumento。ただしこの場合関係節で2人称

単数の alcan�asteが用いられていることから，この聖墳墓（santo

sepulcro,cf.EG3A,前書きの2番目の文），実際には舞台上の祭壇（cf.

EG3A,v.176�v.182）を擬人的に扱い，呼びかけていると解釈しなければ

ならない。それが可能であればloは「彼を」，すなわち「イエスを」の意

味となろう。cf.v.282。

訳（v.267�v.273）

父なる神と神の子は1つの神意であり

同じ考えである。

それはつまり父なる神の命
めい

とは

これ以上会うことなく

神の子に従うことなのです。

ベロニカ ああ，幸いなる聖墳墓よ，

あのお方を納めることが出来たとは！
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Padre Hagamosaqu�oraci�on, 274

lasrodillasenelsuelo, 275

lasmanospuestasalcielo

conmuymuchadevoci�on

yafici�on,

puessufri�otaldesconsuelo

pornuestraconsolaci�on 280

274）hagamosaqu�oraci�on:hagamos＜hacerの接続法現在1人称複数，

勧誘の意味の命令の用法。「ここで祈りましょう」。275）lasrodillasenel

suelo:文字通りの意味は「地面の上の両ひざ」であるが，次のv.277と同

じ過去分詞を補い，lasrodillaspuestasenelsueloとし，「地面に両ひ

ざをついて」とする。276）lasmanospuestasalcielo:文字通りの意味

は「天に置かれた両手」。尚，cieloは「空，天」の意味に加えて，「天国」，

「神」の意味となることがある。277）conmuymuchadevoci�on:con

devoci�on「敬虔に，一心不乱に」（DEM）。278）yafici�on:省略されてい

る語を補うと，yconmuymuchaafici�onとなろう。conafici�on「熱心

に」（DEM）。279）,puessufri�otaldesconsuelo:puesは原因，理由の節

を導入する接続詞，ここではporqueに相当する。sufri�o＜sufrirの点過

去3人称単数。ここでは他動詞で「（苦しみなどを）受ける，悩む，苦し

む，こうむる，なめる（＝padecer）」（TSW）。直接目的語が後続のtal

desconsuelo「そのような苦しみ（を）」。ここまではしばらくイエスにつ

いての言及があったが，悲しんだのは聖母であることから，ここのsufri�o

の主語は聖母マリアととる。舞台上の祭壇にマリア像があったのかもしれ

ない。280）pornuestraconsolaci�on:ここのporは代替「～の代わりに」

ともとれそうであるが，内容から判断すると目的のparaと同義ととる方

が良さそうである。「私たちの慰めのために」。
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フアン・デル・エンシーナの戯曲における文法的特徴の考察（『我らが贖い主の受難と死の上演』（1496））（下）（廣澤）

訳（v.274�v.280）

父親 ここで祈りましょう

地に両膝をつき

両手を天に向け

そして熱心に，

我らの慰めのために

あのような悲しみを受けられたからには。

el�Angel �O,monumentosagrado, 281

sepulcrom�asquedichoso!

�O,cuerpomuyglorioso

deCristocrucificado,

sepultado, 285

tesorom�asqueprecioso

aunqueporpocoapreciado! 287

281）monumento:vid.v.272。尚，以下は天使が登場し，聖墳墓に見立

てた復活祭の祭壇と，恐らくそこに据えられていたであろうキリスト像に

向けた台詞が続く。282）sepulcrom�asquedichoso:dichoso「幸福な」

はsepulcroを修飾。m�asqueについて。「～以上に」（TSW），ただしこ

れは副詞のm�asの用法。「（形容詞＋m�asque＋形容詞）～なことこの上

ない」（CDE）。キリストを納めることができて幸福な墓であると述べて

いる箇所。 cf.v.273。283）cuerpo:vid.v.216。284）crucificado:

＜crucificar「磔刑にする」の過去分詞。vid.EG3A,v.7。286）tesoro:

vid.EG3A,v.177。286）m�asque:vid.v.282。287）aunqueporpoco

apreciado:porpocoは副詞表現で，「わずかのことで，も少
ママ

しのところ

で」（TSW）の意味がある。しかしここではpocoは，porによって導入

される集合的な意味の動作主をあらわす代名詞ととる。即ち「（代名詞）
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わずかなもの，少数の人」（TSW）。語を補い並べかえ，aunqueが導入

する譲歩節を完成させると，aunqueeltesoroesapreciadoporpoco

「その宝はわずかな者たちにしか尊重されないけれども」となろう。

訳（v.281�v.287）

天使 おぉ，神聖な墓よ，

この上なく幸いな聖墳墓よ！

磔にされ

埋葬されたキリストの，

あぁ，全く神々しいおん身，

わずかな者たちにしかありがたく思われなくとも

この上なく価値のある至宝よ！

Descansatusmiembrostiernos, 288

duermesiquierayreposa,

mientraellalmagloriosa 290

vadespojarlosinfiernos,

porhazernos

vezindadmuym�asgozosa

enlossusgozoseternos. 294

288）descansa:＜descansar。後続の名詞句tusmiembrostiernosは直

接目的語であるので，他動詞「（～を）休ませる」の意味で用いられてい

るととる。2人称単数に対する肯定命令，つまりキリスト（像）に対する

呼びかけ。v.289の duerme（＜dormir「眠る」），reposa（＜reposar

「休む，やすらう（＝yacer）」（TSW），「埋葬されている」（DEM）も同

様にt�uに対する肯定命令。288）tusmiembrostiernos:所有形容詞tus

「君の」は，天使が呼びかけているキリスト（像）が所有者。miembros

「四肢」，vid.v.213。tierno「柔らかい」はflojoの意味にとる。「力のぬ
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フアン・デル・エンシーナの戯曲における文法的特徴の考察（『我らが贖い主の受難と死の上演』（1496））（下）（廣澤）

けた」。289）siquiera:副詞で「少なくとも」（DEM），「せめて」（TSW）。

cf.EG3A,v.17。290）mientra:「時の副詞，廃用語，mientras［のこと］」

（RAE）。DRCRでは現代語と同様にmientrasと表記。290）ell:→el。

「aで始まる名詞の前で定冠詞［elの子音］の-lが口蓋化して変化したも

の」（PPCA,p.100），cf.EG1,v.49。291）vadespojar:「vaadespojar

［のこと］。［前置詞の］aは同じ母音で終わる動詞形に組みこまれている」

（DRCR,p.31）。「ir（＋a）＋ 不定詞（…）前置詞aは13世紀から現れ始

めるが，15世紀になっても固定化しなかった」（IEM,p.163），cf.EG3A,

v.53。vaの主語はv.290のellalmagloriosa。291）infiernos:「責め苦，

さいなみ，悩み，苦悩」（TSW）。292�293）porhazernosvezindadmuy

m�asgozosa:hazernos→hacernos。vezindad→vecindad「隣人」。この2

行で用いられているのは，hacer＋直接目的語＋目的格補語，即ち「（直

接目的語）を（目的格補語）にする」の構文で，直接目的語に相当するの

が前接の代名詞のnos「私たちを」，目的格補語はvezindad，「私たちを

隣人にする」。これは天使の発言であることから，天界において昇天後の

キリストの隣人となることととる。gozosaは形容詞gozoso「喜ばしい」

の女性形単数で，vezindadを修飾している。m�asgozosaのように比較

の語を修飾する場合，現代スペイン語ではmuyではなく，通常mucho

が用いられる。porはここではparaの意味にとり，不定詞hazerの意味

上の主語はv.290のellalmagloriosa，あるいはv.290�v.291の意味内容

となる。後者の場合で，説明的な目的節に変え，対応する現代スペイン語

は，paraqueesonoshagavecindadmuchom�asgozosa「このことが

我々（天使）をさらに喜ばしい（天界の）住人とするだろう」となろう。

294）enlossusgozoseternos:gozoには「喜び」の意味以外に，複数形

で「（聖母や聖者の）賛歌」（TSW）の意味があるが，文脈から判断する

と，ここは前者の意味でとるべきであろう。そのばあいsusはv.293の

vezindadをその所有者ととる。即ち「そこ（天界の住人たち）の永遠の
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喜びにおいて」。

訳（v.288�v.294）

あなたの力の抜けた手足を休められよ，

せめて眠り，横たわられよ。

その間に至福を受けた魂が

それらの責め苦を取り除くだろう。

そしてそのことは

永遠につづく喜びの中で

我らを更に喜びにあふれた住人とするだろう。

Porlosjustosdecendi�o 295

asacarlosdelprofundo,

yparasalvarelmundo

elcriadorpadeci�o,

ypag�o

Cristo,nuestroAd�ansegundo, 300

loqueelprimeropec�o. 301

295�298）これらの行を 1つの文とすると，述部を形成する定形動詞は

v.295の decendi�oと v.298の padeci�oであり，両者の主語は v.298の el

criador「神」という構造となっている。295）porlosjustos:porはpara

「～のために」の意味にとる。形容詞justo「正当な」はここでは定冠詞

を伴い，名詞として用いられている。「12�15世紀［の用法］，神の教えに

従って生きること，名詞としても用いられる」（MED），「（カトリック）

篤信家」（DEM）。295�296）decendi�oasacarlos:decendi�o＜decender

「descender（「下がる，降りる」）の古形」（RAE），cf.EG2,v.33。即ち，

現代語ではdescendi�oが対応する。v.296の前置詞aもparaに相当する

ととる。sacar「救い出す」（TSW）。前接の無強勢代名詞losは直接目的
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フアン・デル・エンシーナの戯曲における文法的特徴の考察（『我らが贖い主の受難と死の上演』（1496））（下）（廣澤）

格で，v.295の losjustosを受ける。「彼らを」。296）delprofundo:

profundoには「深さ，深海」の意味以外に，「地獄」（TSW）の意味も

ある。「地獄から（delinfierno）」（DRCR,p.32）。v.295�v.296の訳は

「篤信家たちのため，（elcriador「神」は）彼らを地獄から救い出しに降

りた」となろう。298）padeci�o:＜padecer「（pasi�on「受難を」）被る」，

vid.EG3A,v.10。299）pag�o:＜pagar。ここでは「贖う」の意味，cf.EG2,

v161及びEG3A,v.11。直接目的語に相当するのはv.301のloque以下

の節。主語はv.300のCristo「キリスト」。「キリストはloque以下のこ

とを贖った」。300）Ad�ansegundo:「第2のアダム」，先行するCristoの

言い換え。「アダムとその子孫の罪を救済し，新たな救済の楽園（Para�so）

をもたらしたことにより，キリストは第2のアダムである」（PPCA,p.

127）。「エンシーナは［新約聖書の］『ローマの信徒への手紙』（5:12�5:21），

『コリントの信徒への手紙一』（15:22,15:45）から引用したかなり一般的な

1つの思想を広めている」（DRCR,p.32）。尚KDYには「最初の人アダ

ム」，「最後のアダム」『コリントの信徒への手紙一』（15:45）とあり，対

応するスペイン語は，BDJによると elprimerhombre,Ad�an及び el

�ultimoAd�an（ちなみに『ウルガータ版聖書』ではそれぞれ primus

homoAdamとnovissimusAdam）となっており，「第2のアダム」と

いう表現と対応していない。301）loqueelprimeropec�o:この箇所全体

が v.299の pag�oの直接目的語に相当する。 elprimeroは elAd�an

primero「最初の（第1の）アダム」。「最初のアダムが犯したこと（を）」。

訳（v.295�v.301）

神を信じる者たちのため

彼らを地獄から救い出しに神は降りられ

そしてこの世の救済のため

神は難を受けられた。

そして我らが第2のアダム，キリストは，
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最初のアダムが犯した罪を

贖ったのだ。

�O,qu�eprimerpecador, 302

culpabienaventurada

queparaserdesculpada

mereci�otalRedentor, 305

vencedor

deguerratanguerreada

contantapenaydolor! 308

302）�（...）qu�eprimerpecador（!）:qu�eは感嘆詞として用いられている。

primerpecador「最初の罪人」，つまりv.301の（第1の）アダムのこと。

303）culpabienaventurada:直訳では「至福の罪」であるが，語を補い，

受動態の文ととる。即ち，suculpafuebienaventurada。bienaventura-

daはbienaventurar「他動詞，古語，至福を与える」（RAE）の過去分

詞。304）queparaserdesculpada:DRCR版にあるようにqueの前にコ

ンマを補い，説明的な理由の節を導入する接続詞ととる。「何故なら」。

desculpada→disculpada＜disculpar「許す」の過去分詞，不定詞の

serとの組み合わせで受動態を形成。「許されるために」。この意味上の主

語は v.302の primerpecador。305）mereci�otalRedentor:mereci�o＜

merecer「値する」は，「（目的語なしに）自分の真価を発揮する」（DEM），

「（自動詞）功績がある」（TSW）といった意味でも用いられるが，v.304

のqueが導入する節の核となる。主語は後続のtalRedentor「そのよう

な贖い主」，つまりキリストのこと。306）vencedor:「勝利者」。v.305の

Redentorの言い換え。307�308）全体がdeを介してv.306のvencedor

にかかっている。guerreada＜guerrear「（自動詞）戦う」の過去分詞，

女性名詞のguerra「戦い」と一致して修飾，自動詞由来の過去分詞なの
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で受け身の意味とはならない。conは様態，付随の意味ではなく，対立の

意味の contraと同様ととる。したがって「con以下と戦った戦い」。

penaは「苦しみ，刑罰」，dolor「痛み」はpasi�on「受難」の意味」。「そ

れほど多くの刑罰と受難と戦った戦いの勝利者」。

訳（v.302�v.308）

ああっ，何とまあ最初の罪びとよ，

彼の過ちには至福があたえられたのだ。

何故なら彼が赦されたのは

あれだけの刑罰と受難に対して

戦った戦いにおける

勝利者である

あの贖い主のおかげ！

Taldolorencuerpotal 309

fueparam�asalegr�a, 310

paraluegoatercerd�a

ressucitarinmortal

demortal.

�O,solaesperan�am�a!

�O,misteriodivinal! 315

309）taldolorencuerpotal:この行には2つのtalがあるが，それぞれ

名詞dolor「痛み」，cuerpo「体」を修飾する形容詞である。名詞に後置

で用いられるtalについてDEMは文語の用法としているが，もちろん脚

韻のためでもある。現代スペイン語の散文であれば，taldolorental

cuerpoとなる。「そのような」の意味以外に「そんなに大きな（＝tanto,

tangrande）」（TSW）の意味でも用いられる。「そのような体にそんな

に大きな痛み」。この句の核となるdolorは，v.310のfueの主語となる。
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尚，v.309�v.313の文の構造について，v.309のdolorを核とする名詞句を

主語とする定形動詞はv.310のfue（＜ser），それに後続するのが前置詞

paraで導入されるのがv.310とv.311の2つの句というものである。310）

fueparam�asalegr�a:「（主語は）para以下のためであった」。m�asは

mucha（＜mucho「沢山の」）の優等比較級。「より多くの喜び」。311）

paraluegoatercerd�a:paraluegoには「ただちに，すぐに」（TSW）

の意味もあるが，ここのparaはv.310の場合と同様に名詞句を導入する

ものととる。ただしこちらの場合，後続するのは v.312の不定詞

ressucitar。luego「のちに」。atercerd�a「3日目に」の前置詞aは時点

を表わす。尚，イエスが磔にされたのは金曜日であり，復活した日に関し

て，新約聖書の各福音書は「週の初めの日」と表わしており，それを日曜

日のことと解釈するのが常のようである。『コリントの信徒への手紙一』

（15:4）は，「3日目に復活」（KDY）としている。312�313）ressucitar

inmortaldemortal:ressucitar→resucitar，ここでは他動詞として用い

られているととる。即ち，（fuepara）resucitarAdeB「AをBから蘇

らせること（のためであった）」。inmortalは形容詞「不死の」であるが，

ここでは名詞として用いられている。mortal「死すべき」も形容詞では

なく，同様に名詞として用いられている。「死せるものから不死のものを

蘇らせる」。314）esperan�a:→esperanza.315）divinal:「（詩）あやにか

しこき」（TSW），vid.EG3A,v.176。

訳（v.309�v.315）

そのお身体にあのような痛み

それはより大きな喜びのため，

つまり3日ののちに

死せる者から

不死の神を復活させるためであったのだ

ああ，私の唯一の望み！
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ああ，何とも畏れ多き神秘！

�O,muysagradapassi�on 316

degozomuyinfinito!

�O,misteriomuybendito

desantaressureci�on!

�O,grandon 320

decartadefinyquito

paranuestraredenci�on! 322

316�322）この連の構造は，それぞれあまり複雑ではないが，語彙的な意

味が問題となり，場合によっては専門用語の知識や舞台上の状況の理解が

必要となるかもしれない。319）resurreci�on:→resurrecci�on「復活」。

321）cartadefinyquito:finyquitoについて PPCA（p.128）は

finiquito「決算，清算」としている。即ち「清算書」。

訳（v.316�v.322）

ああ無限の喜びの

聖なる受難よ！

ああ聖なる復活の

いと尊き神秘よ！

我らが贖いのための

清算状の

ああ偉大な授かりものよ！

�Qu�epudieraaprovechar 323

queJesucristonaciera

quenacierayquemuriera, 325

paranoressucitar
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ytornar

alhombreloqueperdiera

elprimerhombreenpecar? 329

323�329）この連はv.323のpudieraaprovecharを主節とする構文で，

qu�eを用いた疑問文となっている。aprovecharque＋節（直説法）＋para

＋不定詞で，「（v.326の）para以下するために（v.324の）que以下を利

用する」という構造である。323）�qu�epudieraaprovechar（...）?:

pudiera＜poderの接続法過去，-ra型であり，ここでは過去未来の意味

で用いられているととる。その場合の意味は過去の推量。cf.EG3A,v.64�

v.65。他動詞のaprovecharの直接目的語に相当するのがv.324のque以

下の節であるため，疑問詞qu�eは主語「何が」の意味にとる。「何がque

以下を利用し得たのだろうか」。324�325）v.325は等位接続詞で結ばれた2

つの節がコンマで挿入された表記となっているが，v.324を言い替えたも

のととる。即ちnaciera（＜nacer「生まれる」），muriera（＜morir「死

ぬ」）の主語はいずれもJesucristo「イエス・キリスト」。そしてここで用

いられている接続法過去-ra型は直説法過去完了の意味，即ちnaciera→

hab�anacido，muriera→hab�amuerto。cf.EG3A,v.64�v.65。326�327）

paraで導入される不定詞が等位接続詞で結ばれて2つ示されている。最

初の不定詞だけがnoを伴い，文字通りの意味は「復活せず，そして戻す

ために」となるが，本稿はnoを伴う前者の不定詞を，paraではなくsin

を伴った挿入句と読み替える。即ち，para,sinressucitar,tornar「復活

することなく元に戻すために」。paraは後者の不定詞にのみかかるものと

とる。327�328）tornaralhombreloqueperdiera:alhombreは間接目

的語「人間に」，他動詞tornar「戻す」の直接目的語に相当するのはlo

que以下の節，その核となるのがperdiera→hab�aperdido，これの主語

はv.329全体。「（v.329）が失ってしまったことを人間に戻す」。329）el

primerhombreenpecar:「罪を犯した最初の人間（が）」，つまりv.301
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と同義ととる。

訳（v.323�v.329）

救い主
キ リ ス ト

イエスが生まれ

そして亡くなったわけだが，

復活をともなわなかったら，

いったい何が

罪を犯した最初の人間が

失ったものを人間に

戻すことを可能にすることが出来たというのか。

Creantodosyacomigo 330

suresurreci�onsagrada

ynodudanadienada:

queyovengoasertestigo

ylodigo,

digoqueest�arematada 335

cuentaconelenemigo. 336

330）creantodosyacomigo:comigo→conmigo。crean（＜creer「信じ

る」，接続法現在3人称複数）はtodos「すべての者たち」に対する命令

の形をとっているが，EG3A,v.129の場合と同様に，願望の主節が省略さ

れた従属節ととる。即ち，Deseoquetodoscrean.「皆が信じるように私

は望む」。creanの直接目的語はv.331のsuresurreci�on（→resurecci�on）

sagrada「彼の聖なる復活（を）」。332）nodudanadienada:duda

（＜dudar「願う」の直説法現在）の主語はnadie。nadaが直接目的語と

とる。「誰も何も疑わない」。DRCR版ではdudeと接続法現在の表記と

なっており，その場合v.330のcreanと同様に，同じ願望の主格が省略さ

れた従属節ととれる。即ち（deseoque）nodudenadie.「誰も何も疑わ
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ないように（私は望む）」。v.332はyで導入される等位節ととれるので，

接続法のdudeを用いたこの後者の解釈の方が良いかもしれない。333）:

queyovengoasertestigo:コロン（:）を伴い，接続詞queは説明的

に理由の節を導入している。vengo（＜venir）a＋不定詞，「（不定詞を）

しに来る」。「なぜなら私は証人となるために来たからである」。334�335）

PPCA（p.128）はv.334の行末のdigoと次のv.335の行頭のdigoに関し

て，文体的な特徴を指摘している。これはエンシーナ自身がencadenado

「尻取り式の（詩体）」（TSW）と呼んでいるものである。v.337�v.338及

び，v.342�v.344も同様の詩作の技法であるとしている。374）lodigo:

「私はそのことを言う」であるが，このloはv.335のque以下を指すとと

る。 335�336）digo que est�a rematada cuenta con elenemigo:

rematada＜rematar「終える」の過去分詞で，est�aとともに述部を形成し

ている。女性形であるので主語はv.331の女性名詞resurreci�onも想定で

きるが，その場合の意味は「復活は終わった」。もう1つの可能性はv.336

のcuentaを主語ととるものである。その場合，語を補って語順を変える

と，digoquelacuentaconelenemigoest�arematadaとなる。cuenta

「考慮，意識（＝consideraci�on）」（TSW）。enemigoは『ルカによる福

音書』（6:27�6:28），『マタイによる福音書』（5:44）等で触れている「敵」

のことか。「敵への配慮が終わっていると私は言う」。contarconで「有

する」の意味があり，それの名詞化ととれば，「敵を持つことは終わって

いると私は述べる」。

訳（v.330�v.336）

さあ皆の者，私とともに信じるのだ，

彼の聖なる復活を，

そして誰も何も疑うことなきよう。

なぜなら私は証人となるために来たのであるからで，

そして私は述べよう，
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敵を持つということが

終わりをとげたということを。

Losqueest�aisdesconsolados 337

consoladlosdesconsuelos,

quevuestrosllantosyduelos

engozoser�antornados 340

yaundoblados.

Subir�aCristoaloscielos

consussiervoslibertados. 343

Fin

337�338）先に触れたように（v.334�v.335），ここは尻取り式の技巧が用

いられている。337）losqueest�aisdesconsolados:losqueは関係代名

詞，「losque以下する者たちよ」，v.338のconsoladの動作をおこなう主

体として呼びかけている。desconsolado「慰めようのない」（TSW），即

ち desconsolar「嘆かせる（＝afligir）」（TSW）の過去分詞。338）

consoladlosdesconsuelos:consolad＜consolar「慰める，和らげる」の

命令形2人称複数。v.337に対して呼びかけ，後続のlosdesconsolados

「悲嘆」は直接目的語。「悲嘆を和らげなさい」。339）,que:理由の節を導

入する接続詞。節の核となる動詞はv.340の受動態のser�antornados及

びv.341の（ser�an）doblados。主語はv.339のvuestrosllantosydue-

los。340）engozoser�antornados:ser�antornados＜tornar「戻す」の

受動態。ここはen以下へと「変わる」の意味にとる。即ち，vusestros

llantosyduelosser�antornadosengozo「君たちの嘆きと悲しみは喜び

へと変わるだろう」。341）aundoblados:doblados＜doblar「二倍にする」

の過去分詞であるが，ser�anが省略された受動態ととる。「（君たちの嘆き

と悲しみは）2倍にさえなるだろう」。342）cielos:「（主に pl.）天国」
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（TSW）。343）liberado:＜liberar「自由にする」の過去分詞。ここでは

「救済された」の意味にとる。

訳（v.337�v.343）

悲しんでいる者たちよ

それらの悲嘆を和らげよ。

何故ならあなた方の嘆きと悲しみは

喜びへと変わり

そして倍にもなりさえするだろうからである。

救われたしもべたちとともに

キリストは昇天するだろう。

おわり

Aloscielossoberanos 344

subir�aconsupoder 345

queprestoleesperanver

loscelestesciudadanos

cortesanos,

yavremostodosplazer.

Andadenpaz,mishermanos. 350

345）subir�a:subir「登る」の直説法未来，3人称単数，主語はイエスで昇

天の意味。v.344のa以下がその方向。尚，キリストの昇天は復活のあと

の出来事として福音書に記されている。345）consupoder:poderは「力，

能力」の意味ととる。conの解釈としては，手段の意味での「彼の力でもっ

て」か，或いは同伴の意味の「彼の力とともに」が挙げられるが，福音書

を確認するとキリストの昇天は受け身で表現されている。即ち『マルコに

よる福音書』（16:19）では「天に上げられ」（KDY），スペイン語版聖書

ではfueelevadoalcielo（BDJ），『ウルガータ版聖書』（ラテン語）では
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adsumptus［＜ad＋s�um�o（-�ere）］estincaelumとあり，『ルカによる福

音書』（24:51）ではそれぞれ「天に上げられた」（KDY），fuellevadoal

cielo（BDJ），ferebaturincaelum（『ウルガータ版聖書』）といずれも受

動（態）で表されているのが確認できる。したがってv.345のconは同

伴の意味ととることにする。「彼の力とともに昇るだろう」。346）,que:単

なるつなぎ，或いは理由の節を導入する接続詞ととるのが妥当なところだ

が，ここは関係詞のenlosque或いはdondeと読み替えることにする。

その場合の先行詞はv.344のloscielos。346）leesperanver:leは「彼

を」，つまりレイスモ。esperanver「見るのを望む」の主語は，v.347�v.

348。347�348）loscelestesciudadanoscortesanos:この箇所はv.346の

esperanの主語である。この名詞句の核となるのはciudadanos「市民」

で，celestesとcortesanosはいずれも形容詞と解釈する。349）avremos

todosplacer:avremosに対応する現代語はhabremos，即ちhaberの直

説法未来1人称複数であるが，ここは助動詞ではなく，haberがかつて有

していた「持つ」の意味。「我々は持つであろう」となるが，後続のtodos

が意味的に主語に含まれる。plazer（→placer）が直接目的語。「我々は

皆，喜びを持つであろう」。350）andadenpaz:andad＜andarの2人称

複数に対する命令であり，後続のmishermanosに向けられた言葉であ

る。enpazは「安らかに，安穏に」（TSW）。

訳（v.344�v.350）

至高の天国へと

彼はその力とともに昇るだろう。

そしてそこでは天の宮殿の

住人たちが，直ちに彼と会うのを

望んでいる。

そして誰もが皆，喜びを得るだろう。

安らかに歩め，兄弟たちよ。
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Villancico

Estatristuraypesar 351

enplazersehadetornar.

Tornar�aseestatristura

enplazer,gozoyholgura,

queCristoenlasepultura 355

nopuedemuchotardar. 356

villancico:「畳句（estribillo）を頻繁に用いる短い民謡」（RAE）。EG2

の場合と同様に，このビリャンシーコにもメロディが伴っていたのだろう。

vid.EG2,p.211の注8。351�352）estatristuraypesarenplazerseha

detornar:→estatristuraypesarsehadetornarenplacer。即ち，en

以下はtornarの補完補語と解釈する。351）tristura:「＝tristeza［「悲し

み」］」（TSW）。352）enplazersehadetornar:ha（＜haber）＋de＋不

定詞は義務の意味に加えて，未来の意味としても用いられる。cf.EG2,

v.95,v.204。tornarに関して，v.340の ser�antornadosは他動詞の

tornar「戻す」の受動態と解釈した。このv.352のtornarもそれと同様

に他動詞ととれば，まずこのseは再帰受動の用法ととれる。その場合

v.351全体が主語で，「この悲しみと苦しみは（en以下に）変えられるだ

ろう」となる。もう1つの解釈としては，訳はあまり変わらないが，se

を無人称の用法ととるというものである。その場合v.351は直説目的語と

なるので，sehadetornarestatristuraypesarenplazerという語順

が想定できる。3つ目の解釈は，人以外の主語もとれる再帰動詞tornarse

「変わる，～になる」（TSW）が用いられているとするものである。いず

れの解釈も訳はあまり変わらない。353）tornar�ase:→setornar�a，直説

法未来の3人称単数であるが，ここもv.352のsehadetornarで試みた3

つの解釈が適用できるであろう。354）enplazer:v.352と同様に，このen

も tornarの補完補語を導入するものとする。354）holgura:「歓喜
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（regocijo）」（DRCR,p.34）。355）,que:理由の節を導入する接続詞とと

る。356）nopuedemuchotardar:ここのpuede（＜poder）＋不定詞は

能力ではなく，可能性の意味にとる。即ち「（キリストは墓に）長くいな

いだろう（からである）」。

訳（v.351�v.356）

ビリャンシーコ

この悲しみと苦しみは

喜びへと変わるだろう。

この悲しみは喜びと

楽しみ，そして歓喜へと変わるだろう。

なぜならキリストは墓には

あまり長くいないだろうからだ。

Enllegandoalostresd�as 357

gozaremosdealegr�as,

qu・elRedentoryMex�as

tornar�aaressucitar. 360

Ressucitar�acongloria,

vencedordegranvitoria.

Pongamosnuestramemoria

ensiemprelecontemplar. 364

Fin

357）enllegando:en＋現在分詞で「～するやいなや」の意味となる。

llegandoの意味上の主語は，主節に相当するv.358のgozaremosと同じ

だとすれば，定形動詞を用いたencuantollegamosに相当するであろう。

その場合，「（a以下に）我々が至やいなや」の」意味となる。357）alos
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tresd�as:前置詞aは時点の用法ととり，v.311のatercerd�aと同義と

とる。即ち，「3日目に（至るやいなや）」。359）,qu・el:→,queel。queは

理由の節を導入する接続詞ととる。359）RedentoryMex�as:Redentor

「贖い主」もMex�as→Mes�as「メシア，救世主」もイエス・キリストを

指し，これらを主語とするv.360のtornar�aが3人称単数であることから，

2つでひとまとまりの意味ととる。「贖い主で救世主であるイエス・キリ

スト」。360）tornar�aaressucitar:ressucitar→resucitar,ここでは自動

詞で「蘇る」。自動詞のtornar＋a＋不定詞で「再び～する」という意味

があるが，ここは本来の意味ととり，「a以下（の不定詞）するために戻

る」の意味ととる。即ち「蘇るために戻るだろう」。361）ressucitar�acon

gloria:→resucitar�acongloria。ここの前置詞conもv.345の場合と同

様に，同伴の意味にとる。即ち「栄光とともに」。362）,vencedor:底本と

したPPCAもDRCRの版も同様に，vencedor「勝利者」の前にコンマを

伴っており，先行のv.361のgloriaの内容を説明するようにもとれる。

が，このvencedorはキリストを指しており，v.361の動詞ressucitar�aの

主語ととるのが自然だと思う。コンマを用いて説明の句としているのを解

釈すれば，主語以外では呼格の可能性もあるかもしれない。その場合，

「勝利者よ」。362）vitoria:→victoria,vid.EG3A,v.157。363）pongamos:

＜poner「置く」，接続法現在1人称複数で命令の用法。364）ensiempre

lecontemplar:→encontemplarlesiempre「常に彼を讃えることに」。

MPL（§20.3.）が指摘している，不定詞に前置詞が先行する際に無強勢

代名詞が後接で用いられる中世スペイン語の用法については，EG1,v.120

及びEG2,v.191を参照。contemplarの用法に関しては，EG3A,前書き4

番目の文で扱ったように，ここも「ほめ讃える」（MED）の意味ととる。

つまりleはレイスモで「彼を」。

訳（v.357�v.364）

3日ののちには
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我々は喜びを享受することだろう。

なぜなら贖い主で救世主であるイエス・キリストは

復活のために戻るだろうからだ。

栄光とともに蘇るだろう，

大勝利の勝者よ。

永久に彼を讃えることを

我々は忘れてはならない。

終わり

Pongamosnuestraesperan�a 365

enlabienaventuran�a,

puesqueCristonoslaalcan�a

muriendopornossalvar. 368

365）esperan�a:→esperanza。366）bienaventuran�a:→bienaventuran-

za「至福，繁栄」（TSW）,vid.EG3A,v.185。367）,puesque:説明的な理

由の節を導入する。「何故なら」。367）noslaalcan�a:直接目的格代名

詞の laは v.366の bienaventuran�aを指すととる。alcan�a→alcanza

＜alcanzar,ここでは他動詞として用いられ，「近づける」。367）muriendo

pornossalvar:→porsalvarnosmuriendo。muriendo＜morirの現在

分詞，副詞的に「死ぬことにより」。porは代替の意味ととる。「～の代わ

りに」。後接のnosの位置については，v.364を参照。

訳（v.365�v.368）

我らの希望を

至福に託すことにしよう。

なぜなら我らの救済のため，死ぬことにより

キリストは至福を我らにもたらしたからだ。
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○拓殖大学 研究所紀要投稿規則

（目的）

第1条 拓殖大学（以下，「本学」という。）に附置する，経営経理研究所，政治経

済研究所，言語文化研究所，理工学総合研究所及び人文科学研究所（以下，「研

究所」という。） が発行する紀要は，研究成果の多様な学術情報の発表の場を提

供し，研究活動の促進に供することを目的とする。

（種類）

第2条 研究所は，次の紀要を発行する。

� 経営経理研究所 紀要『拓殖大学 経営経理研究』

� 政治経済研究所 紀要『拓殖大学論集 政治・経済・法律研究』

� 言語文化研究所 紀要『拓殖大学 語学研究』

� 理工学総合研究所 紀要『拓殖大学理工学研究報告』

� 人文科学研究所 紀要『拓殖大学論集 人文・自然・人間科学研究』

（投稿資格）

第3条 研究所が発行する紀要の投稿者（共著の場合，投稿者のうち少なくとも1

名）は，原則として研究所の研究員でなければならない。

2 研究所の編集委員会（以下「編集委員会」という）が認める場合には，研究員

以外も，投稿することができる。

（著作権）

第4条 研究所が発行する紀要に掲載された著作物の著作権は，研究所に帰属する。

2 研究所が必要と認める場合には，投稿者の許可なく，著作物の転載や引用を許

可する。ただし，事後に投稿者に報告するものとする。

3 研究所の紀要に掲載した著作物は，電子化しコンピュータネットワークを通じ

て，本学のホームページ等に公開するものとし，投稿者はこれを許諾しなければ

ならない。

（執筆要領および投稿原稿）

第5条 投稿する原稿は，研究所の執筆要領に指示に従って作成する。

2 投稿する原稿は，図・表を含め，原則として返却しない。
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3 学会等の発行物に公表した原稿あるいは他の学会誌等に投稿中の原稿は，研究

所の紀要に投稿することはできない（二重投稿の禁止）。

（原稿区分他）

第6条 投稿区分は，別表1，2のとおり，定める。

2 投稿する原稿の区分は，投稿者が選定する。ただし，研究所の紀要への掲載に

あたっては，査読結果に基づいて，研究所の編集委員会の議を以て，投稿者に掲

載の可否等を通知する。

3 研究所の紀要への投稿が決定した場合には，投稿者は600字以内で要旨を作成

し，投稿した原稿のキーワードを3～5個選定する。ただし，要旨には，図・表

や文献の使用あるいは引用は，認めない。

4 研究所研究助成を受けた研究成果発表（原稿）の投稿区分は，原則として論文

とする。

5 研究所研究助成を受けて，既に学会等で発表した研究成果（原稿）は，抄録と

して掲載することができる。

（投稿料他）

第7条 投稿者には，一切の原稿料を支払わない。

2 投稿者には，掲載の抜き刷りを50部まで無料で贈呈する。50部を超えて希望

する場合は，超過分について有料とする。

（正誤の訂正）

第8条 印刷上の誤りについては，投稿者の申し出があった場合，これを掲載する。

ただし，印刷の誤り以外の訂正や追加は，原則として取り扱わない。

2 投稿者の申し出があり，研究所の編集委員会がそれを適当と認めた場合には，

この限りでない。

（その他）

第9条 本投稿規則に規定されていない事柄については，研究所の編集委員会の議

を以て決定する。

（改廃）

第10条 この規則の改廃は，研究所運営委員会の議を経て研究所運営員会委員長が

決定する。
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附 則

この規則は，平成26年4月1日から施行する。
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別表1 原稿区分（理工学総合研究所以外）

� 論 文
研究の課題，方法，結果，含意（考察），技術，表現について

明確であり，独創性および学術的価値のある研究成果をまとめ

たもの。

� 研究ノート
研究の中間報告で，将来，論文になりうるもの（論文の形式に

準じる）。

新しい方法の提示，新しい知見の速報などを含む

� 抄 録 研究所研究助成要領第10項�に該当するもの。

� その他 上記区分のいずれにも当てはまらない原稿（判例研究，解説論

文，調査報告，資料，記録，研究動向，書評等）については，

編集委員会において取り扱いを判断する。

また，編集委員会が必要と認めた場合には，新たな種類の原稿

を掲載することができる。

別表2 原稿区別（理工学総合研究所）

� 展望・解説，� 設計・製図，� 論文，� 研究速報，� 抄録（発表作品

の概要を含む），� 留学報告，� 公開講座，	 学位論文



拓殖大学言語文化研究所

『拓殖大学 語学研究』執筆要領

1．発行回数

『拓殖大学 語学研究』（以下，「紀要」という）は，原則として年2回発行する。

その発行のため，以下の原稿提出締切日を厳守する。

� 9月中旬締切 ― 12月発行

� 11月末日締切 ― 3月発行

上記の発行に伴い，言語文化研究所（以下，「研究所」という）のホームペー

ジにも掲載する。

2．使用言語

用語は，日本語又は日本語以外の言語とする。ただし，日本語以外の言語での

執筆を希望する場合は，事前に編集委員会に申し出て，その承諾を得たときは，

使用可能とする。

3．様式

投稿原稿は，完成原稿とし，原則としてワープロ原稿2部を編集委員会宛に提

出する。

� 数字は，アラビア数字を用いる。

� 原稿の文量は，A4縦版・横書き・20,000字以内とし，本文と注及び図・表

を含め，原則として，以下のとおりとする。

① 日本語による原稿：1行33字×27行

② ローマ字（及び欧文）による原稿：ダブルスペースで32行。1行の語数

は日本語33文字分。

③ 上記以外の言語による原稿：ダブルスペース，20枚

上記分量を超えた投稿原稿は，言語文化研究所編集委員会（以下，「編集

委員会」という）で分割掲載等の制限をおこなうこともある。

投稿者の希望で，本紀要の複数号にわたって，同一タイトルで投稿するこ

とはできない。

ただし，編集委員会が許可した場合に限り，同一タイトルの原稿を何回か

に分けて投稿することができる。その場合は，最初の稿で全体像と回数を明

示しなければならない。

� 上記以外の様式にて，投稿原稿の提出する場合には，編集委員会と協議する。

―234―



4．投稿原稿

� 原稿区分は，「拓殖大学 研究所紀要投稿規則」に記載されている種別のい

ずれかとするが，「その他」の区分，定義については付記のとおりとする。

� 投稿原稿の受理日は，編集委員会に到着した日とする。

� 投稿は完成原稿の写しを投稿者が保有し，原本を編集委員会宛とする。

� 投稿原稿数の関係で，紀要に掲載できない場合には，拓殖大学言語文化研究

所長（以下「所長」という）より，その旨を執筆者に通達する。

5．図・表・数式の表示

� 図・表の使用は，必要最小限にし，それぞれに通し番号と図・表名を付けて，

本文中に挿入位置と原稿用紙上に枠で大きさを指定するする。図・表も分量に

含める。

� 図および表は，コンピューター等を使用し，作成すること。

� 数式は，専用ソフト等を用いて正確に表現すること。

6．注・参考文献

� 注は，本文中に（右肩に片パーレンで）通し番号とし，執筆者の意向を尊重

して脚注，後注とも可能とする。

� 引用・典拠の表示は各言語の一般的な方式に従うものとする。

7．執筆予定表の提出

紀要に投稿を希望するものは，『拓殖大学 語学研究』執筆予定表を，指定さ

れた期日までに提出する。

8．原稿の提出

投稿原稿と一緒に，『拓殖大学 語学研究』投稿原稿表紙に必要事項の記入，

「拓殖大学言語文化研究所ホームページへ公表承認印」を捺印し，原稿提出期日

までに提出する。

9．原稿の審査・変更・再提出

� 投稿原稿の採否は，編集委員会の指名した査読者の査読結果に基づいて，編

集委員会が決定する。編集委員会は，原稿の区分の変更を投稿者に求める場合

もある。

� 提出された投稿原稿は，編集委員会の許可なしに変更してはならない。
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� 編集委員会は，投稿者に若干の訂正，あるいは書き直しを要請することができる。

� 編集委員会は，紀要に掲載しない事を決定した場合は，編集委員会名の文書

でその旨を執筆者に通達する。

� 他の刊行物に既に発表された，もしくは投稿中の原稿は，紀要に投稿するこ

とができない。

10．投稿原稿の電子媒体の提出

投稿者は，編集委員会の査読を経て，修正・加筆などが済み次第，A4版用紙

（縦版，横書き）にプリントした完成原稿1部と電子媒体を提出すること。

電子媒体の提出時には，コンピューターの機種名と使用OSとソフトウェア名

及びバージョン名を明記すること。

なお，手元には，必ずオリジナルの投稿原稿のデータを保管しておくこと。

11．校 正

投稿原稿の校正については，投稿者が初校および再校を行い，編集委員会と所

長が三校を行う。

この際の校正は，最小限の字句に限り，版組後の書き換え，追補は認めない。

校正は，研究所の指示に従い，迅速に行う。

校正が，決められた期日までに行われない場合には，紀要に掲載できないこと

もある。

12．改 廃

この要領の改廃は，言語文化研究所会議の議を経て，言語文化研究所長が決定

する。

附 則

この要領は，平成26年4月1日から施行する。

付記：「その他」の区分・定義について

①調査報告：専門領域に関する調査。

②資 料：原稿区分の範疇以外で教育・研究上有用であると考えられるもの。

③書 評：専門領域の学術図書についての書評。

④紹 介：専門領域に関するもの。

以上。
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